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(57)【要約】
毛髪をまっすぐにするための組成物および方法が開示される。方法は、熱活性化型薬剤と
グアニジン部分を含む補助剤化合物とを含む組成物でケラチン線維をコーティングするス
テップと、コーティングされたケラチン線維を、ケラチン線維を改質するのに十分な時間
にわたり、温度が少なくとも１８５℃の加熱装置と接触させるステップとを含む。開示す
る技術の典型的な実施形態の一態様によれば、当技術は、毛髪をまっすぐにするための熱
活性化型組成物であって、（ａ）少なくとも１種の毛髪直毛化剤と、（ｂ）少なくとも１
種の毛髪直毛化補助剤と、必要に応じて、（ｃ）少なくとも１種の美容上許容される賦形
剤とを含む、組成物に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪をまっすぐにするまたは弛緩させるための組成物であって、
（ａ）式（Ｉ）によって表される化合物：
【化２１】

［式中、Ａは、ＮＨおよびＯから選択され、ＲおよびＲ’は、水素原子、ＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨから独立に選択され、ＸおよびＹは、水素原子およびＣ１～Ｃ

５アルキルから独立に選択され、ｎ＝０、または１、または２、または３である］から選
択される、少なくとも１種の毛髪直毛化剤と、
（ｂ）ラジカル：
【化２２】

によって表されるグアニジン部分を含む化合物から選択される、グアニジン誘導体ならび
に／またはその有機塩および無機塩から選択される、少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤
化合物と
を含む熱活性化型組成物を含む、組成物。
【請求項２】
　前記グアニジン部分が、直鎖状または環状化合物中に存在する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　前記グアニジン部分を含む化合物が、式（ＩＩ）：
【化２３】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子、直鎖または分岐状
Ｃ１～Ｃ８アルキル、直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、フェニル、ベンジルを表
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し、前記直鎖または分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキル（たとえば、メチル、エチル、プロピル、
ブチル）、前記直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、前記フェニル、および前記ベン
ジル基は、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨード、およびこれらの組合せ
）、アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、ヒドロキシル、メチル、メトキシ、カルボ
キサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、および－ＳＯ３Ｈから選択される１つまたは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されていてもよく、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、および
Ｒ５のいずれか２つは、これらが結合している窒素原子と一緒に、２～４個の炭素原子を
含み、Ｃ（Ｏ）、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択される１個または２個の（環）ヘテロ原子を
必要に応じて含む、単環式または二環式の４～９員環を形成しており、前記炭素原子は、
ヒドロキシルおよびアミノから選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて
置換されており、
Ｒ１が、水素原子、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、またはラジカル
【化２４】

を表すとき、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子；アミノ、ニトロ、シ
アノ、アセチル、クロロアセチル、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキ
サミド、メトキシ、エトキシ、１，２，４－トリアゾリル、シクロペンチル、シクロヘキ
シル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２（ＣＯ）ＯＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ
）ＯＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、チアゾリドニル、ベンゾイミダゾリル
、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、－Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２、－Ｃ（＝ＮＨ）－Ｎ
Ｒ６Ｒ７［式中、Ｒ６およびＲ７は、独立に、水素原子、またはヒドロキシル、アミノ、
ジメチルアミノ、カルボキシル、およびカルボキサミドから選択される１つもしくは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されている直鎖もしくは分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキルラ
ジカルを表す］、または
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【化２５】

［式中、Ｒ８およびＲ９は、独立に、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨー
ド、およびこれらの組合せ）、メチル、メトキシ、トリフルオロメチル、およびトリフル
オロメトキシを表す］から選択されるラジカルを表す］
によって表され、必要に応じて、
（ｃ）少なくとも１種の美容上許容される賦形剤
であり、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０～約７
０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０重量％
、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％の範囲の
量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１．５：１
～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～約８：１
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、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である、前記請求項のいずれかに記載の組成
物。
【請求項４】
　式（Ｉ）においてＡがＯである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　式（Ｉ）においてｎが０である、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記毛髪直毛化剤が、式（ＩＡ）：
【化２６】

［式中、ＲおよびＲ’は、独立に、水素原子、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨ
から選択される］によって表される化合物である、前記請求項のいずれかに記載の組成物
。
【請求項７】
　ＲおよびＲ’の少なくとも一方が水素原子である、前記請求項のいずれかに記載の組成
物。
【請求項８】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの混合
物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、前記請求
項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　前記式（ＩＩ）において、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３が、水素原子を表し、Ｒ４およびＲ
５が、これらが結合している窒素原子と一緒に、ピロリジン、ピペリジン、ピラゾール、
チアゾリドン、ベンゾイミダゾール、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾール、または１
，２，４－トリアゾール環を表し、前記環は、ヒドロキシル、アミノ、およびカルボキシ
ル基から選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されている、前記
請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　式（ＩＩ）において、Ｒ１およびＲ２が、水素原子を表し、Ｒ５が、水素原子またはメ
チルを表し、Ｒ３およびＲ４は、一緒になって、－ＣＨ２－ＣＨ２－および－ＣＨ２－Ｏ
－から選択される二価ラジカルを表してもよく、これらが結合している窒素原子と一緒に
なったとき、５員環を表す、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１３】
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　前記補助剤が、式（ＩＩＡ）：
【化２７】

［式中、Ｒ５は、上で規定したとおりであり、Ｒ８およびＲ９は、必要に応じて存在し、
存在するとき、Ｒ８およびＲ９の１つまたは２つは、同じまたは異なる環炭素原子に結合
していてもよく、独立に、Ｃ１～Ｃ５アルキル、ヒドロキシル、アミノ、ジメチルアミノ
、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、およびＳＯ３Ｈを表し、
ｎおよびｎ１は、独立に、０、１、または２を表す］によって表される少なくとも１種の
化合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記補助剤が、次のとおりの式（ＩＩＢ）、（ＩＩＣ）、（ＩＩＤ）、（ＩＩＥ）、お
よび（ＩＩＦ）：
【化２８】

［式中、Ｒ５、Ｒ８、およびＲ９は、前に規定したとおりである］によって表される少な
くとも１種の化合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　Ｒ５が水素原子を表し、Ｒ８およびＲ９が存在しない、請求項１２に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記補助剤が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸塩、グアニジン硫酸塩
、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジン硝酸塩、グアニジンリン酸塩、
グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、アミノグア
ニジン硝酸塩、アミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミ
ノグアニジン塩酸塩、シアノグアニジン、ニトログアニジン、１－メチル－３－ニトログ
アニジン、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸
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グアニル尿素、グアニル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン
炭酸水素塩、１，３－ジフェニルグアニジン、１，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン、メチ
ル４－グアニジノ－２－メトキシベンゾエート塩酸塩、１－メチルグアニジン塩酸塩、１
，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン硫酸塩、１－エチルグア
ニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン硫酸塩、１－オクチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，
１－ジエチルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルグアニジン（Ｎ－Ｂ
ｏｃグアニジン）１，３－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）グアニジン（ジ－Ｂｏ
ｃグアニジン）、カルバミン酸、Ｎ，Ｎ’－［［（１，１－ジメチルエトキシ）カルボニ
ル］カルボンイミドイル］ビス－、Ｃ，Ｃ’－ビス（１，１－ジメチルエチル）エステル
（Ｎ，Ｎ’，Ｎ”－トリ－Ｂｏｃグアニジン）、クレアチン、クレアチン一水和物、クレ
アチニン、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫
酸塩、グアニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニ
ジノ酪酸、５－グアニジノ吉草酸、４－グアニジン安息香酸、４－グアニジン安息香酸塩
酸塩、４－グアニジノ－２－メトキシ安息香酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオ
ン酸、Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、
Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド
塩酸塩、Ｎ－エチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグ
アニド塩酸塩、１－ｏ－トリルビグアニド、１，１－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－（
３－クロロ－４－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－クロロフェニル）ビ
グアニド塩酸塩、１－（４－クロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－フルオロフ
ェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（４
－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，３－ジクロロフェニル）ビグアニド
塩酸塩、１－（２，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，５－ジクロロ
フェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，６－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１
－（３，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３，５－ジクロロフェニル）
ビグアニド塩酸塩、１－（２，４－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，
５－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］ビグアニド塩酸塩、１－［３，５－ジ－（トリフルオロメチル）フェニル］ビグアニ
ド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］ビグアニド塩酸塩、１－フェ
ニルビグアニド、１－フェニルビグアニド炭酸塩、１，１’－ヘキサメチレンビス［５－
（４－クロロフェニル）ビグアニド］、１，１’－ヘキサメチレンビス（５－［ｐ－クロ
ロフェニル］ビグアニド）二塩酸塩、［（｛［アミノ（イミノ）メチル］アミノ｝カルボ
チオイル）アミノ］ベンゼン、Ｎ－シクロヘキシルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジルグア
ニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジル－Ｎ－メチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，１，３，３－テト
ラメチルグアニジン、１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－
ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３
，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、４－モルホリンカルボキシミドイルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－トシル
－Ｌ－アルギニン、Ｎ－アミジノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ
－アミジノタウリン、２－イミノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシ
エチル）グアニジン、（２Ｓ）－３－カルバムイミドアミド－２－｛［（９Ｈ－フルオレ
ン－９－イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸、１，８－ビス（テトラメチル
グアニジノ）ナフタレン、１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロ
キシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－
４－チアゾリドン、２－グアニジノベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾ
ール、２－グアニジノベンゾチアゾール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４
，６，７，８，９，１０－オクタヒドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（
Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［
１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－
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５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラメチル－１，２，７－トリアザビシクロ
［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，
２，７，－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，
７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリア
ザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－エン（Ｈｔｂｏ）、およびこれらの混合物から選
択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　前記毛髪直毛化剤（ａ）が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では
約８０：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～約２５：７５、第４の態様
では約５０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比
で存在する、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択され、前
記補助剤（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸水素塩、３－グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエチルエステル、Ｌ－アルギ
ニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混
合物から選択されるグアニジン部分を含む化合物であり、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤
の比が、第１の態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約
９：１、第３の態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲
である、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　前記少なくとも１種の美容上許容される賦形剤（ｃ）が、保存剤、酸化防止剤、キレー
ト剤、日焼け止め剤、ビタミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、
香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤
、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およ
びこれらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１９】
　前記希釈剤が、水、プロピレンカーボネート、アルコール、およびこれらの混合物から
選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項２０】
　前記組成物が、界面活性剤、乳化剤、皮膚軟化剤、湿潤剤、コンディション調整剤、増
粘剤、およびこれらの混合物から選択される化合物を含む、前記請求項のいずれかに記載
の組成物。
【請求項２１】
　前記組成物が、噴射剤を含む、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項２２】
　前記組成物が、液体、クリーム、ムース、ゲル、スプレー、ローション、またはポマー
ドの形態である、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項２３】
　毛髪をまっすぐにするための系であって、以下の少なくとも２種の別個の構成材料、す
なわち、
ｉ）前記請求項のいずれかに記載の毛髪直毛化化合物（ａ）から選択される少なくとも１
種の毛髪直毛化剤を含み、グアニジン部分を含む化合物（ｂ）を含有しない、第１の構成
材料、
ｉｉ）前記請求項のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物（ｂ）から選択される
少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤を含み、前記毛髪直毛化化合物（ａ）を含有しない、
第２の構成材料
を含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
、前記請求項のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、
前記第１の毛髪構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、混ぜ合わせるのに適
し、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１
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０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４
０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％
の範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１
．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～
約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である、系。
【請求項２４】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの混合
物から選択される、請求項２３に記載の系。
【請求項２５】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、請求項２３に記載の系。
【請求項２６】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、請求項２
５に記載の系。
【請求項２７】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミノ
－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピラ
ゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１
－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノベ
ンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾー
ル、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒド
ロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９
－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１
，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，
９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴ
Ｍｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４．
０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノ
ナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－
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エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項２３から２６
のいずれかに記載の系。
【請求項２８】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項２３から２６のいずれか
に記載の系。
【請求項２９】
　前記第１の構成材料（ａ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、請求項２３から２７のいずれかに記載の系
。
【請求項３０】
　前記第２の構成材料（ｂ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、請求項２３から２８のいずれかに記載の系
。
【請求項３１】
　前記第１の構成材料（ａ）と前記第２の構成材料（ｂ）とが、混ぜ合わせられると、熱
により活性化可能な毛髪直毛化組成物となる、請求項２３から３０のいずれかに記載の系
。
【請求項３２】
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、請求項３１に記
載の系。
【請求項３３】
　毛髪をまっすぐにするための熱により活性化可能な組成物を調製するためのキットであ
って、
ｉ）第１の容器に収容された毛髪直毛化構成材料（ａ）であって、前記構成材料は、前記
請求項のいずれかに記載の毛髪直毛化化合物から選択される少なくとも１種の毛髪直毛化
剤を含み、前記第１の構成材料（ａ）は、グアニジン部分を含む化合物を含まない、毛髪
直毛化構成材料（ａ）と、
ｉｉ）第２の容器に収容された毛髪直毛化補助剤構成要素（ｂ）であって、前記構成要素
は、前記請求項のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物から選択される少なくと
も１種の補助剤を含み、前記第２の構成材料（ｂ）は、前記毛髪直毛化剤を含まない、毛
髪直毛化補助剤構成要素（ｂ）
とを含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
、前記請求項のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、
前記第１の毛髪直毛化剤構成材料（ａ）および前記第２の補助剤構成材料（ｂ）は、混合
するのに適し、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態
様では約１０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約
１５～約４０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約
３０重量％の範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記毛髪直毛化補助剤の比は、第１
の態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３
の態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲であり、
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前記容器は、使用のためのキットの形態で一緒に包装される、キット。
【請求項３４】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの組合
せから選択される、請求項３３に記載のキット。
【請求項３５】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、請求項３４に記載のキット。
【請求項３６】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、請求項３
５に記載のキット。
【請求項３７】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミ
ノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピ
ラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－
１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノ
ベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾ
ール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒ
ドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，
９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、
１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９
，９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈ
ＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４
．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］
ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４
－エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項３３から３
６のいずれかに記載のキット。
【請求項３８】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
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ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項３３から３７のいずれか
に記載のキット。
【請求項３９】
　前記第１の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、請求項３３から３８のいずれかに記載のキット。
【請求項４０】
　前記第２の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、請求項３３から３９のいずれかに記載のキット。
【請求項４１】
　前記第１の組成物と前記第２の組成物とが、混合されると、熱により活性化可能な毛髪
直毛化組成物となる、請求項３３から４０のいずれかに記載のキット。
【請求項４２】
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、請求項４１に記
載のキット。
【請求項４３】
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記請求項のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意す
るステップと、
（ｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉ）コーティングされた毛髪線維を、ケラチン線維を改質するのに十分な時間にわた
り少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと
を含む方法。
【請求項４４】
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記請求項のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意す
るステップと、
（ｉｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉｉ）前記コーティングされた線維を、一態様では少なくとも１５～６０分間、別の
態様では少なくとも２０～４５分間、別の態様では少なくとも２５～３０分間静置するス
テップと、
（ｉｖ）前記コーティングされた毛髪線維を、根本から毛先へと櫛ですくステップと、
（ｖ）前記櫛がけされた毛髪線維を乾燥させるステップと、
（ｖｉ）前記コーティングされた毛髪線維を、前記ケラチン線維を改質するのに十分な時
間にわたり少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと、
（ｖｉｉ）前記熱処理された毛髪線維にマスク組成物を適用するステップと、
（ｖｉｉｉ）前記コンディション調整された毛髪線維をすすぎ洗浄するステップと、
（ｉｘ）必要に応じて、前記コンディション調整された毛髪線維をシャンプー洗浄および
すすぎ洗浄するステップと、
（ｘｉ）まっすぐになった毛髪を乾燥させるステップと
を含む方法。
【請求項４５】
　前記加熱装置が、一態様では約１８５～２５０℃、別の態様では約１９０～約２４０℃
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、さらなる態様では約２００～約２３０℃、またさらなる態様では約２０５～約２１５℃
の範囲の温度に加熱される、請求項４３または４４に記載の方法。
【請求項４６】
　前記加熱装置が、一態様では少なくとも５回の反復動作で、別の態様では少なくとも１
０回の反復動作で、さらに別の態様では少なくとも１２回の反復動作で、さらなる態様で
は少なくとも１５回の反復動作で、同じ毛髪線維に沿って根元から毛先へと引き寄せられ
る、請求項４４または４５に記載の方法。
【請求項４７】
　前記加熱装置が、一態様では約１ｃｍ／秒、別の態様では約２ｃｍ／秒、さらに別の態
様では約２．５ｃｍ／秒、さらなる態様では約３ｃｍ／秒、またさらなる態様では約３．
５ｃｍ／秒、追加の態様では約４ｃｍ／秒の滑動速度で毛髪線維に沿って引き寄せられる
、請求項４６に記載の方法。
【請求項４８】
　前記毛髪マスクのｐＨが、一態様では約２～約５、別の態様では約２．５～約４．５、
さらなる態様では約３～約４の範囲である、請求項４４または４５に記載の方法。
【請求項４９】
　前記加熱装置が平型アイロンである、請求項４３から４６に記載の方法。
【請求項５０】
　ホルムアルデヒドを含まない、毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための請求項１から
４２に記載の熱により活性化可能な組成物。
【請求項５１】
　前記熱により活性化可能な組成物が、ホルムアルデヒドを含まない、請求項４３から４
７に記載の方法。
【請求項５２】
　毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための、熱活性化型組成物であって、
（ａ）エチレンカーボネートと、
（ｂ）グアニジン、Ｌ－アルギニン、グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチ
ン、クレアチンエチルエステル、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、およびこれらの塩、ならびにこれらの混合物から選択される補助剤化合物と
を含み、前記組成物中のエチレンカーボネートの量は、（組成物の総重量に対して）約１
０～約３５重量％の範囲であり、前記組成物中のエチレンカーボネート対前記補助剤化合
物の重量比は、約２：１～約１０：１の範囲である、熱活性化型組成物。
【請求項５２】
　プロピレンカーボネートをさらに含み、エチレンカーボネート対プロピレンカーボネー
トの重量比が約８０：２０～約２０：８０の範囲である、請求項５２に記載の熱活性化型
組成物。
【請求項５３】
　前記補助剤化合物の塩が、塩酸塩、硝酸塩、リン酸塩、硫酸塩、ヘミ硫酸塩、スルファ
ミン酸塩、酢酸塩、炭酸塩、炭酸水素塩、一水和物塩、およびこれらの混合物から選択さ
れる、前記請求項のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項５４】
　前記補助剤化合物が、Ｌ－アルギニン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチンエチルエステル塩酸塩、１，５，７－トリ
アザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混合物から選択される、前
記請求項のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項５５】
　（ｃ）美容上許容される賦形剤をさらに含む、前記請求項のいずれかに記載の熱活性化
型組成物。
【請求項５６】
　前記美容上許容される賦形剤が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、タンパク質、湿潤
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剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴
射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、およびこれらの混合物から
選択される、請求項５５に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５７】
　前記コンディション調整剤が、シリコーン、カチオン性化合物、カチオン性ポリマー、
炭化水素油、天然油、天然ろう、合成ろう、およびこれらの混合物から選択される、請求
項５６に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５８】
　前記コンディション調整剤が、ポリクアテルニウム４、ポリクアテルニウム６、ポリク
アテルニウム１０、ポリクアテルニウム１１、ポリクアテルニウム１６、ポリクアテルニ
ウム２４、ポリクアテルニウム２８、ポリクアテルニウム２９、ポリクアテルニウム３２
、ポリクアテルニウム３３、ポリクアテルニウム３５、ポリクアテルニウム３７、ポリク
アテルニウム４４、ポリクアテルニウム４６、ポリクアテルニウム４７、ポリクアテルニ
ウム５２、ポリクアテルニウム５３、ポリクアテルニウム５５、ポリクアテルニウム５９
、ポリクアテルニウム６１、ポリクアテルニウム６４、ポリクアテルニウム６５、ポリク
アテルニウム６７、ポリクアテルニウム６９、ポリクアテルニウム７０、ポリクアテルニ
ウム７１、ポリクアテルニウム７２、ポリクアテルニウム７３、ポリクアテルニウム７４
、ポリクアテルニウム７６、ポリクアテルニウム７７、ポリクアテルニウム７８、ポリク
アテルニウム７９、ポリクアテルニウム８０、ポリクアテルニウム８１、ポリクアテルニ
ウム８２、ポリクアテルニウム８４、ポリクアテルニウム８５、ポリクアテルニウム８７
、およびＰＥＧ－２－ココモニウムクロリド、デンプンヒドロキシプロピルトリモニウム
クロリド、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシプロピルグアー
ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニ
ウムクロリド、およびこれらの混合物から選択されるカチオン性ポリマーである、請求項
５６に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５９】
　前記組成物が、溶液、クリーム、ムース、スプレー、ゲル、ローション、またはポマー
ドの形態である、請求項５２から５８のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項６０】
　前記組成物がホルムアルデヒドを含まない、請求項５２から５９のいずれかに記載の熱
活性化型組成物。
【請求項６１】
　商業的に入手可能な毛髪直毛化または弛緩化組成物の効力を増強する方法であって、請
求項１から２２のいずれかに記載の毛髪直毛化構成材料を含む組成物をそれに加えるステ
ップを含む方法。
【請求項６２】
　前記商業的に入手可能な毛髪直毛化組成物が、ホルムアルデヒド、グリオキシロイル、
カルボシステイン、グリオキシル、マロンジアルデヒド、スクシンジアルデヒド、グルタ
ルアルデヒド；グリオキシル酸、没食子酸、酒石酸、リンゴ酸、マレイン酸、イタコン酸
、シュウ酸、マロン酸、メソキサル酸、フマル酸、コハク酸、イミノ二酢酸、ガラクタル
酸、アジピン酸、グルタル酸、クエン酸、イソクエン酸、１，２，３，４－ブタンテトラ
カルボン酸から選択されるカルボン酸およびその塩；尿素、ジメチロールエチレン尿素、
ジメチロールジヒドロキシエチレン尿素、アルキル化ジメチロールジヒドロキシエチレン
尿素から選択される尿素誘導体、ならびにこれらの組合せを含む、請求項６１に記載の方
法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　典型的な実施形態は、熱の適用によって毛髪をまっすぐにする方法、および熱によって
活性化しうる組成物に関する。組成物は、ａ）環状アルキレンカーボネートなどの５～８
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員環に、窒素および酸素から選択される２個のヘテロ原子を含む少なくとも１種のヘテロ
環化合物と、ｂ）少なくとも１種の、グアニジン部分を含む毛髪直毛化補助剤化合物とを
含む。
【背景技術】
【０００２】
　数回の洗髪を経ても毛髪を改質された状態で維持することのできる、毛髪の半永久的お
よび永久的な直毛化には、様々な方法が利用可能である。永久的な施術方法の多くでは、
施術を行う者および受ける者に有害となる場合があり、または不快な臭気を発する、刺激
の強い化学薬品が使用される。こうした方法のいくつかは、ケラチンの中に存在するシス
チンジスルフィド共有結合を切断することに基づく。ある方法では、ジスルフィド結合を
まず還元剤で壊す。次いで、毛髪を引っ張られた状態にしながら、過酸化水素などの固定
剤を適用して、異なる取り合わせでジスルフィド結合を復元する。過酸化物は、毛髪およ
び頭皮に損傷を与えかねない。他の方法では、最初のステップで水酸化物イオン、次のス
テップでチオール基を使用する２段階の過程で、ジスルフィド結合（－ＣＨ２－Ｓ－Ｓ－
ＣＨ２－）をランチオニン結合（－ＣＨ２－Ｓ－ＣＨ２－）と差し替える、水酸化物塩基
が使用される。水酸化物はかなりの高濃度で使用され、頭皮の焼けるような感じと眼や鼻
に刺激または損傷を引き起こす可能性がある。チオールは、毛髪に不快な匂いを残し、毛
髪線維の分解をもたらすこともある。
【０００３】
　半永久的な方法では、毛髪が加熱されている間に架橋剤を使用して結合を形成する。た
とえば、ホルムアルデヒドは、多くの市販の直毛化用製品に、組成物の成分として、また
は毛髪が加熱されると生成する反応生成物として使用される。しかし、ホルムアルデヒド
は、皮膚、眼、および肺にアレルギー反応を引き起こすことがあり、眼に重篤な損傷を与
えることもあり、また他の健康上のリスクもある。毛髪直毛化組成物へのホルムアルデヒ
ドの使用は、一部の国々では抑制または禁止されているが、その有効性のために、依然と
して使用が一般に普及している。尿素などの変性剤を含む弛緩化組成物も提案されている
。しかし、尿素は、水酸化物を主体とする組成物ほど苛性でないが、熱による毛髪直毛化
に使用される高温で、アンモニアおよび有毒なイソシアン酸に分解しうる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　開示する技術の典型的な実施形態の一態様によれば、当技術は、毛髪をまっすぐにする
ための熱活性化型組成物であって、（ａ）少なくとも１種の毛髪直毛化剤と、（ｂ）少な
くとも１種の毛髪直毛化補助剤と、必要に応じて、（ｃ）少なくとも１種の美容上許容さ
れる賦形剤とを含む、組成物に関する。
【０００５】
　開示する技術の典型的な実施形態の一態様によれば、当技術は、ケラチン線維をまっす
ぐにする方法であって、ｉ）（ａ）５～８員環中に２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ
原子の少なくとも一方が酸素であり、他方が窒素および酸素から選択される、少なくとも
１種のヘテロ環化合物と、（ｂ）少なくとも１種の、グアニジン部分を含む化合物を含む
毛髪直毛化補助剤化合物と、必要に応じて、（ｃ）少なくとも１種の美容上許容される賦
形剤とを含む、毛髪をまっすぐにするための熱活性化型組成物を含む組成物で、ケラチン
線維をコーティングするステップと、ｉｉ）コーティングされたケラチン線維を、ケラチ
ン線維を改質するのに十分な時間にわたり温度が少なくとも１８５℃の加熱装置と接触さ
せるステップとを含む、方法に関する。
【０００６】
　５～８員環中に２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも一方が酸素であ
り、他方が窒素および酸素から選択される、少なくとも１種の前述のヘテロ環化合物を、
少なくとも１種のグアニジン部分を含む補助剤化合物と組み合わせると、前記ヘテロ環化
合物だけを含有する毛髪直毛化配合物に比べて、持続時間がより長い、毛髪直毛化剤使用
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処理ステップまでの接触時間の短縮、および何回ものシャンプー洗浄サイクルを経ても威
力を保ちうる能力という点で相乗的な効力を有する毛髪直毛化配合物が得られることが発
見された。
【０００７】
　少なくとも１種の毛髪直毛化剤（ａ）は、次のような一般式（Ｉ）によって表される化
合物である。
【化１】

式中、
Ａは、ＮＨおよびＯから選択され、
ＲおよびＲ’は、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨから独立に選択され、
ＸおよびＹは、Ｈおよびアルキルから独立に選択され、
ｎ＝０、または１、または２、または３である。
【０００８】
　一実施形態では、少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤（ｂ）は、ラジカル：
【化２】

によって表されるグアニジン部分を含む化合物から選択される、グアニジン誘導体ならび
に／またはその有機塩および無機塩である。
【０００９】
　上記部分中の片方が空いた結合線は、グアニジン部分中の各窒素原子の原子価が満たさ
れるような、別の原子、官能基、および／またはラジカルへの連結を表す。グアニジン部
分は、直鎖または環状のグアニジン部分を含む化合物（グアニジン誘導体）中に存在する
場合がある。一実施形態では、グアニジン部分を含む化合物は、次のような式（ＩＩ）に
よって表すことができる。
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【化３】

式中、
Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子、直鎖または分岐状Ｃ１～Ｃ

４アルキル、直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニルを表し、前記直鎖または分岐状Ｃ１

～Ｃ４アルキルおよび前記直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニルは、ヒドロキシル、ア
ミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、お
よびＳＯ３Ｈから選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されてい
てもよく、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５のいずれか２つは、これらが結合してい
る窒素原子と一緒に、２～４個の炭素原子を含み、Ｃ（Ｏ）、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択
される１個または２個の（環）ヘテロ原子を必要に応じて含む、単環式または二環式の４
～９員環を形成しており、前記炭素原子は、ヒドロキシルおよびアミノから選択される１
つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されており、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、および
Ｒ４が水素原子を表すとき、Ｒ５は、アセチル、クロロアセチル、カルボキサミド、Ｎ－
メチルカルボキサミド、メトキシ、エトキシ、１，２，４－トリアゾリル、シクロペンチ
ル、シクロヘキシル、メトキシカルボニル、エトキシカルボニル、Ｃ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ
（Ｏ）ＯＨ、フェニル、塩素もしくはヒドロキシルで置換されているフェニル、ベンジル
、チアゾリドニル、ベンゾイミダゾリル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、また
は
Ｃ（＝ＮＨ）－ＮＲ６Ｒ７［式中、Ｒ６およびＲ７は、独立に、水素原子、または、ヒド
ロキシル、アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、およびカルボキサミドから選択され
る１つもしくは２つの置換基によって必要に応じて置換されている直鎖もしくは分岐状Ｃ

１～Ｃ４アルキルラジカルを表す］から選択されるラジカルを表してもよい。
【００１０】
　上で定義した熱活性化型毛髪直毛化剤（ａ）および補助剤（ｂ）は、１種または複数の
美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含んでもよい。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　開示する技術に従う典型的な実施形態について記載する。本明細書に記載する典型的な
実施形態の様々な変更形態、改変形態、または変形形態が、当業者に明白になる場合もあ
り、そのようなものとして開示される。開示する技術の教示に依拠しており、そうした教
示による当技術分野の進歩の一助である、そのようなすべての変更形態、改変形態、また
は変形形態が、ここに開示する技術の範囲および意図の内にあるとみなされることが理解
されよう。
【００１２】
　開示する技術の組成物、系、および方法は、本明細書に記載の構成材料、要素、ステッ
プ、および工程の描写について、適宜、これらを含む、これらからなる、またはこれらか
ら本質的になる場合がある。本明細書で説明的に開示する技術は、本明細書で具体的に開
示されていないいずれの要素がなくても適宜実施することが可能である。
【００１３】
　別段記載しない限り、本明細書で示すパーセンテージ、部、および比率はすべて、開示
する技術の全組成の重量ベースである。
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【００１４】
　開示する熱活性化型毛髪直毛化組成物を構成する種々の成分について部分的にかち合う
重量範囲が、開示する技術の種々の実施形態について示されるが、組成物中の各構成材料
の詳細な量が、その開示する範囲から選択される結果、各構成材料の所望の量が、組成物
中の全構成材料の合計が総計１００重量％になるように調製されることは容易に理解され
るものと予想される。
【００１５】
　「熱活性化型」または「熱活性化可能」とは、組成物中での毛髪直毛化剤および補助剤
の作用方式を限定するとみなすものではないが、毛髪直毛化組成物が、毛髪を直毛化する
過程でのように、熱によって活性化しうるまたは活性化可能であることを意味する。
【００１６】
　「美容上許容される賦形剤」とは、開示する技術の熱活性化型毛髪直毛化剤および補助
剤と混合されると、より適切に毛髪に適用され、かつ／または毛髪および／もしくは頭皮
に他の望ましい効果を与える組成物をもたらす、構成材料（ａ）および（ｂ）の希釈剤、
担体媒体、および／または添加剤として使用される、非毒性の刺激性でない物質である。
【００１７】
　用語「まっすぐな」、または「まっすぐにすること（直毛化）」、または「まっすぐに
（直毛化）する」、または「緩めること（弛緩化）」、または「緩める（弛緩化する）」
、およびこれらの文法上の変形語は、毛髪から縮れを除去する、または毛髪の縮れの程度
を軽減することを意味する。こうした用語は、毛髪の形状または毛髪の縮れの程度を変化
させて、毛髪をよりまっすぐにすることも意味する。
【００１８】
　本明細書に示される見出しは、開示する技術を説明するためのものであり、開示する技
術を一切限定しないものである。
【００１９】
　開示する技術の典型的な実施形態は、熱活性化型半永久的毛髪直毛化または毛髪弛緩化
組成物、およびその使用方法に関する。典型的な組成物は、（ａ）５～８員環中に２個の
ヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも一方が酸素であり、他方が窒素および酸
素から選択される、少なくとも１種のヘテロ環化合物と、（ｂ）少なくとも１種の、グア
ニジン部分を含む毛髪直毛化補助剤化合物と、必要に応じて、（ｃ）美容上許容される賦
形剤とを含む。
【００２０】
　典型的な一実施形態では、毛髪直毛化剤（ａ）は、第１の態様では（組成物の総重量に
対して）約１０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では
約１５～約４０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～
約３０重量％の範囲の量で存在する。
【００２１】
　典型的な一実施形態では、毛髪直毛化剤対毛髪直毛化補助剤の比は、第１の態様では重
量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約
５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である。典型的な一実施形
態では、毛髪直毛化剤対毛髪直毛化補助剤の比は、約２：１、または約３：１、または約
４：１、または約５：１、または約６：１、または約７：１、または約８：１、または約
９：１、または約１０：１である。
【００２２】
　典型的な一実施形態では、開示する技術は、毛髪をまっすぐにするまたは緩める系に関
する。系は、ｉ）５～８員環中に２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも
一方が酸素であり、他方が窒素および酸素から選択される、少なくとも１種のヘテロ環化
合物を含む、第１の毛髪直毛化構成材料（ａ）、ｉｉ）グアニジン部分を含む化合物から
選択される少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤を含む、第２の構成材料（ｂ）、およびｉ
ｉｉ）美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有する、互いに独立した前記第１
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の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）を含めて、少なくとも２種の別個の構
成材料を含み、前記第１の構成材料（ａ）は、（ｂ）が含有する前記毛髪直毛化補助剤を
含まず、前記第２の構成材料（ｂ）は、（ａ）が含有する前記毛髪直毛化剤を含まず、前
記構成材料（ａ）と前記構成材料（ｂ）は、混ぜ合わせて、熱により活性化可能な毛髪直
毛化組成物を生成するのに適する。
【００２３】
　開示する系の典型的な一実施形態では（構成材料（ａ）と（ｂ）を混ぜ合わせた後）、
前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０～約７０重量％
、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０重量％、第４の
態様では約２０～約３５重量％、および約２２～約３０重量％の範囲の量で存在する。
【００２４】
　開示する系の典型的な一実施形態では（構成材料（ａ）と（ｂ）を混ぜ合わせた後）、
（ａ）の前記毛髪直毛化剤対（ｂ）の前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１．５
：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～約８
：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である。典型的な一実施形態では、毛髪
直毛化剤対毛髪直毛化補助剤の比は、約２：１、または約３：１、または約４：１、また
は約５：１、または約６：１、または約７：１、または約８：１、または約９：１、また
は約１０：１である。
【００２５】
　典型的な一実施形態では、開示する技術は、毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための
、熱により活性化可能な組成物の調製用キットに関する。キットは、ｉ）５～８員環中に
２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも一方が酸素であり、他方が窒素お
よび酸素から選択される、少なくとも１種のヘテロ環化合物を含む、第１の容器に収容さ
れた、毛髪直毛化構成材料（ａ）、ｉｉ）グアニジン部分を含む化合物から選択される少
なくとも１種の毛髪直毛化補助剤を含む、第２の容器に収容された、毛髪直毛化補助剤構
成材料（ｂ）、およびｉｉｉ）美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有する、
互いに独立した前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）を含めて、少
なくとも２種の別個の構成材料を含み、前記第１の構成材料（ａ）は、（ｂ）が含有する
前記毛髪直毛化補助剤を含まず、前記第２の構成材料（ｂ）は、（ａ）が含有する前記毛
髪直毛化剤を含まず、前記構成材料（ａ）と前記構成材料（ｂ）は、混ぜ合わせて、熱に
より活性化可能な毛髪直毛化組成物を生成するのに適する。
【００２６】
　開示するキットの典型的な一実施形態では（構成材料（ａ）と（ｂ）を混ぜ合わせた後
）、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０～約７０重
量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０重量％、第
４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％の範囲の量で
存在する。
【００２７】
　開示するキットの典型的な一実施形態では（構成材料（ａ）と（ｂ）を混ぜ合わせた後
）、（ａ）の前記毛髪直毛化剤対（ｂ）の前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１
．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～
約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である。典型的な一実施形態では、
毛髪直毛化剤対毛髪直毛化補助剤の比は、約２：１、または約３：１、または約４：１、
または約５：１、または約６：１、または約７：１、または約８：１、または約９：１、
または約１０：１である。
【００２８】
　個々の構成材料（ａ）および（ｂ）、または構成材料（ａ）および（ｂ）を含む混合さ
れた組成物は、液体、クリーム、ムース、ゲル、スプレー、ローション、ポマードなどの
形態でよい。
【００２９】
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　一実施形態では、構成材料（ａ）および（ｂ）を含む組成物は、クリーム基剤中に配合
される。クリーム基剤には、クリームが、ダマになる、流れる、または垂れ落ちることな
く制御可能な量で毛髪に容易に適用されるのを可能にするレベルの粘度を有するクリーム
となるような量で、成分が配合される。クリームは、処理時間の間、毛髪をまっすぐにさ
れた配置に保つのに十分な濃厚さにすべきであるが、クリームを毛髪に過度に広げにくく
するような濃厚さにすべきではなく、また毛髪から頭皮へと垂れ落ちるような希薄さにす
べきでない。こうしたクリームは、たとえば、ステアリン酸グリセリル、グリコールステ
アレート、自己乳化型ろう、脂肪アルコール、鉱油、およびワセリンを主体とした、エマ
ルションの形態で製造することができる。クリーム基剤に配合する方法および成分は、当
技術分野で周知であり、熟練した配合者によって容易に調製される。
【００３０】
　別の実施形態では、開示する技術は、人毛などのケラチン線維をまっすぐにするまたは
緩める方法に関する。方法は、ケラチン線維を、開示する技術による典型的な組成物と接
触させて、線維をコーティングするステップと、線維を加熱した際にまっすぐにするのに
十分な接触時間の間、ケラチン線維を組成物と接触した状態に保つステップと、必要に応
じて、コーティングされた線維を乾燥させて、存在しうる水分を除去するステップとを含
む。一実施形態では、組成物をケラチン線維に適用した後、かつコーティングされた線維
に熱を適用する前に、活性毛髪直毛化剤の線維皮質への浸透を可能にする十分な接触時間
の間、組成物を定位置に留まらせる。接触時間は、一態様では約５～約６０分、別の態様
では約１０～５０分、さらに別の態様では約１５～約４５分、さらなる態様では約２０～
約３０分の範囲でよい。接触期間が終わりを迎えた後、かつ熱を適用する前に、必要に応
じて、コーティングされた線維を、根元から毛先へと櫛ですいて、線維から余分なコーテ
ィング剤（毛髪直毛化組成物）を除去する。任意選択の櫛がけステップの後、かつ加熱ス
テップの前に、ケラチン線維を、根元から毛先へと線維にブラシをかけながら線維をドラ
イヤー乾燥することによる、任意選択の撫でつけステップに供してもよい。撫でつけがな
されたケラチン線維は、ケラチン線維をまっすぐにするまたは緩めるのに十分な時間の間
、たとえば、線維中の含水量に応じてある程度まで様々となりうるガラス転移温度に到達
するまで、温度が一態様では１８５～２５０℃、別の態様では約１９０～約２４０℃、さ
らなる態様では約２００～約２３０℃、またさらなる態様では約２０５～約２１５℃であ
る、平型アイロンなどの加熱装置の表面と接触させる。
【００３１】
　一実施形態では、加熱装置は、少なくとも数回の反復動作で、毛髪線維に沿って、根元
から毛先へと引き寄せられる。加熱装置は、一態様では少なくとも５回の反復動作で、別
の態様では少なくとも１０回の反復動作で、さらに別の態様では少なくとも１２回の反復
動作で、さらなる態様では少なくとも１５回の反復動作で、またさらなる態様では少なく
とも２５回の反復動作で、施術する毛髪に沿って引き寄せられる。
【００３２】
　一実施形態では、加熱装置は、一態様では約１ｃｍ／秒、別の態様では約２ｃｍ／秒、
さらに別の態様では約２．５ｃｍ／秒、さらなる態様では約３ｃｍ／秒、またさらなる態
様では約３．５ｃｍ／秒、追加の態様では約４ｃｍ／秒の滑動速度で、毛髪線維に沿って
引き寄せられる。滑動速度とは、根元の端から毛先までの長さにわたり加熱装置が引き寄
せられる速度またはスピードであると定義される。
【００３３】
　毛髪直毛化組成物のｐＨがアルカリ性領域にある実施形態では、熱による直毛化または
弛緩化ステップの後に、必要に応じて、中和およびコンディション調整マスクをケラチン
線維に適用してから、線維を温水で十分にすすいでもよい。すすいだ後、線維をタオル乾
燥し、次いで、ドライヤーおよびブラシを用いて撫でつけて、直毛化または弛緩化された
所望の最終形状を実現する。直毛化または弛緩化の結果、一般に、縮れた線維の固定具を
支持体から吊り下げたときに測定されるケラチン線維の平均長は、少なくとも５％または
少なくとも１０％増し、これは、（毛髪のシャンプー洗浄および乾燥を伴う）数回の洗髪
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、または少なくとも２４回、または少なくとも３０回、または少なくとも３６回、または
少なくとも５０回の洗髪を経ても維持することができる。典型的な過程は、直毛化された
線維が、時を経てその元の縮れた状態に戻り始めるという点で、半永久的である。本方法
は、非常にまっすぐな毛髪にするのに使用してもよいが、半永久的なウェーブを生み出す
過程において、毛髪を元の縮れた状態から緩めるのに使用してもよい。
【００３４】
　一実施形態では、開示する技術の組成物で毛髪に施術する前に、毛髪を、クレンジング
シャンプーでの任意選択のシャンプー洗浄ステップに供してもよい。あらゆる商業的に入
手可能な適切なクレンジングシャンプーで十分であると予想される。
【００３５】
　一実施形態では、開示する技術の組成物で毛髪に施術する前に、約７．０～約９．５の
ｐＨ範囲で配合されているアルカリ性クレンジングシャンプーで毛髪をシャンプー洗浄し
てもよい。理論に拘束されたくはないが、アルカリ性のｐＨによって毛幹のキューティク
ルが開いて、その後適用される毛髪直毛化活性成分のケラチン線維皮質へのより容易な浸
透が可能になると考えられる。
熱活性化型毛髪直毛化剤
【００３６】
　半永久的毛髪直毛化組成物および開示する技術の方法において使用される熱活性化型毛
髪直毛化剤は、５～８員環中に２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも一
方が酸素であり、他方が窒素および酸素から選択される、式（Ｉ）によって表される、少
なくとも１種のヘテロ環化合物から選択される。
【化４】

式中、
Ａは、ＮＨ（窒素）およびＯ（酸素）から選択され、
ＲおよびＲ’は、Ｈ、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨから独立に選択され、
ＸおよびＹは、Ｈおよびアルキル、たとえば、ＣＨ３などのＣ１～Ｃ６またはＣ１～Ｃ３

アルキル基から独立に選択され、
ｎ＝０、または１、または２、または３である。
【００３７】
　一実施形態では、Ａ＝Ｏである。したがって、構造は、アルキレンカーボネートとなる
。
【００３８】
　一実施形態では、ＲおよびＲ’の少なくとも一方がＨである。別の実施形態では、Ｒお
よびＲ’が両方ともＨである。
【００３９】
　一実施形態では、ｎ＝０、すなわち、構造は、一般式（ＩＡ）の５員環となる。
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【化５】

式中、Ａ、Ｒ、およびＲ’は、上で規定したとおりである。
【００４０】
　一例として、アルキレンカーボネートは、一般式（ＩＢ）のものでもよい。
【化６】

式中、Ｒは、上で規定したとおりである。
【００４１】
　５員アルキレンカーボネート（１，３－ジオキソラン－２－オン）、たとえば、エチレ
ンカーボネート（「ＥＣ」、ＲおよびＲ’がＨである）、プロピレンカーボネート（「Ｐ
Ｃ」、ＲがＣＨ３であり、Ｒ’がＨである）、ブチレンカーボネート（「ＢＣ」、ＲがＣ
Ｈ２ＣＨ３であり、Ｒ’がＨである、またはＲがＣＨ３であり、Ｒ’がＣＨ３である）、
およびグリセロールカーボネート（「ＧＣ」、ＲがＣＨ２ＯＨであり、Ｒ’がＨである）
は、本明細書において有用な典型的な熱活性化型薬剤である。
【００４２】
　一実施形態では、ｎ＝１であるとき、ＸおよびＹの少なくとも一方または両方がＨとな
る。
【００４３】
　本明細書において有用な６員アルキレンカーボネート（１，３－ジオキサン－２－オン
）としては、トリメチレンカーボネート（ＸおよびＹ＝Ｈ、Ｒであり、Ｒ’＝Ｈである）
が挙げられる。ＡがＮである典型的な熱活性化型薬剤としては、２－オキサゾリジノン（
ＲおよびＲ’がＨであり、ｎが０である）およびその誘導体が挙げられる。
【００４４】
　式（Ｉ）に従う典型的な熱活性化型薬剤は、オリゴマー化合物またはポリマー（≧１０
００ｇ／ｍｏｌ）というより、小分子（ＭＷ≦８００ｇ／ｍｏｌ、または≦６００ｇ／ｍ
ｏｌ、たとえば≦２００ｇ／ｍｏｌ）である。こうした薬剤は、水と相性がよく、安定し
ており、ケラチン性材料に浸透し、それと反応する能力があり、また≦２１０℃の平型ま
たは丸型のアイロンによって活性化することができる。
【００４５】
　一実施形態では、アルキレンカーボネートなどの、式（Ｉ）によって表される化合物は
、一般に、毒性が低く、加熱段階の間に有毒な副生物を生成しないので、典型的な適用分
野に適している。こうした化合物は、室温（２５℃）での水への溶解性も高く、エチレン
カーボネートは、高度に可溶性であり（５０重量％を上回る水中濃度が容易に実現可能で
ある）、プロピレンカーボネートは、より少ない量（約２０重量％まで）で可溶性である
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。
【００４６】
　一実施形態では、式（Ｉ）に従う熱活性化型薬剤は、直毛化組成物中に、少なくとも１
０重量％、または少なくとも１２重量％、または少なくとも１５重量％、または少なくと
も１８重量％、または少なくとも２０重量％、または少なくとも２２重量％、または少な
くとも２５重量％、または少なくとも２７重量％、または少なくとも３０重量％の濃度で
存在し、一部の実施形態では、熱活性化型薬剤は、直毛化組成物中に、一態様では約１２
重量％～約７０重量％、別の態様では約１２重量％～約５０重量％、さらに別の態様では
約１５重量％～約４０重量％、さらなる態様では２０重量％～約３５重量％、またさらな
る態様では約２２～約３０重量％の範囲の濃度で存在する（すべて、直毛化組成物の総重
量ベース）。
【００４７】
　一実施形態では、熱活性化型毛髪直毛化剤は、エチレンカーボネート（１，３－ジオキ
ソラン－２－オン）、プロピレンカーボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレ
ンカーボネート、２－オキサゾリジノン、およびこれらの組合せから選択される。一実施
形態では、このような熱活性化型薬剤は、組成物中に、１０～４０重量％、または少なく
とも１２重量％、または少なくとも１５重量％、または少なくとも１８重量％、または少
なくとも２０重量％、または少なくとも２２重量％、または少なくとも２５重量％、また
は少なくとも２７重量％、または少なくとも３０重量％、または少なくとも３５重量％の
合計濃度で適切に存在してよい（すべて、毛髪直毛化組成物の総重量ベース）。
【００４８】
　一実施形態では、熱活性化型薬剤は、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の
態様では約９０：１０～約１０：９０、第３の態様では約８０：２０～約２０：８０、第
４の態様では約７５：２５～約２５：７５、第５の態様では約５０：５０の重量比の、エ
チレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物を含む。周囲温度（たとえば、２
０～２５℃）において、エチレンカーボネートは、固体状態で存在し、プロピレンカーボ
ネートは、液体状態で存在する。このような実施形態では、エチレンカーボネートが、プ
ロピレンカーボネートへの溶解性に優れていることを踏まえると、プロピレンカーボネー
トによって、組成物中に使用される他の溶媒／希釈剤の一部または全部を差し替えること
ができる。
【００４９】
　本明細書における使用に適するアルキレンカーボネートは、Ｈｕｎｔｓｍａｎ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎからＪＥＦＦＳＯＬ（登録商標）アルキレンカーボネートの商品名で入
手可能である。ＪＥＦＦＳＯＬエチレンカーボネートは、室温で固体である。ＪＥＦＦＳ
ＯＬ　ＥＣ－７５、ＥＣ－５０、およびＥＣ－２５は、それぞれ、７５／２５、５０／５
０、および２５／７５の重量比の、ＪＥＦＦＳＯＬエチレンカーボネートとプロピレンカ
ーボネートのブレンド品である。これらのブレンド品は、室温で液体である。販売されて
いる、こうした製品は、純度が少なくとも９９．８％であるとされている。より高純度の
型も、入手可能である。
【００５０】
　米国特許第２，８７３，２８２号は、アルキレンオキシドまたはその化合物を二酸化炭
素と反応させることによる、アルキレンカーボネートの生成方法を記載している。米国特
許第２，７７３，０７０号も、同様の方法を記載している。通常、臭化テトラエチルアン
モニウムなどのハロゲン化アルキルアンモニウム触媒が用いられる。グリセロール（グリ
セリン）カーボネート（ＧＣ）は、商業的に入手可能であり、グリセリンをホスゲン、ジ
アルキルカーボネート、アルキレンカーボネートなどのカーボネート源と反応させる、グ
リセリンを尿素、二酸化炭素、および酸素と反応させる、または二酸化炭素をグリシドー
ルと反応させることにより合成できる。
熱活性化型毛髪直毛化補助剤
【００５１】
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　半永久的毛髪直毛化組成物および開示する技術の方法において使用される熱活性化型毛
髪直毛化補助剤は、グアニジン部分を含む少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤化合物から
選択される。一実施形態では、グアニジン部分を含む少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤
は、次のような一般式（ＩＩ）によって表される化合物である。
【化７】

【００５２】
　一態様では、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子、直鎖または
分岐状Ｃ１～Ｃ８アルキル、直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、フェニル、ベンジ
ルを表し、前記直鎖または分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキル（たとえば、メチル、エチル、プロ
ピル、ブチル）、前記直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、前記フェニル、および前
記ベンジル基は、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨード、およびこれらの
組合せ）、アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、ヒドロキシル、メチル、メトキシ、
メトキシカルボニル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、および－ＳＯ３Ｈか
ら選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されていてもよく、Ｒ１

、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５のいずれか２つは、これらが結合している窒素原子と一
緒に、２～４個の炭素原子を含み、Ｃ（Ｏ）、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択される１個また
は２個の（環）ヘテロ原子を必要に応じて含む、単環式または二環式の４～９員環を形成
しており、前記炭素原子は、ヒドロキシルおよびアミノから選択される１つまたは２つの
置換基によって必要に応じて置換されている。
【００５３】
　前記式（ＩＩ）の一態様では、Ｒ１は、水素原子、－Ｃ（ＣＨ３）３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ
（ＣＨ３）３、またはラジカル：

【化８】

［式中、ナフタレン部分中の片方が空いた結合線は、式（ＩＩ）の窒素原子への共有結合
連結を表す］を表し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子；アミノ、ニ
トロ、シアノ、アセチル、クロロアセチル、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチル
カルボキサミド、メトキシ、エトキシ、１，２，４－トリアゾリル、シクロペンチル、シ
クロヘキシル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２（ＣＯ）ＯＣＨ３、－ＣＨ

２Ｃ（Ｏ）ＯＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、チアゾリドニル、ベンゾイミ
ダゾリル、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、－Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２、－Ｃ（＝Ｎ
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Ｈ）－ＮＲ６Ｒ７［式中、Ｒ６およびＲ７は、独立に、水素原子、またはヒドロキシル、
アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、およびカルボキサミドから選択される１つもし
くは２つの置換基によって必要に応じて置換されている直鎖もしくは分岐状Ｃ１～Ｃ４ア
ルキルラジカルを表す］、
【化９】

［式中、Ｒ８およびＲ９は、独立に、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨー
ド、およびこれらの組合せ）、メチル、メトキシ、トリフルオロメチル、およびトリフル
オロメトキシを表す］から選択されるラジカルを表す。
【００５４】
　前記式（ＩＩ）の一態様では、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３は、水素原子を表し、Ｒ４およ
びＲ５は、これらが結合している窒素原子と一緒に、ピロリジン、ピペリジン、ピラゾー
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ゾール、または１，２，４－トリアゾール環を表し、前記環は、ヒドロキシル、アミノ、
およびカルボキシル基から選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換
されていてもよい。
【００５５】
　前記式（ＩＩ）の一態様では、Ｒ１およびＲ２は、水素原子を表し、Ｒ５は、水素原子
またはメチルを表し、Ｒ３およびＲ４は、一緒になって、－ＣＨ２－ＣＨ２－および－Ｃ
Ｈ２－Ｏ－から選択される二価ラジカルを表してもよく、これらが結合している窒素原子
と一緒になったとき、５員環を表す。
【００５６】
　前記式（ＩＩ）の一態様では、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３、Ｒ４は、これらが結合してい
る窒素原子と一緒になって、式（ＩＩＡ）によって表される二環式縮合環構造を形成して
いてもよい。
【化１０】

式中、Ｒ５は、上で規定したとおりであり、Ｒ１０およびＲ１１は、必要に応じて存在し
、存在するとき、Ｒ１０およびＲ１１の１つまたは２つは、同じまたは異なる環炭素原子
に結合していてもよく、独立に、Ｃ１～Ｃ５アルキル（たとえば、メチル、エチル、プロ
ピル、イソプロピル、ブチル、イソブチル、ペンチル、ネオペンチル）、ヒドロキシル、
アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、
およびＳＯ３Ｈを表し、ｎおよびｎ１は、独立に、０、１、または２を表す。
【００５７】
　一態様では、二環式縮合環は、式（ＩＩＢ）～（ＩＩＦ）によって表すことができる。
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【化１１】

式中、Ｒ５、Ｒ１０、およびＲ１１は、前もって規定したとおりである。
【００５８】
　一態様では、式（ＩＩ）～式（ＩＩＦ）によって表される化合物の塩を利用することが
できる。適切な塩としては、限定はしないが、グアニジン部分を含む化合物の塩酸塩、硝
酸塩、リン酸塩、硫酸塩、ヘミ硫酸塩、スルファミン酸塩、酢酸塩、炭酸塩、炭酸水素塩
、および一水和物塩が挙げられる。
【００５９】
　一態様において、一実施形態では、毛髪直毛化補助剤は、グアニジン、グアニジン塩酸
塩、グアニジン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、
グアニジン硝酸塩、グアニジンリン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジ
ン、アミノグアニジン塩酸塩、アミノグアニジン硝酸塩、アミノグアニジン硫酸塩、アミ
ノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸塩、シアノグアニジン、ニト
ログアニジン、１－メチル－３－ニトログアニジン、１－アセチルグアニジン、クロロア
セチルグアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸グアニル尿素（guanidine　acetic　acid　gua
nylurea）、グアニル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭
酸水素塩、１，３－ジフェニルグアニジン、１，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン、メチル
４－グアニジノ－２－メトキシベンゾエート塩酸塩、１－メチルグアニジン塩酸塩、１，
１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン硫酸塩、１－エチルグアニ
ジン塩酸塩、１－エチルグアニジン硫酸塩、１－オクチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，１
－ジエチルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルグアニジン（Ｎ－Ｂｏ
ｃグアニジン）１，３－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）グアニジン（ジ－Ｂｏｃ
グアニジン）、カルバミン酸、Ｎ，Ｎ’－［［（１，１－ジメチルエトキシ）カルボニル
］カルボンイミドイル］ビス－、Ｃ，Ｃ’－ビス（１，１－ジメチルエチル）エステル（
Ｎ，Ｎ’，Ｎ”－トリ－Ｂｏｃグアニジン）、クレアチン、クレアチン一水和物、クレア
チニン、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸
塩、グアニジノ酢酸（guanidineacetic　acid）、グアニジノコハク酸、３－グアニジノ
プロピオン酸、４－グアニジノ酪酸、５－グアニジノ吉草酸、４－グアニジン安息香酸、
４－グアニジン安息香酸塩酸塩、４－グアニジノ－２－メトキシ安息香酸、ベータ－Ｎ－
メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸
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塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニ
ド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１－ｏ－トリルビグアニド、１，１－ジメチル
ビグアニド塩酸塩、１－（３－クロロ－４－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－
（２－クロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（４－クロロフェニル）ビグアニド塩酸
塩、１－（２－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３－フルオロフェニル）ビ
グアニド塩酸塩、１－（４－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，３－ジク
ロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩
、１－（２，５－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，６－ジクロロフェニ
ル）ビグアニド塩酸塩、１－（３，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３
，５－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，４－ジフルオロフェニル）ビグ
アニド塩酸塩、１－（２，５－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－［４－（ト
リフルオロメチル）フェニル］ビグアニド塩酸塩、１－［３，５－ジ－（トリフルオロメ
チル）フェニル］ビグアニド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］ビ
グアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１－フェニルビグアニド炭酸塩、１，１’－
ヘキサメチレンビス［５－（４－クロロフェニル）ビグアニド］、１，１’－ヘキサメチ
レンビス（５－［ｐ－クロロフェニル］ビグアニド）二塩酸塩、［（｛［アミノ（イミノ
）メチル］アミノ｝カルボチオイル）アミノ］ベンゼン（Ａｌｄｒｉｃｈ（登録商標）Ｃ
ＤＳ０００２２６）、Ｎ－シクロヘキシルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジルグアニジン塩
酸塩、Ｎ－ベンジル－Ｎ－メチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン、１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－
１，１，３，３－テトラメチルグアニジン、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テ
トラメチルグアニジン塩酸塩、４－モルホリンカルボキシミドイルグアニジン塩酸塩、Ｌ
－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－トシル－Ｌ－ア
ルギニン、Ｎ－アミジノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジ
ノタウリン、２－イミノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）
グアニジン、（２Ｓ）－３－カルバムイミドアミド－２－｛［（９Ｈ－フルオレン－９－
イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸（Ｆｍｏｃ－Ｌ－２－アミノ－３－グア
ニジノプロピオン酸、Ａｌｄｒｉｃｈ（登録商標）ＣＤＳ０１９４２８）、１，８－ビス
（テトラメチルグアニジノ）ナフタレン、１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキサミジン塩酸
塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキシミドアミド、３，
５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２
－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノベンゾイミダゾール、２－グアニジノ
ベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾール、ピロリジノホルムアミジン塩酸
塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒドロピリミド［１，２－ａ］［１，３
］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［
１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．
４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラメチル－１，２，７－ト
リアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テト
ラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ
）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４
，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－エン（Ｈｔｂｏ）、およびこれらの
混合物から選択される、１種または複数のグアニジン部分を含む化合物から選択すること
ができる。
【００６０】
　５～８員環中に２個のヘテロ原子を含み、前記ヘテロ原子の少なくとも一方が酸素であ
り、他方が窒素および酸素から選択される、少なくとも１種のヘテロ環化合物を、少なく
とも１種のグアニジン部分を含む化合物と組み合わせると、前記ヘテロ環化合物だけを利
用している毛髪直毛化配合物と比べたとき、相乗的な効力を有する毛髪直毛化配合物が得
られることが発見された。一実施形態では、式（ＩＢ）の環状アルキレンカーボネート（
たとえば、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、およびこれらの混合物）を
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、グアニジン部分を含む化合物（たとえば、グアニジン、グアニジン酢酸、Ｌ－アルギニ
ン、クレアチニン、クレアチニンエチルエステル、１，５，７－トリアザビシクロ［４．
４．０］デカ－５－エン（ＴＢＤ）、およびこれらの塩、ならびにこれらの混合物）と組
み合わせて用いている毛髪直毛化配合物は、相乗効果および効力の増強を示す。
【００６１】
　一実施形態では、組成物（および本明細書に記載の施術過程）は、式（Ｉ）および（Ｉ
Ｉ）の薬剤以外の熱活性化型薬剤／架橋剤を含まない（０重量％）、または実質的に含ま
ない（組成物の総重量に対して１重量％未満、たとえば、０．１重量％未満、または０．
０１重量％未満、または０．００１重量％未満）。典型的な一実施形態では、式（Ｉ）お
よび（ＩＩ）の熱活性化型薬剤は、開示する技術の毛髪直毛化組成物中に存在する唯一の
熱活性化型毛髪直毛化剤である。詳細には、毛髪直毛化組成物および方法は、ホルムアル
デヒドまたはホルムアルデヒド前駆体を含まない（０重量％）、または実質的に含まない
（組成物の総重量に対して１重量％未満、たとえば、０．１重量％未満、または０．０１
重量％未満、または０．００１重量％未満）。開示する技術の典型的な方法および組成物
は、ホルムアルデヒドを、そのまま組成物中に使用することもなく、またはホルムアルデ
ヒドのいずれかの供給源の反応を通して方法の際に使用することもない。同様に、組成物
および方法は、分解されて刺激物を生成することのあるグリオキシル酸、尿素、およびこ
れらの誘導体を含まない（０重量％）、または実質的に含まなくてよい（組成物の総重量
に対して１重量％未満、または０．１重量％未満、または０．０１重量％未満、または０
．００１重量％未満）。
【００６２】
　一実施形態では、組成物および施術過程は、環状の含メルカプト（チオール）基化合物
を含まない（０重量％）、または実質的に含まない（組成物の総重量に対して１重量％未
満、または０．１重量％未満、または０．０１重量％未満、または０．００１未満）。環
状の含メルカプト基化合物とは、環炭素原子に直接連結したＳ－Ｈ基を含む環状化合物で
ある。一実施形態では、組成物（および本明細書に記載の施術方法）は、脂肪族および環
状の含チオール基化合物を含めた、チオール基を含むすべての化合物を含まない、または
実質的に含まない（組成物の総重量に対して１重量％未満、または０．１重量％未満、ま
たは０．０１重量％未満、または０．００１重量％未満）。
【００６３】
　一実施形態では、組成物および施術過程は、ケラチン線維中のジスルフィド（bisulfid
e）結合を壊すことのできる亜硫酸塩（パーマネントウェーブ用組成物中に通常使用され
る）を含まない、または実質的に含まない（組成物の総重量に対して１重量％未満、また
は０．１重量％未満、または０．０１重量％未満、または０．００１重量％未満）。
【００６４】
　一実施形態では、当技術の毛髪直毛化剤（ａ）およびグアニジン部分を含む補助剤（ｂ
）は、ホルムアルデヒド、グリオキシロイル、カルボシステイン、グリオキシル、マロン
ジアルデヒド、スクシンジアルデヒド、グルタルアルデヒド；グリオキシル酸、没食子酸
、酒石酸、リンゴ酸、マレイン酸、イタコン酸、シュウ酸、マロン酸、メソキサル酸、フ
マル酸、コハク酸、イミノ二酢酸、ガラクタル酸（galactartic　acid）、アジピン酸、
グルタル酸、クエン酸、イソクエン酸、１，２，３，４－ブタンテトラカルボン酸から選
択されるカルボン酸およびその塩；尿素、ジメチロールエチレン尿素、ジメチロールジヒ
ドロキシエチレン尿素、アルキル化ジメチロールジヒドロキシエチレン尿素から選択され
る尿素誘導体、ならびにこれらの組合せを始めとする、当技術分野で公知の適切ないずれ
かの熱活性化型毛髪直毛化剤と組み合わせて利用することができる。
【００６５】
　一実施形態では、当技術の毛髪直毛化剤（ａ）およびグアニジン部分を含む補助剤（ｂ
）を、既存の商用毛髪直毛化製品に加えて、その毛髪直毛化効力を増強することができる
。
美容上許容される賦形剤
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【００６６】
　予め述べたように、美容上許容される賦形剤とは、開示する技術の熱活性化型毛髪直毛
化剤および補助剤と混合されると、より適切に毛髪に適用され、かつ／または毛髪および
／もしくは頭皮に他の望ましい効果を与える組成物をもたらす、構成材料（ａ）および（
ｂ）に配合するための希釈剤、担体媒体、および／または補助添加剤として使用される、
非毒性の刺激性でない物質である。
【００６７】
　毛髪ケア業界で使用される美容上許容される賦形剤は、いくつかの部門に分類すること
ができる。ある部門からの構成材料を、最終組成物の用途および所望の形態（たとえば、
液体、クリーム、ムース、ゲル、スプレー、ローション、ポマードなど）に応じて、最終
毛髪ケア組成物に含め、またはそれから除外することができる。任意選択の各賦形剤の選
択および量は、最終製品の目的および特徴により様々となり、配合技術者の手で、また文
献から、容易に突き止めることができる。本明細書に記載の賦形剤、添加剤、補助剤、お
よび有益な薬剤は、たとえば、界面活性剤、乳化剤、可溶化剤、コンディショナー、皮膚
軟化剤、湿潤剤、潤滑剤、ｐＨ調整剤、および酸系保存剤など、組成物中で１つに留まら
ない機能を果たす場合もあると認識される。賦形剤の部門としては、限定はしないが、以
下のものが挙げられる。
溶媒／希釈剤／担体
【００６８】
　存在する１種または複数の熱活性化型薬剤および補助剤に加えて、組成物は、熱活性化
型薬剤および補助剤がそれに可溶性または分散性である、溶媒、希釈剤、およびまたは担
体を含んでもよい。詳細な例として、水および／またはエタノールが挙げられる。
【００６９】
　組成物は、無水または水系配合物として調製することができ、水と混和性の補助溶媒、
希釈剤、および／または担体を含有する配合物も企図される。
【００７０】
　一般に用いられる有用な溶媒は、通常は、液体、たとえば、水（脱イオン水、蒸留水、
または精製水）、アルコール、たとえば、Ｃ１～Ｃ１０脂肪族および芳香族アルコール（
グリコール、たとえば、エチレングリコール、プロピレングリコール、グリセリンなどの
、ジオールおよびトリオールを含める）、ポリオールなど、ならびにこれらの混合物であ
る。
【００７１】
　水以外の溶媒の例としては、直鎖および分岐状アルコール、たとえば、エタノール、プ
ロパノール、イソプロパノール、ヘキサノールなど、および芳香族アルコール、たとえば
、ベンジルアルコール、シクロヘキサノールなどが挙げられる。ポリオールの非限定的な
例としては、多価アルコール、たとえば、グリセリン、ポリエチレングリコール、プロピ
レングリコール、ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、Ｃ２～Ｃ４アルコキシ化
アルコール、およびＣ２～Ｃ４アルコキシ化ポリオール、たとえば、約２～約３０個の炭
素原子、および１～約４０個のアルコキシ単位を有する、アルコール、ジオール、および
ポリオールのエトキシ化、プロポキシ化、およびブトキシ化エーテル、ポリプロピレング
リコール、ポリブチレングリコールなどが挙げられる。非水性溶媒または希釈剤の他の例
としては、シリコーン、およびシクロメチコンなどのシリコーン誘導体、アセトンやメチ
ルエチルケトンなどのケトン、ジメチルエーテルやジメトキシメタンなどのエーテル、天
然および合成の油およびろう、たとえば、植物油、植物性油、動物性油、精油、流動パラ
フィン（鉱油）、Ｃ７～Ｃ４０イソパラフィン、アルキルカルボン酸エステル、たとえば
、酢酸エチル、酢酸アミル、乳酸エチルなど、ホホバ油、サメ肝油などが挙げられる。前
述の非水性補助溶媒または希釈剤のいくつかは、コンディショナーおよび乳化剤としての
働きをすることもある。しかし、組成物中の重量ベースで計算する目的では、本節で挙げ
た液体はすべて、溶媒／希釈剤とみなす。
界面活性剤
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【００７２】
　組成物は、アニオン、カチオン、両性、および非イオン界面活性剤、ならびにこれらの
混合物などの、１種または複数の界面活性剤を含んでもよい。
【００７３】
　アニオン界面活性剤は、水性界面活性剤組成物の分野で公知であるまたは以前から使用
されているアニオン界面活性剤のいずれかでよい。適切なアニオン界面活性剤としては、
限定はしないが、アルキル硫酸、アルキルエーテル硫酸、アルキルスルホン酸、アルカリ
ルスルホン酸、α－オレフィン－スルホン酸、アルキルアミドスルホン酸、アルカリルポ
リエーテル硫酸、アルキルアミドエーテル硫酸、アルキルモノグリセリルエーテル硫酸、
アルキルモノグリセリド硫酸、アルキルモノグリセリドスルホン酸、アルキルコハク酸、
アルキルスルホコハク酸、アルキルスルホスクシナメート、アルキルエーテルスルホコハ
ク酸、アルキルアミドスルホコハク酸、アルキルスルホ酢酸、アルキルリン酸、アルキル
エーテルリン酸、アルキルエーテルカルボン酸、アルキルアミドエーテルカルボン酸、Ｎ
－アルキルアミノ酸、Ｎ－アシルアミノ酸、アルキルペプチド、Ｎ－アシルタウリン酸（
N-acyl　taurate）、アルキルイセチオン酸、アシル基が脂肪酸由来であるカルボン酸塩
、ならびにこれらのアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム、アミン、およびト
リエタノールアミン塩が挙げられる。
【００７４】
　一態様では、前述の塩のカチオン部分は、ナトリウム、カリウム、マグネシウム、アン
モニウム、モノ－、ジ－、およびトリエタノールアミン塩、ならびにモノ－、ジ－、およ
びトリ－イソプロピルアミン塩から選択される。前述の界面活性剤のアルキルおよびアシ
ル基は、一態様では約６～約２４個の炭素原子、別の態様では８～２２個の炭素原子、さ
らなる態様では約１２～１８個の炭素原子を含み、不飽和でもよい。界面活性剤中のアリ
ール基は、フェニルまたはベンジルから選択される。上述の含エーテル界面活性剤は、一
態様では界面活性剤分子あたり１～１０個のエチレンオキシドおよび／またはプロピレン
オキシド単位、別の態様では界面活性剤分子あたり１～３個のエチレンオキシド単位を含
んでいてよい。
【００７５】
　適切なアニオン界面活性剤の例としては、限定はしないが、１、２、および３モルのエ
チレンオキシドでエトキシ化されたラウレス硫酸、トリデセス硫酸、ミレス硫酸、Ｃ１２

～Ｃ１３パレス硫酸、Ｃ１２～Ｃ１４パレス硫酸、およびＣ１２～Ｃ１５パレス硫酸のナ
トリウム、カリウム、リチウム、マグネシウム、およびアンモニウム塩；ラウリル硫酸、
ココ硫酸、トリデシル硫酸、ミルスチル硫酸、セチル硫酸、セテアリル硫酸、ステアリル
硫酸、オレイル硫酸、および牛脂硫酸のナトリウム、カリウム、リチウム、マグネシウム
、およびアンモニウム、およびトリエタノールアミン塩；ラウリルスルホコハク酸二ナト
リウム、ラウレススルホコハク酸二ナトリウム、ココイルイセチオン酸ナトリウム、Ｃ１

２～Ｃ１４オレフィンスルホン酸ナトリウム、ラウレス－６カルボン酸ナトリウム、メチ
ルココイルタウリン酸ナトリウム、ココイルグリシン酸ナトリウム、ミリスチルサルコシ
ン酸ナトリウム（sodium　myristyl　sarcocinate）、ドデシルベンゼンスルホン酸ナト
リウム、ココイルサルコシン酸ナトリウム（sodium　cocoyl　sarcosinate）、ココイル
グルタミン酸ナトリウム、ミリストイルグルタミン酸カリウム、モノラウリルリン酸トリ
エタノールアミン、ならびに、約８～約２２個の炭素原子を含む飽和および不飽和脂肪酸
のナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびトリエタノールアミン塩を始めとする脂
肪酸石けんが挙げられる。
【００７６】
　カチオン界面活性剤は、コンディション調整剤として働き、毛髪線維上での加熱装置の
滑らかな滑りを確実にすることにより、加熱ステップを援助することができる。界面活性
剤は、粘性の増大を助けることもあるが、本明細書において典型的な実施形態を述べる目
的では、レオロジー改質剤とはみなさない。
【００７７】
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　カチオン界面活性剤は、水性界面活性剤組成物の分野で公知であるまたは以前から使用
されているカチオン界面活性剤のいずれかでよい。適切な部類のカチオン界面活性剤とし
ては、限定はしないが、アルキルアミン、アルキルイミダゾリン、エトキシ化アミン、第
四級化合物、および四級化エステルが挙げられる。加えて、アルキルアミンオキシドも、
低ｐＨでカチオン界面活性剤として機能しうる。
【００７８】
　アルキルアミン界面活性剤は、置換または非置換の、第一級、第二級、および第三級Ｃ

１０～Ｃ３２脂肪アルキルアミン、および、時に「アミドアミン」と呼ばれる物質の塩で
よい。アルキルアミンおよびその塩の例としては、ジメチルコカミン、ジメチルパルミタ
ミン、ジオクチルアミン、ジメチルステアラミン、ジメチルソヤミン、ソヤミン、ミリス
チルアミン、トリデシルアミン、エチルステアリルアミン、Ｎ－牛脂プロパンジアミン、
エトキシ化ステアリルアミン、ジヒドロキシエチルステアリルアミン、アラキジルベヘニ
ルアミン、ジメチルラウラミン、ステアリルアミン塩酸塩、ソヤミン塩化物、ステアリル
アミンギ酸塩、Ｎ－牛脂プロパンジアミン二塩化物、およびアモジメチコン（アミノエチ
ルアミノプロピルシロキサンなどの、アミノ官能基でブロックされたシリコーンポリマー
のＩＮＣＩ名）が挙げられる。
【００７９】
　アミドアミンおよびその塩の例としては、ステアラミドプロピルジメチルアミン、ステ
アラミドプロピルジメチルアミンクエン酸塩、パルミタミドプロピルジエチルアミン、お
よびコカミドプロピルジメチルアミン乳酸塩が挙げられる。
【００８０】
　アルキルイミダゾリン界面活性剤の例としては、アルキルヒドロキシエチルイミダゾリ
ン、たとえば、ステアリルヒドロキシエチルイミダゾリン、ココヒドロキシエチルイミダ
ゾリン、エチルヒドロキシメチルオレイルオキサゾリンなどが挙げられる。
【００８１】
　エトキシ化アミンの例としては、ＰＥＧ－ココポリアミン、ＰＥＧ－１５牛脂アミン、
クアテルニウム５２などが挙げられる。
【００８２】
　カチオン界面活性剤として有用な第四級アンモニウム化合物の中でも、一般式：（Ｒ１

５Ｒ１６Ｒ１７Ｒ１８Ｎ＋）Ｅ－［式中、Ｒ１５、Ｒ１６、Ｒ１７、およびＲ１８は、独
立に、１～約２２個の炭素原子を有する脂肪族基、またはアルキル鎖中に１～約２２個の
炭素原子を有する芳香族のアルコキシ、ポリオキシアルキレン、アルキルアミド、ヒドロ
キシアルキル、アリール、もしくはアルキルアリール基から選択され、Ｅ－は、ハロゲン
（たとえば、塩化物、臭化物）、酢酸、クエン酸、乳酸、グリコール酸、リン酸、硝酸、
硫酸、およびアルキル硫酸から選択されるものなどの、塩形成性アニオンである］に対応
するものがある。脂肪族基は、炭素および水素原子に加えて、エーテル結合、エステル結
合、およびアミノ基などの他の基を含んでいてよい。比較的長鎖の脂肪族基、たとえば、
約１２炭素またはより高級である基（アルキル鎖中Ｃ１０～Ｃ３２）は、飽和でも不飽和
でもよい。一態様では、アリール基は、フェニルおよびベンジルから選択される。
【００８３】
　典型的な第四級アンモニウム界面活性剤としては、限定はしないが、塩化セチルトリメ
チルアンモニウム（塩化セトリモニウム）、塩化セチルピリジニウム、塩化ジセチルジメ
チルアンモニウム、塩化ジヘキサデシルジメチルアンモニウム、塩化ステアリルジメチル
ベンジルアンモニウム、塩化ジオクタデシルジメチルアンモニウム、塩化ジエイコシルジ
メチルアンモニウム、塩化ジドコシルジメチルアンモニウム、塩化ジヘキサデシルジメチ
ルアンモニウム、酢酸ジヘキサデシルジメチルアンモニウム、塩化ベヘニルトリメチルア
ンモニウム（塩化ベヘントリモニウム）、塩化ベンザルコニウム、塩化ベンゼトニウム、
および塩化ジ（ヤシアルキル）ジメチルアンモニウム、塩化ジ牛脂ジメチルアンモニウム
、塩化ジ（水添牛脂）ジメチルアンモニウム、酢酸ジ（水添牛脂）ジメチルアンモニウム
、メチル硫酸ジ牛脂ジメチルアンモニウム、リン酸ジ牛脂ジプロピルアンモニウム、およ
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び硝酸ジ牛脂ジメチルアンモニウムが挙げられる。
【００８４】
　アミンオキシドは、低ｐＨではプロトン化し、Ｎ－アルキルアミンと同様に挙動しうる
。例としては、限定はしないが、ジメチル－ドデシルアミンオキシド、オレイルジ（２－
ヒドロキシエチル）アミンオキシド、ジメチルテトラデシルアミンオキシド、ジ（２－ヒ
ドロキシエチル）－テトラデシルアミンオキシド、ジメチルヘキサデシルアミンオキシド
、ベヘナミンオキシド、コカミンオキシド、デシルテトラデシルアミンオキシド、ジヒド
ロキシエチルＣ１２～１５アルコキシプロピルアミンオキシド、ジヒドロキシエチルコカ
ミンオキシド、ジヒドロキシエチルラウラミンオキシド、ジヒドロキシエチルステアラミ
ンオキシド、ジヒドロキシエチル牛脂アミンオキシド、水添パーム核アミンオキシド、水
添牛脂アミンオキシド、ヒドロキシエチルヒドロキシプロピルＣ１２～Ｃ１５アルコキシ
プロピルアミンオキシド、ラウラミンオキシド、ミリスタミンオキシド、セチルアミンオ
キシド、オレイミドプロピルアミンオキシド、オレアミンオキシド、パルミタミンオキシ
ド、ＰＥＧ－３ラウラミンオキシド、ジメチルラウラミンオキシド、カリウムトリホスホ
ノメチルアミンオキシド、ソイアミドプロピルアミンオキシド、コカミドプロピルアミン
オキシド、ステアラミンオキシド、牛脂アミンオキシド、およびこれらの混合物が挙げら
れる。
【００８５】
　特に有用なカチオン界面活性剤として、限定はしないが、塩化脂肪（アルキル鎖中Ｃ１

０～Ｃ３２）アルキルアンモニウム、たとえば、塩化セトリモニウムおよび塩化ベヘント
リモニウムなどの脂肪酸誘導体が挙げられる。このような界面活性剤は、コンディション
調整剤および皮膚軟化剤の働きをすることもある。
【００８６】
　両性または双性イオン界面活性剤とは、酸性と塩基性の部分を含み、酸または塩基のど
ちらとしても挙動しうる能力を有する。適切な界面活性剤は、水性界面活性剤組成物の分
野で公知であるまたは以前から使用されている両性界面活性剤のいずれかでよい。典型的
な両性界面活性剤の部類としては、限定はしないが、アミノ酸（たとえば、Ｎ－アルキル
アミノ酸およびＮ－アシルアミノ酸）、ベタイン、スルタイン（sultaine）、およびアル
キルアンホカルボン酸（alkyl　amphocarboxylate）が挙げられる。
【００８７】
　本明細書における適切なアミノ酸系界面活性剤としては、式：
【化１２】

によって表される界面活性剤が挙げられる。
式中、
Ｒ２０は、１０～２２個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和炭化水素基、または９～
２２個の炭素原子を有する飽和もしくは不飽和炭化水素基を含むアシル基を表し、Ｙは、
水素またはメチルであり、Ｚは、水素、－ＣＨ３、－ＣＨ（ＣＨ３）２、－ＣＨ２ＣＨ（
ＣＨ３）２、－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ５、－ＣＨ２Ｃ６Ｈ４ＯＨ
、－ＣＨ２ＯＨ、－ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ３、－（ＣＨ２）４ＮＨ２、－（ＣＨ２）３ＮＨＣ
（ＮＨ）ＮＨ２、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、－（ＣＨ２）２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋から選択
される。Ｍは、塩形成性カチオンである。一態様では、Ｒ２０は、直鎖または分岐状Ｃ１

０～Ｃ２２アルキル基、直鎖または分岐状Ｃ１０～Ｃ２２アルケニル基、Ｒ２１Ｃ（Ｏ）
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－で表されるアシル基［式中、Ｒ２１は、直鎖または分岐状Ｃ９～Ｃ２２アルキル基、直
鎖または分岐状Ｃ９～Ｃ２２アルケニル基から選択される］から選択されるラジカルを表
す。一態様では、Ｍ＋は、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびトリエタノール
アミン（ＴＥＡ）から選択される。
【００８８】
　アミノ酸界面活性剤は、α－たとえば、アラニン、アルギニン、アスパラギン酸、グル
タミン酸、グリシン、イソロイシン、ロイシン、リシン、フェニルアラニン、セリン、チ
ロシン、バリンなどのアミノ酸のアルキル化およびアシル化から導かれるものでよい。代
表的なＮ－アシルアミノ酸界面活性剤は、限定はしないが、Ｎ－アシル化グルタミン酸の
カルボン酸一および二塩（たとえば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびＴＥ
Ａ）、たとえば、ココイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸ナトリウム
、ミリストイルグルタミン酸ナトリウム、パルミトイルグルタミン酸ナトリウム、ステア
ロイルグルタミン酸ナトリウム、ココイルグルタミン酸二ナトリウム、ステアロイルグル
タミン酸二ナトリウム、ココイルグルタミン酸カリウム、ラウロイルグルタミン酸カリウ
ム、およびミリストイルグルタミン酸カリウム；Ｎ－アシル化アラニンのカルボン酸塩（
たとえば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびＴＥＡ）、たとえば、ココイル
アラニン酸ナトリウム、およびラウロイルアラニン酸ＴＥＡ；Ｎ－アシル化グリシンのカ
ルボン酸塩（たとえば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびＴＥＡ）、たとえ
ば、ココイルグリシン酸ナトリウム、およびココイルグリシン酸カリウム、Ｎ－アシル化
サルコシンのカルボン酸塩（たとえば、ナトリウム、カリウム、アンモニウム、およびＴ
ＥＡ）、たとえば、ラウロイルサルコシン酸ナトリウム、ココイルサルコシン酸ナトリウ
ム、ミリストイルサルコシン酸ナトリウム、オレオイルサルコシン酸ナトリウム、および
ラウロイルサルコシン酸アンモニウム、ならびに前述の界面活性剤の混合物である。
【００８９】
　本組成物において有用なベタインおよびスルタインは、式：
【化１３】

によって表される、アルキルベタイン、アルキルアミノベタイン、およびアルキルアミド
ベタイン、ならびに対応するスルホベタイン（スルタイン）から選択される。
式中、
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Ｒ２２は、Ｃ７～Ｃ２２アルキルまたはアルケニル基であり、各Ｒ２３は、独立に、Ｃ１

～Ｃ４アルキル基であり、Ｒ２４は、Ｃ１～Ｃ５アルキレン基またはヒドロキシ置換され
ているＣ１～Ｃ５アルキレン基であり、ｎは、２～６の整数であり、Ｄは、カルボン酸ま
たはスルホン酸基であり、Ｍは、塩形成性カチオンである。一態様では、Ｒ２２は、Ｃ１

１～Ｃ１８アルキル基またはＣ１１～Ｃ１８アルケニル基である。一態様では、Ｒ２３は
、メチルである。一態様では、Ｒ２４は、メチレン、エチレン、またはヒドロキシプロピ
レンである。一態様では、ｎは３である。さらなる態様では、Ｍは、ナトリウム、カリウ
ム、マグネシウム、アンモニウム、モノ－、ジ－、およびトリエタノールアミンカチオン
から選択される。
【００９０】
　適切なベタインの例としては、限定はしないが、ラウリルベタイン、ココベタイン、オ
レイルベタイン、ココヘキサデシルジメチルベタイン、ラウリルアミドプロピルベタイン
、ココアミドプロピルベタイン、およびコカミドプロピルヒドロキシスルタインが挙げら
れる。
【００９１】
　アルキルアンホ酢酸やアルキルアンホプロピオン酸（一および二置換カルボン酸）など
のアルキルアンホカルボン酸は、式、
【化１４】

によって表すことができる。
式中、
Ｒ２２は、Ｃ７～Ｃ２２アルキルまたはアルケニル基であり、Ｒ２５は、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ
）Ｏ－Ｍ＋、－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋、または－ＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ２ＳＯ

３
－Ｍ＋であり、Ｒ２６は、水素または－ＣＨ２Ｃ（Ｏ）Ｏ－Ｍ＋であり、Ｍは、ナトリ

ウム、カリウム、マグネシウム、アンモニウム、モノ－、ジ－、およびトリエタノールア
ミンから選択されるカチオンである。
【００９２】
　典型的なアルキルアンホカルボン酸としては、限定はしないが、ココアンホ酢酸ナトリ
ウム、ラウロアンホ酢酸ナトリウム、カプリロアンホ酢酸ナトリウム、ココアンホ二酢酸
二ナトリウム、ラウロアンホ二酢酸二ナトリウム、カプリルアンホ二酢酸二ナトリウム、
カプリロアンホ二酢酸二ナトリウム、ココアンホジプロピオン酸二ナトリウム、ラウロア
ンホジプロピオン酸二ナトリウム、カプリルアンホジプロピオン酸二ナトリウム、および
カプリロアンホジプロピオン酸二ナトリウムが挙げられる。
【００９３】
　非イオン界面活性剤は、水性界面活性剤組成物の分野で公知であるまたは以前から使用
されている非イオン界面活性剤のいずれかでよい。適切な非イオン界面活性剤としては、
限定はしないが、直鎖または分岐鎖の第一級または第二級脂肪族（Ｃ６～Ｃ１８）酸、ア
ルコール、またはフェノール；アルキルエトキシレート；アルキルフェノールアルコキシ
レート（特に、エトキシレート、およびエトキシ／プロポキシ混合部分）、アルキルフェ
ノールのブロックアルキレンオキシド縮合物；アルカノールのアルキレンオキシド縮合物
；およびエチレンオキシド／プロピレンオキシドブロックコポリマーが挙げられる。適切
な他の非イオン界面活性剤としては、モノ－またはジアルキルアルカノールアミド、アル
キルポリグルコシド（ＡＰＧ）、ソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビ
タン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンソルビトールエステル、ポリオキシエチレン酸
、およびポリオキシエチレンアルコールが挙げられる。適切な非イオン界面活性剤の他の
例としては、ココモノ－またはジエタノールアミド、ココグルコシド、デシルジグルコシ
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ド、ラウリルジグルコシド、ココジグルコシド、ポリソルベート２０、４０、６０、およ
び８０、エトキシ化直鎖アルコール、セテアリルアルコール、ラノリンアルコール、ステ
アリン酸、ステアリン酸グリセリル、ステアリン酸ＰＥＧ－１００、ラウレス－７、およ
びオレス－２０が挙げられる。
【００９４】
　非イオン界面活性剤として、たとえば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔ
ｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｇｌｕｃａｍ（登録商標）Ｅ１０、Ｇｌｕｃａｍ（登録商
標）Ｅ２０、Ｇｌｕｃａｍ（登録商標）Ｐ１０、およびＧｌｕｃａｍ（登録商標）Ｐ２０
の商品名でそれぞれ入手可能な、メチルグルセス－１０、メチルグルセス－２０、ＰＰＧ
－１０メチルグルコースエーテル、ＰＰＧ－２０メチルグルコースエーテルなどのアルコ
キシ化メチルグルコシドも挙げられ、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒ
ｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（登録商標）ＤＯＥ－１２０およびＧｌｕ
ｃａｍａｔｅ（商標）ＬＴの商品名でそれぞれ入手可能な、ジオレイン酸ＰＥＧ１２０メ
チルグルコースやトリオレイン酸ＰＥＧ１２０メチルグルコースなどの疎水変性アルコキ
シ化メチルグルコシドも適する。典型的な他の疎水変性アルコキシ化メチルグルコシドは
、米国特許第６，５７３，３７５号および第６，７２７，３５７号で開示されている。
【００９５】
　組成物中に利用することのできる他の非イオン界面活性剤は、ＷＯ９９／２１５３０、
米国特許第３，９２９，６７８号、第４，５６５，６４７号、第５，７２０，９６４号、
および第５，８５８，９４８号に、より詳細に記載されている。加えて、適切な界面活性
剤は、McCutcheon’s　Emulsifiers　and　Detergents（North　American　and　Interna
tional　Editions、Schwartz、Perry、およびBerch著）にも記載されている。
【００９６】
　典型的な熱活性化型薬剤を含む組成物中に利用される界面活性剤の量は、所望の配合に
応じて、大きく異なる場合があるが、利用されることの多い量は、一般に、活性成分ベー
スで１重量％～８０重量％の範囲である。たとえば、界面活性剤は、活性成分ベースで、
０．００１～２０重量％、たとえば、少なくとも０．１重量％の総濃度で組成物中に存在
してよい。
乳化剤
【００９７】
　有用な乳化剤としては、限定はしないが、脂肪アルコールおよび脂肪酸ならびにそのア
ルコキシ化物；２～６個の炭素原子を有するポリオールの部分エステル、たとえば、ポリ
グリセロールの部分エステル；自然に存在するゴム、たとえば、アカシアゴムやトラガカ
ントゴム；自然に存在するホスファチド、たとえば、ダイズレシチン；モノオレイン酸ソ
ルビタン誘導体；羊毛脂；羊毛アルコール；ソルビタンエステル；モノグリセリド；なら
びに乳化性シリコーン、オルガノシロキサン、乳化ろう、およびこれらの組合せが挙げら
れる。脂肪アルコールおよび脂肪酸は、自然源から得たものでよく、したがって、アルコ
ールおよび酸それぞれの混合物でよい。
【００９８】
　有用な脂肪アルコールとしては、限定はしないが、Ｃ１２～Ｃ３２またはＣ１２～Ｃ２

２脂肪アルコール、アルコキシ化アルコール、たとえば、Ｃ１２～Ｃ３２またはＣ１２～
Ｃ２２アルコキシ化アルコールが挙げられる。
【００９９】
　有用な脂肪酸としては、限定はしないが、Ｃ１２～Ｃ３２またはＣ１２～Ｃ２２脂肪酸
、アルコキシ化脂肪酸、たとえば、Ｃ１２～Ｃ３２またはＣ１２～Ｃ２２アルコキシ化脂
肪酸が挙げられる。
【０１００】
　一態様では、脂肪アルコールおよび脂肪酸アルコキシル化物は、それぞれ、分子中に存
在するエチレンオキシド、プロピレンオキシド、およびエチレンオキシド／プロピレンオ
キシドの組合せを、一態様では２～１５０単位、別の態様では１０～８０単位有する。
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【０１０１】
　本明細書において有用である脂肪アルコールの一例は、セテアリルアルコールであり、
これは、大部分はセチルおよびステアリルアルコールである脂肪アルコールの混合物であ
る。このような脂肪アルコールは、皮膚軟化剤および／またはコンディション調整剤の働
きをすることもある。
【０１０２】
　適切な乳化剤としては、脂肪アルコールポリオキシエチレンエーテル、たとえば、セテ
アレス－２０などの、セテアレス－ｎ（ｎは、２～１００、たとえば５～５０など、鎖中
のポリエチレン単位の数を表す）も挙げられる。
【０１０３】
　２～６個の炭素原子を有するポリオールのエステルおよび部分エステルを主体とする乳
化剤は、１２～３０個の炭素原子を有する直鎖飽和および不飽和脂肪酸と縮合したもので
よい。たとえば、グリセロールもしくはエチレングリコールのモノエステルおよびジエス
テルまたはプロピレングリコールのモノエステルは、グリセロール、エチレングリコール
、またはプロピレングリコールの飽和および不飽和Ｃ１２～Ｃ３０脂肪酸、たとえば、ス
テアリン酸グリセリルおよびステアリン酸グリコールとの縮合から生成される。
【０１０４】
　適切な乳化剤として、メチルグルコシド、Ｃ８～Ｃ２２アルキルグルコシド、およびＣ

８～Ｃ２２アルキルポリグルコシド（ＡＰＧ）も挙げられる。典型的なアルキルグルコシ
ドおよびアルキルポリグリコシドは、オクチルグルコシド、デシルグルコシド、ラウリル
グルコシド、パルミチルグルコシド、イソステアリルグルコシド、ステアリルグルコシド
、アラキジルグルコシド、およびベヘニルグルコシド、ならびにこれらのオリゴマー、お
よびアルキルグルコシドとアルキルポリグルコシドの混合物から選択することができる。
典型的なメチルグルコシドとしては、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒ
ｉａｌｓ，Ｉｎｃ．がＧｌｕｃａｔｅ（商標）ＳＳ、Ｇｌｕｃａｔｅ（商標）ＳＳＥ－２
０、およびＧｌｕｃａｔｅ　ＤＯ乳化剤の商品名でそれぞれ販売している、セスキステア
リン酸メチルグルコース、二オレイン酸メチルグルコース、およびセスキステアリン酸Ｐ
ＥＧ－２０メチルグルコースが挙げられる。
【０１０５】
　乳化剤は、組成物中に存在する量を計算する目的でレオロジー改質剤として上で挙げた
ものを除外した組成物の、適切には０．０１～２０重量％、たとえば、少なくとも０．１
重量％、たとえば、５重量％までで存在してよい。
湿潤剤
【０１０６】
　湿潤剤とは、環境の相対湿度に応じて、水蒸気を吸収または放出する材料であると定義
される（Harry’s　Cosmeticology、Chemical　Publishing　Company　Inc.、１９８２年
、２６６頁）。適切な湿潤剤としては、限定はしないが、アラントイン；ピロリドンカル
ボン酸およびその塩；ヒアルロン酸およびその塩；ソルビン酸およびその塩；尿素、リシ
ン、シスチン、およびグアニジン部分を含むアミノ酸以外のアミノ酸；ポリヒドロキシア
ルコール、たとえば、グリセリン、プロピレングリコール、ヘキシレングリコール、ヘキ
サントリオール、エトキシジグリコール、ジメチコンコポリオール、ソルビトール、およ
びこれらのエステル；ポリエチレングリコール；グリコール酸およびグリコール酸塩（た
とえば、アンモニウムおよび第四級アルキルアンモニウム）；キトサン；アロエベラ抽出
物；藻類抽出物；ハチミツおよびその派生物；イノシトール；乳酸および乳酸塩（たとえ
ば、アンモニウムおよび第四級アルキルアンモニウム）；糖およびデンプン；糖およびデ
ンプン誘導体（たとえば、グルコース　アルコキシ化グルコース、マンニトール、キシリ
トール）；ＤＬ－パンテノール；リン酸アスコルビルマグネシウム、アルブチン、コウジ
酸、ラクタミドモノエタノールアミン、アセトアミドモノエタノールアミンなど、ならび
にこれらの混合物が挙げられる。湿潤剤として、Ｃ３～Ｃ６ジオールおよびトリオール、
たとえば、グリセリン、プロピレングリコール、ブタン－１，２，３－トリオール、ヘキ
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シレングリコール、ヘキサントリオールなど、ならびにこれらの混合物も挙げられる。平
均で５～３０モルのエトキシ化を含むエトキシ化メチルグルコースエーテル、たとえば、
ラウリルメチルグルセス－１０ヒドロキシプロピルジモニウムクロリド、メチルグルセス
－１０、およびメチルグルセス－２０のＩＮＣＩ名で入手可能なものが適する。
【０１０７】
　このような湿潤剤は、組成物の０．０１～２０重量％、たとえば、少なくとも０．１重
量％、または少なくとも１重量％、たとえば、８重量％まで、または５重量％までで存在
してよい。
皮膚軟化剤
【０１０８】
　皮膚軟化剤とは、皮膚による水分取込みの速度および量を調節する物質であると定義さ
れる（Handbook　of　Cosmetic　Science　and　Technology、Elsevier　Science　Publi
shing、１９９３年、１７５頁）。適切な皮膚軟化剤としては、鉱油；植物油；水素添加
植物油；ステアリン酸；脂肪アルコール、たとえば、セチルアルコール、セテアリルアル
コール、ミリスチルアルコール、ベヘニルアルコール、ラウリルアルコール；アセチル化
ラノリンアルコール中の酢酸セチル；安息香酸エステル、たとえば、安息香酸Ｃ１２～Ｃ

１５アルキル、安息香酸イソステアリル；マレイン酸ジカプリリル；ワセリン、ラノリン
、ココバター（coco　butter）、シア脂、蜜ろう、およびこれらのエステル；エトキシ化
脂肪アルコールエステル、たとえば、セテアレス－２０、オレス－５、およびセテス－５
；アルコキシ化脂肪酸エステル、たとえば、ポリエチレングリコール４００プロポキシ化
モノラウレート；アボカド油またはグリセリド、ゴマ油またはグリセリド、ベニバナ油ま
たはグリセリド、ヒマワリ油またはグリセリド、他の天然植物油および植物性油のモノ－
、ジ－、およびトリグリセリド、たとえば、カプリル酸トリグリセリド、カプリン酸トリ
グリセリド、カプリル酸／カプリン酸トリグリセリド、カプリル酸／カプリン酸／ラウリ
ン酸トリグリセリド；Ｇｕｅｒｂｅｔエステル、たとえば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．によって市販されているＧ－２０、Ｇ－３６、
Ｇ－３８、およびＧ－６６；植物種子油；揮発性シリコーン油；不揮発性皮膚軟化剤など
、ならびにこれらの混合物が挙げられる。
【０１０９】
　適切な不揮発性皮膚軟化剤としては、脂肪酸と脂肪アルコールのエステル、高度分岐炭
化水素など、およびこれらの混合物が挙げられる。このような脂肪酸と脂肪アルコールの
エステルとしては、オレイン酸デシル、ステアリン酸ブチル、ステアリン酸オクチル、ミ
リスチン酸ミリスチル、ヒドロキシステアリン酸イソステアリル、イソステアリン酸イソ
ステアリル、セバシン酸ジイソプロピル、ステアロイルステアリン酸オクチルドデシル、
ヒドロキシステアリン酸オクチル、アジピン酸ジイソプロピル、ミリスチン酸イソプロピ
ル、パルミチン酸イソプロピル、パルミチン酸エチルヘキシル、ネオペンタン酸イソデシ
ル　Ｃ１２～Ｃ１５アルコール安息香酸エステル、マレイン酸ジエチルヘキシル、ＰＰＧ
－１４ブチルエーテルおよびＰＰＧ－２ミリスチルエーテルプロピオネート、オクタン酸
セテアリルなど、ならびにこれらの混合物が挙げられる。適切な高度分岐炭化水素として
は、イソヘキサデカンなど、およびその混合物が挙げられる。
【０１１０】
　適切な揮発性皮膚軟化剤としては、たとえば、環状または直鎖状ポリジメチルシロキサ
ンなどの、揮発性シリコーンが挙げられる。環状シリコーン中のケイ素原子の数は、開示
する技術の一態様では約３～約７個、別の態様では４～５個の範囲でよい。典型的な揮発
性シリコーンは、環状および直鎖状の両方とも、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒ
ａｔｉｏｎから、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ３４４、３４５、および２００として入手可能
である。直鎖状揮発性シリコーンは通常、２５℃での粘度が約５ｃＰ未満であり、環状揮
発性シリコーンは通常、２５℃での粘度が約１０ｃＰ未満である。「揮発性」とは、シリ
コーンが、測定可能な蒸気圧を有することを意味する。揮発性シリコーンについての記述
は、ToddおよびByers、「Volatile　Silicone　Fluids　for　Cosmetics」、Cosmetics　
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【０１１１】
　他の皮膚軟化剤シリコーンとしては、ポリジメチルシロキサンゴム、アミノシリコーン
、フェニルシリコーン、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチルシロキサン、ポリメチル
フェニルシロキサン、ポリジメチルシロキサンゴム、ポリフェニルメチルシロキサンゴム
、アモジメチコン、トリメチルシリルアモジメチコン、ジフェニル－ジメチルポリシロキ
サンゴムなどが挙げられる。
【０１１２】
　皮膚軟化剤は、（単独または組合せとして）存在する場合、石けん組成物の総重量に対
して、一態様では約１重量％～約１５重量％、別の態様では約２重量％～約１０重量％、
さらなる態様では約３重量％～約５重量％の範囲に及ぶ。
コンディション調整剤
【０１１３】
　開示する技術の熱活性化型毛髪直毛化組成物は、適切な毛髪コンディション調整剤も含
んでよい。毛髪コンディション調整剤の選択は、活性毛髪直毛化構成材料の効力の妨げに
なることなく、まっすぐになった毛髪に対して実質的なコンディション調整効果を生じう
るその能力によってのみ絞られる。典型的なコンディション調整剤としては、限定はしな
いが、シリコーンおよびシリコーン誘導体、カチオン性化合物およびポリマー、炭化水素
油、天然油、天然および合成ろう、エステル油、ならびにこれらの組合せが挙げられる。
１．シリコーンおよびシリコーン誘導体
【０１１４】
　シリコーンコンディション調整剤は、揮発性シリコーン、不揮発性シリコーン、および
これらの混合物を含む場合がある。揮発性シリコーンは、存在する場合、通常は、油、ゴ
ム、樹脂など、商業的に入手可能な形態の不揮発性シリコーン流体コンディション調整剤
の溶媒または担体として用いられる。揮発性シリコーン流体は、シリコーン流体付着効力
を向上させ、または毛髪の輝き、艶、もしくは光沢を増強するために、コンディション調
整パッケージに含められることが多い。揮発性シリコーン材料は、毛髪および頭皮に対す
る官能特性（たとえば、感触）を向上させるために、配合物に含められることが多い。
【０１１５】
　一態様では、シリコーンコンディション調整剤は、不揮発性であり、シリコーン油、ゴ
ム、樹脂、およびこれらの混合物がそれに含まれる。不揮発性とは、シリコーンが、周囲
温度条件で非常に低い蒸気圧（たとえば、２０℃で２ｍｍＨｇ未満）を有することを意味
する。不揮発性シリコーンコンディション調整剤は、沸点が、一態様では約２５０℃より
高く、別の態様では約２６０℃より高く、さらなる態様では約２７５℃より高い。シリコ
ーン油、ゴム、および樹脂、ならびにその製造について論じる節を含む、シリコーンにつ
いての背景情報は、Encyclopedia　of　Polymer　Science　and　Engineering、１５巻、
第２版、２０４～３０８頁、John　Wiley　&　Sons,　Inc.（１９８９年）において見出
される。
Ａ．シリコーン油
【０１１６】
　一態様では、シリコーンコンディション調整剤は、ポリオルガノシロキサン材料から選
択されるシリコーン油である。一態様では、ポリオルガノシロキサン材料は、ポリアルキ
ルシロキサン、ポリアリールシロキサン、ポリアルキルアリールシロキサン、ヒドロキシ
ル末端ポリアルキルシロキサン、ポリアリールアルキルシロキサン、アミノ官能性ポリア
ルキルシロキサン、第四級官能性ポリアルキルシロキサン、およびこれらの混合物から選
択することができる。
【０１１７】
　一態様では、シリコーン油コンディション調整剤として、式：
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【化１５】

によって表されるポリオルガノシロキサンが挙げられる。
式中、Ｂは、独立に、ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、およびフ
ェノキシを表し、Ｒ４０は、独立に、メチル、エチル、プロピル、フェニル、メチルフェ
ニル、フェニルメチル、第一級、第二級、または第三級アミン、
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ（Ｒ４２）２、
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）２、
－Ｒ４１－Ｎ＋（Ｒ４２）３ＣＡ－、および
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ＋（Ｒ４２）Ｈ２ＣＡ－

から選択される第四級基を表し、
Ｒ４１は、２～１０個の炭素原子を含む直鎖または分岐状のヒドロキシル置換または非置
換アルキレンまたはアルキレンエーテル部分であり、Ｒ４２は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アル
キル（たとえば、メチル）、フェニル、またはベンジルであり、ｑは、約２～約８の範囲
の整数であり、ＣＡ－は、塩素、臭素、ヨウ素、およびフッ素から選択されるハロゲン化
物イオンであり、ｘは、一態様では約７～約８０００、別の態様では約５０～約５０００
、さらに別の態様では約１００～約３０００、さらなる態様では約２００～約１０００の
範囲の整数である。
【０１１８】
　一態様では、アミノ官能性ポリアルキルシロキサンは、式：
【化１６】

によって表すことができる。
式中、Ｂは、独立に、ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ、およびフ
ェノキシを表し、Ｒ４０は、
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ（Ｒ４２）２、
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）２、
－Ｒ４１－Ｎ＋（Ｒ４２）３ＣＡ－、および
－Ｒ４１－Ｎ（Ｒ４２）ＣＨ２ＣＨ２Ｎ＋（Ｒ４２）Ｈ２ＣＡ－

から選択され、
Ｒ４１は、２～１０個の炭素原子を含む直鎖または分岐状のヒドロキシル置換または非置
換アルキレンまたはアルキレンエーテル部分であり、Ｒ４２は、水素、Ｃ１～Ｃ２０アル
キル（たとえば、メチル）、フェニル、またはベンジルであり、ＣＡ－は、塩素、臭素、
ヨウ素、およびフッ素から選択されるハロゲン化物イオンであり、ｍ＋ｎの合計は、ｍま
たはｎが０でないという条件付きで、一態様では約７～約１０００、別の態様では約５０
～約２５０、別の態様では約１００～約２００の範囲である。一態様では、Ｂは、ヒドロ
キシであり、Ｒ４０は、－（ＣＨ２）３ＮＨ（ＣＨ２）３ＮＨ２である。別の態様では、
Ｂは、メチルであり、Ｒ４０は、－（ＣＨ２）３ＮＨ（ＣＨ２）３ＮＨ２である。さらに
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別の態様では、Ｂは、メチルであり、Ｒ４０は、－（ＣＨ２）３ＯＣＨ２ＣＨ（ＯＨ）Ｃ
Ｈ２Ｎ＋（Ｒ４２）３ＣＡ－［式中、Ｒ４２およびＣＡ－は、前に規定したとおりである
］によって表される第四級アンモニウム部分である。
【０１１９】
　シリコーン油コンディション調整剤は、粘度が、一態様では２５℃で約２５超～約１，
０００，０００ｍＰａ・ｓ、別の態様では約１００～約６００，０００ｍＰａ・ｓ、さら
に別の態様では約１０００～約１００，０００ｍＰａ・ｓ、さらに別の態様では約２，０
００～約５０，０００ｍＰａ・ｓ、さらなる態様では約４，０００～約４０，０００ｍＰ
ａ・ｓの範囲でよい。粘度は、１９７０年７月２０日付けのDow　Corning　Corporate　T
est　Method　CTM004に記載のとおりに、ガラス毛細管粘度計によって測定する。一態様
では、シリコーン油は、平均分子量が約２００，０００ダルトン未満である。平均分子量
は、通常、一態様では約４００～約１９９，０００ダルトン、別の態様では約５００～約
１５０，０００ダルトン、さらに別の態様では約１，０００～約１００，０００ダルトン
、さらなる態様では約５，０００～約６５，０００ダルトンの範囲でよい。
【０１２０】
　典型的なシリコーン油コンディション調整剤としては、限定はしないが、ポリジメチル
シロキサン（ジメチコン）、ポリジエチルシロキサン、末端ヒドロキシル基を有するポリ
ジメチルシロキサン（ジメチコノール）、ポリメチルフェニルシロキサン、フェニルメチ
ルシロキサン、アミノ官能性ポリジメチルシロキサン（アモジメチコン）、およびこれら
の混合物が挙げられる。
Ｂ．シリコーンゴム
【０１２１】
　開示する技術において有用な別のシリコーンコンディション調整剤は、シリコーンゴム
である。シリコーンゴムは、Ｂが、独立に、ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、
プロポキシ、およびフェノキシを表し、Ｒ４０が、独立に、メチル、エチル、プロピル、
フェニル、メチルフェニル、フェニルメチル、およびビニルを表す、上で示したシリコー
ン油と同じ一般構造のポリオルガノシロキサン材料である。シリコーンゴムは、２５℃で
測定した粘度が、１，０００，０００ｍＰａ・ｓより大きい。粘度は、シリコーン油につ
いて上述したように、ガラス毛細管粘度計によって測定することができる。一態様では、
シリコーンゴムは、平均分子量が約２００，０００ダルトンおよびそれ超である。分子量
は通常、約２００，０００～約１，０００，０００ダルトンの範囲でよい。本明細書に記
載のシリコーンゴムは、予め記載しているシリコーン油と一部共通するところがあっても
よいと認識される。その共通事項は、これら材料のいずれかに限定を課すものではない。
【０１２２】
　開示する技術の組成物のシリコーン構成材料への使用に適するシリコーンゴムは、ヒド
ロキシルなどの末端基（ジメチコノール）を必要に応じて有する、ポリジメチルシロキサ
ン（ジメチコン）、ポリメチルビニルシロキサン、ポリジフェニルシロキサン、およびこ
れらの混合物である。
Ｃ．シリコーン樹脂
【０１２３】
　開示する技術の組成物への使用に適するシリコーンコンディション調整剤として、シリ
コーン樹脂を挙げることができる。そうした樹脂は、架橋ポリシロキサンである。架橋は
、シリコーン樹脂を製造する際に、三官能性および四官能性シランを単官能性および／ま
たは二官能性シランと合体させることで導入される。当技術分野で十分に理解されている
とおり、結果としてシリコーン樹脂になるのに必要となる架橋の程度は、シリコーン樹脂
に組み込まれる特有のシラン単位によって様々となる。一般に、剛直または硬質な被膜を
形成するだけの十分なレベル（すなわち、架橋の十分なレベル）の三官能性および四官能
性シロキサンモノマー単位を有するシリコーン材料が、シリコーン樹脂とみなされる。酸
素原子のケイ素原子に対する比は、特定のシリコーン材料における架橋のレベルを示すも
のである。ケイ素原子１個あたり少なくとも約１．１個の酸素原子を有するシリコーン材
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料は、本明細書では一般にシリコーン樹脂となる。一態様では、酸素：ケイ素原子の比は
、少なくとも約１．２：１．０である。シリコーン樹脂の製造において使用されるシラン
としては、モノメチル－、ジメチル－、トリメチル－、モノフェニル－、ジフェニル－、
メチルフェニル－、モノビニル－、およびメチルビニル－クロロシラン、ならびにテトラ
クロロシラン（terachlorosilane）が挙げられ、メチル置換されたシランが最もよく利用
される。
【０１２４】
　シリコーン材料およびシリコーン樹脂は、当業者に「ＭＤＴＱ」命名法として公知であ
る略記命名方式に従って識別することができる。この命名方式のもと、シリコーンは、シ
リコーンを構成する種々のシロキサンモノマー単位の存在に従って書き表される。「ＭＤ
ＴＱ」命名法は、「Silicones:Preparation,　Properties　and　Performance」と題され
た刊行物、Dow　Corning　Corporation、２００５年、および米国特許第６，２００，５
５４号に記載されている。
【０１２５】
　開示する技術の組成物中に使用する典型的なシリコーン樹脂としては、限定はしないが
、ＭＱ、ＭＴ、ＭＴＱ、ＭＤＴ、およびＭＤＴＱ樹脂が挙げられる。一態様では、メチル
が、シリコーン樹脂置換基である。別の態様では、シリコーン樹脂は、Ｍ：Ｑ比が約０．
５：１．０～約１．５：１．０であり、シリコーン樹脂の平均分子量が約１０００～約１
０，０００ダルトンである、ＭＱ樹脂から選択される。
Ｄ．揮発性シリコーン
【０１２６】
　上で言及した任意選択の揮発性シリコーンとしては、直鎖状ポリジメチルシロキサンお
よび環状ポリジメチルシロキサン（シクロメチコン）、ならびにこれらの混合物が挙げら
れる。揮発性直鎖状ポリジメチルシロキサン（ジメチコン）は、通常、直線的配置におい
て、約２～約９個のケイ素原子を、酸素原子と交互に含む。各ケイ素原子は、たとえばメ
チル基などの、２つのアルキル基でも置換されている（末端ケイ素原子は、３つのアルキ
ル基で置換されている）。シクロメチコンは、通常、環状の環構造において、一態様では
約３～約７個、別の態様では約３～約５個のジメチル置換されたケイ素原子を、酸素原子
と交互に含む。用語「揮発性」とは、シリコーンが、測定可能な蒸気圧、または２０℃で
少なくとも２ｍｍＨｇの蒸気圧を有することを意味する。揮発性シリコーンは、２５℃で
の粘度が、一態様では２５ｍＰａ・ｓまたはそれ未満、別の態様では約０．６５～約１０
ｍＰａ・ｓ、さらに別の態様では約１～約５ｍＰａ・ｓ、さらなる態様では約１．５～約
３．５ｍＰａ・ｓである。直鎖状および環状の揮発性シリコーンについての記述は、Todd
およびByers、「Volatile　Silicone　Fluids　for　Cosmetics」、Cosmetics　and　Toi
letries、９１巻（１号）、２７～３２頁（１９７６年）、およびKasprzak、「Volatile
　Silicones」、Soap/Cosmetics/Chemical　Specialities、４０～４３頁（１９８６年１
２月）において見出される。
【０１２７】
　典型的な揮発性直鎖状ジメチコンとしては、限定はしないが、ヘキサメチルジシロキサ
ン、オクタメチルトリシロキサン、デカメチルテトラシロキサン、ドデカメチルペンタシ
ロキサン、およびこれらのブレンド品が挙げられる。揮発性直鎖状ジメチコンおよびジメ
チコンブレンド品は、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、Ｄｏｗ　
Ｃｏｒｎｉｎｇ　２００（登録商標）Ｆｌｕｉｄ（たとえば、製品呼称０．６５ＣＳＴ、
１ＣＳＴ、１．５ＣＳＴ、および２ＣＳＴ）およびＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）
２－１１８４　Ｆｌｕｉｄとして市販されている。
【０１２８】
　典型的な揮発性シクロメチコンは、Ｄ４シクロメチコン（オクタメチルシクロテトラシ
ロキサン）、Ｄ５シクロメチコン（デカメチルシクロペンタシロキサン）、Ｄ６シクロメ
チコン、およびこれらのブレンド品（たとえば、Ｄ４／Ｄ５およびＤ５／Ｄ６）である。
揮発性シクロメチコンおよびシクロメチコンブレンド品は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒ
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ｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ　Ｉｎｃ．から、ＳＦ１１７３、ＳＦ１２０２、
ＳＦ１２５６、およびＳＦ１２５８シリコーン流体として、またＤｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから、Ｄｏｗ　Ｃｏｒｎｉｎｇ（登録商標）２４４、２４５、
２４６、３４５、および１４０１シリコーン流体として市販されている。揮発性シクロメ
チコンと揮発性直鎖状ジメチコンのブレンド品も、用いることができる。
【０１２９】
　当技術の組成物中のシリコーンコンディショナーの量は、毛髪に所望のコンディション
調整性能を提供するのに十分にすべきであり、一般に、組成物の総重量に対して、一態様
では約０．０１～約２０重量％、別の態様では約０．０５～約１５重量％、さらに別の態
様では約０．１％～約１０重量％、さらなる態様では約１～約５重量％の範囲である。
２．カチオン性化合物およびポリマー
【０１３０】
　カチオン性化合物とは、少なくとも１つのカチオン性部分、またはイオン化してカチオ
ン性部分をなしうる少なくとも１つの部分を含む、非高分子化合物および高分子化合物を
指す。通常、こうしたカチオン性部分は、第四級アンモニウムやプロトン付加されたアミ
ノ基などの、含窒素基である。プロトン付加されたカチオン性アミンは、第一級、第二級
、または第三級アミンの場合がある。一態様では、カチオン性コンディション調整化合物
として、毛髪コンディション調整について当技術分野で周知されている、第四級窒素を含
んだ非高分子および高分子材料が挙げられる。カチオン性コンディション調整化合物とし
て、第四級アンモニウム塩部分を１つ含む非高分子化合物、および第四級アンモニウム塩
部分を少なくとも１つ含む高分子化合物（ポリマー）も挙げられる。
【０１３１】
　一態様では、第四級アンモニウム塩部分は、一般式：（Ｒ５０）（Ｒ５１）（Ｒ５２）
（Ｒ５３）Ｎ＋）Ｅ－に相当し、ここで、Ｒ５０、Ｒ５１、Ｒ５４、およびＲ５５はそれ
ぞれ、１～約２２個の炭素原子を有する脂肪族基（たとえば、アルキル、アルケニル）；
芳香族（たとえば、フェニル　ベンジル）；アルコキシ；ポリオキシアルキレン（たとえ
ば、ポリエチレン、ポリプロピレン、およびこれらの組合せ）；アセトアミド；アルキル
アミド；アルキルアミドアルキル；ヒドロキシアルキル；アリール；アラルキル（araalk
yl）；またはアルキル鎖中に１～約２２個の炭素原子を有するアルキルアリール基から独
立に選択され、Ｅ－は、ハロゲン（たとえば、塩化物、臭化物）、酢酸、クエン酸、乳酸
、グリコール酸、リン酸、硝酸、硫酸、およびアルキル硫酸（たとえば、メト硫酸、エト
硫酸）から選択されるものなどの塩形成性アニオンである。脂肪族基は、炭素および水素
原子に加えて、エーテル結合、エステル結合、およびアミノ基などの他の基を含んでいて
よい。比較的長鎖の脂肪族基、たとえば、約１２炭素またはより高級である基は、飽和で
も不飽和でもよい。Ｒ５０、Ｒ５１、Ｒ５４、およびＲ５５のいずれか２つと、これらが
結合している窒素原子とが、一緒になって、５～６個の炭素原子を含む環構造を形成して
いてもよく、前記炭素原子の１つは、窒素、酸素、または硫黄から選択されるヘテロ原子
によって必要に応じて置き換えられていてもよい。
【０１３２】
　一態様では、第四級アンモニウム部分は、少なくとも３つのアルキルおよび／またはア
リール置換基に共有結合連結した少なくとも１個の窒素原子を含み、窒素原子は、環境の
ｐＨにかかわりなく正電荷を有したままである。
【０１３３】
　一態様では、第四級アンモニウム部分は、１個の窒素原子と、少なくとも１つのＣ１２

～Ｃ２２アルキル基とを含む。一態様では、第四級アンモニウム部分は、１つのＣ１２～
Ｃ２２アルキル基と、少なくとも２つのＣ１～Ｃ５アルキル基（たとえば、メチル、エチ
ル、プロピル、ブチル、ペンチル、およびこれらの組合せ）とを含む。一態様では、第四
級アンモニウム部分は、１つのＣ１２～Ｃ２２アルキル基と、３つのＣ１～Ｃ５アルキル
基（たとえば、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチル、およびこれらの組合せ）
とを含む。一態様では、第四級アンモニウム部分は、１つのＣ１２～Ｃ２２アルキル基と
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、２つのＣ１～Ｃ５アルキル基（たとえば、メチル、エチル、プロピル、ブチル、ペンチ
ル、およびこれらの組合せ）と、アルコキシ、ポリオキシアルキレン（たとえば、ポリエ
チレン、ポリプロピレン、およびこれらの組合せ）［ポリオキシアルキレン部分は、３～
１００の繰り返し単位を含む］、アセトアミド、アルキルアミド、アルキルアミドアルキ
ル、ヒドロキシアルキル、アリール、アラルキル、またはアルキル鎖中に１～約２２個の
炭素原子を有し、アリール部分中に６～約１４個の炭素原子を有するアルキルアリール基
を含んだ、１つの部分とを含む。
【０１３４】
　第四級窒素を含んだいくつかの化合物およびポリマー、その製造、ならびにその化学的
特徴の概要は、CTFA　Dictionary、ならびにInternational　Cosmetic　Ingredient　Dic
tionary、１巻および２巻、第５版、Cosmetic　Toiletry　and　Fragrance　Association
,Inc.(CTFA)刊（１９９３年）において見出され、該当する開示は、参照により本明細書
に援用される。便宜上、ＣＴＦＡまたは製造者が成分に割り当てた名称を使用する。
【０１３５】
　当技術においてカチオン性コンディショナーとして有用な単量体第四級アンモニウム化
合物の非限定的な例としては、アセトアミドプロピルトリモニウムクロリド、ベヘナミド
プロピルエチルジモニウムエトサルフェート、塩化ベヘントリモニウム、メト硫酸ベヘン
トリモニウム、エト硫酸セチルモルホリニウム、塩化セトリモニウム、ココアミドプロピ
ルエチルジモニウムエトサルフェート、塩化ジセチルジモニウム、ヒドロキシエチルベヘ
ナミドプロピルジモニウムクロリド、クアテルニウム２６、クアテルニウム２７、クアテ
ルニウム５３、クアテルニウム６３、クアテルニウム７０、クアテルニウム７２、クアテ
ルニウム７６　ＰＰＧ－９ジエチルモニウムクロリド、ＰＰＧ－２５ジエチルモニウムク
ロリド、ＰＰＧ－４０ステアラルコニウムクロリド、イソステアラミドプロピルエチルジ
モニウムエトサルフェート、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１３６】
　カチオン性ポリマーも、単独で、または本明細書に記載の他のコンディション調整剤と
組み合わせて、コンディション調整剤として有用である。適切なカチオン性ポリマーは、
合成によって得ることができ、またはカチオン性部分を含むように天然ポリマーを合成に
よって変性させることもできる。高分子第四級アンモニウム部分塩を含んだポリマーは、
アルキル基が、一態様では１～約２２個の炭素原子を含み、別の態様ではメチルまたはエ
チルである、ジアルキルジアリルアンモニウム塩またはそのコポリマーなどのジアリルア
ミンを重合させて調製することができる。ジアルキルジアリルアンモニウム塩から導かれ
た第四級部分と、アクリル酸およびメタクリル酸のアニオンモノマーから導かれたアニオ
ン性構成材料とを含んだコポリマーは、適切なコンディション調整剤である。また、ジメ
チルジアリルアンモニウム塩などのジアリルアミンの誘導体から調製されたカチオン性構
成材料と、アクリル酸または２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスルホン酸のアニ
オンモノマーから導かれたアニオン性構成材料と、アクリルアミドの非イオンモノマーか
ら導かれた非イオン性構成材料とを有する、高分子両性電解質ターポリマーも適する。こ
のような第四級アンモニウム塩部分を含んだポリマーの調製については、たとえば、米国
特許第３，２８８，７７０号、第３，４１２，０１９号、第４，７７２，４６２号、およ
び第５，２７５，８０９号において見ることができ、該当する開示は、参照により本明細
書に援用される。
【０１３７】
　一態様では、適切なポリマーとして、アルキル基がメチルまたはエチルである、前述の
四級化されたホモポリマーおよびコポリマーの塩化物塩が挙げられ、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　
Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｍｅｒｑｕａｔ（登録商標）シ
リーズの商標で商業的に入手可能である。
【０１３８】
　ポリクアテルニウム６というＣＴＦＡ名を有する、ジアリルジメチルアンモニウムクロ
リド（ＤＡＤＭＡＣ）から調製されたホモポリマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ１００およびＭｅ
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ｒｑｕａｔ１０６の商標で入手可能である。ポリクアテルニウム７というＣＴＦＡ名を有
する、ＤＡＤＭＡＣとアクリルアミドから調製されたコポリマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ５５
０の商標で販売されている。ポリクアテルニウム２２というＣＴＦＡ名を有する、ＤＡＤ
ＭＡＣとアクリル酸から調製された別のコポリマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ２８０の商標で販
売されている。ポリクアテルニウム２２およびその関連ポリマーの調製については、米国
特許第４，７７２，４６２号に記載されており、該当する開示は、参照により本明細書に
援用される。
【０１３９】
　アクリルアミドまたはアクリル酸メチルから導かれる非イオン性構成材料と、ＤＡＤＭ
ＡＣまたはメタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＰＴＡＣ）
から導かれるカチオン性構成要素と、アクリル酸もしくは２－アクリルアミド－２－メチ
ルプロパンスルホン酸またはアクリル酸と２－アクリルアミド－２－メチルプロパンスル
ホン酸の組合せから導かれるアニオン性構成要素とから調製された両性ターポリマーも有
用である。ポリクアテルニウム３９というＣＴＦＡ名を有する、アクリル酸、ＤＡＤＭＡ
Ｃ、およびアクリルアミドから調製された両性ターポリマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ　Ｐｌｕ
ｓ３３３０の商標で入手可能である。ポリクアテルニウム４７というＣＴＦＡ名を有する
、アクリル酸、メタクリルアミドプロピルトリメチルアンモニウムクロリド（ＭＡＰＴＡ
Ｃ）、およびアクリル酸メチルから調製された別の両性ターポリマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ
２００１の商標で入手可能である。ポリクアテルニウム５３というＣＴＦＡ名を有する、
アクリル酸、ＭＡＰＴＡＣ、およびアクリルアミドから調製されたさらに別の両性ターポ
リマーは、Ｍｅｒｑｕａｔ２００３ＰＲの商標で入手可能である。このようなターポリマ
ーの調製については、米国特許第５，２７５，８０９号に記載されており、その関連する
開示は、参照により本明細書に援用される。
【０１４０】
　開示する技術の毛髪直毛化組成物中のコンディショナーとして適する他のカチオン性ポ
リマーおよびコポリマーは、ポリクアテルニウム４、ポリクアテルニウム１１、ポリクア
テルニウム１６、ポリクアテルニウム２８、ポリクアテルニウム２９、ポリクアテルニウ
ム３２、ポリクアテルニウム３３、ポリクアテルニウム３５、ポリクアテルニウム３７、
ポリクアテルニウム４４、ポリクアテルニウム４６、ポリクアテルニウム４７、ポリクア
テルニウム５２、ポリクアテルニウム５３、ポリクアテルニウム５５、ポリクアテルニウ
ム５９、ポリクアテルニウム６１、ポリクアテルニウム６４、ポリクアテルニウム６５、
ポリクアテルニウム６７、ポリクアテルニウム６９、ポリクアテルニウム７０、ポリクア
テルニウム７１、ポリクアテルニウム７２、ポリクアテルニウム７３、ポリクアテルニウ
ム７４、ポリクアテルニウム７６、ポリクアテルニウム７７、ポリクアテルニウム７８、
ポリクアテルニウム７９、ポリクアテルニウム８０、ポリクアテルニウム８１、ポリクア
テルニウム８２、ポリクアテルニウム８４、ポリクアテルニウム８５、ポリクアテルニウ
ム８７、およびＰＥＧ－２－ココモニウムクロリドというＣＴＦＡ名を有する。
【０１４１】
　毛髪直毛化組成物への使用に適する典型的なカチオン変性天然ポリマーとしては、ハロ
ゲン化第四級アンモニウム部分で変性させた、カチオン変性セルロースやカチオン変性デ
ンプン誘導体などの、多糖ポリマーが挙げられる。典型的なカチオン変性セルロースポリ
マーは、トリメチルアンモニウム置換されたエポキシドと反応させたヒドロキシエチルセ
ルロースの塩（ＣＴＦＡ、ポリクアテルニウム１０）である。他の適切なタイプのカチオ
ン変性セルロースとしては、ラウリルジメチルアンモニウム置換されたエポキシドと反応
させたヒドロキシエチルセルロースの高分子第四級アンモニウム塩（ＣＴＦＡ、ポリクア
テルニウム２４）が挙げられる。デンプンヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドとい
うＣＴＦＡ名を有するカチオン変性ジャガイモデンプンは、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａ
ｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｓｅｎｓｏｍｅｒ（商標）ＣＩ－５０の
商標で入手可能である。
【０１４２】
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　他の適切なカチオン変性天然ポリマーとしては、グアーガム誘導体やカッシアゴム誘導
体などのカチオン性ポリガラクトマンナン誘導体、たとえば、ＣＴＦＡ：グアーヒドロキ
シプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシプロピルグアーヒドロキシプロピルトリモ
ニウムクロリド、およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドが挙げられる
。グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリドは、Ｒｈｏｄｉａ　Ｉｎｃ．からＪａ
ｇｕａｒ（商標）という商品名のシリーズとして、Ａｓｈｌａｎｄ　Ｉｎｃ．からＮ－Ｈ
ａｎｃｅの商品名のシリーズとして、商業的に入手可能である。カッシアヒドロキシプロ
ピルトリモニウムクロリドは、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌ
ｓ，Ｉｎｃ．から、Ｓｅｎｓｏｍｅｒ（商標）ＣＴ－２５０およびＳｅｎｓｏｍｅｒ（商
標）ＣＴ－４００の商標で、商業的に入手可能である。
【０１４３】
　非高分子および高分子のカチオン性化合物は、一態様では（組成物の総重量に対して）
約０．０５重量％～約５重量％、別の態様では約０．１重量％～約３重量％、さらなる態
様では約０．５重量％～約２．０重量％存在してよい。
３．炭化水素油
【０１４４】
　開示する技術の毛髪直毛化組成物のコンディション調整構成材料は、炭化水素油コンデ
ィショナーを含有してもよい。
【０１４５】
　開示する技術の組成物へのコンディション調整剤としての使用に適するコンディション
調整油としては、限定はしないが、少なくとも約１０個の炭素原子を有する炭化水素油、
たとえば、環状炭化水素、（飽和または不飽和の）直鎖脂肪族炭化水素、およびポリマー
を含めた（飽和または不飽和の）分岐鎖脂肪族炭化水素、ならびにこれらの混合物が挙げ
られる。直鎖炭化水素油は、通常、約１２～１９個の炭素原子を含む。炭化水素ポリマー
を含めた分岐鎖炭化水素油は、通常、１９個を超える炭素原子を含むことになる。
【０１４６】
　こうした炭化水素油の非限定的な詳細な例として、パラフィン油、鉱油、飽和および不
飽和ドデカン、飽和および不飽和トリデカン、飽和および不飽和テトラデカン、飽和およ
び不飽和ペンタデカン、飽和および不飽和ヘキサデカン、ポリブテン、ポリデセン、なら
びにこれらの混合物が挙げられる。こうした化合物の分岐鎖異性体、ならびにより高級な
鎖長の炭化水素を使用してもよく、その例としては、飽和または不飽和の高度分岐アルカ
ン、たとえば、ペルメチル置換異性体、たとえば、Ｐｅｒｍｅｔｈｙｌ　Ｃｏｒｐｏｒａ
ｔｉｏｎから入手可能な２，２，４，４，６，６，８，８－ジメチル－１０－メチルウン
デカンや２，２，４，４，６，６－ジメチル－８－メチルノナンなどの、ヘキサデカンお
よびエイコサンのペルメチル置換異性体、ポリブテンやポリデセンなどの炭化水素ポリマ
ーが挙げられる。好ましい炭化水素ポリマーは、ポリブテン、たとえば、イソブチレンと
ブテンのコポリマーである。商業的に入手可能なこのタイプの材料は、ＢＰ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙのＬ－１４ポリブテンである。
【０１４７】
　液体ポリオレフィンコンディション調整油は、当技術の毛髪直毛化組成物中に使用する
ことができる。液体ポリオレフィンコンディション調整剤は、通常、水素添加されている
ポリ－α－オレフィンである。本明細書で使用するポリオレフィンは、Ｃ４～約Ｃ１４オ
レフィンモノマーの重合によって調製することができる。本明細書における液体ポリオレ
フィンの調製において使用するオレフィンモノマーの非限定的な例としては、エチレン、
プロピレン、１－ブテン、１－ペンテン、１－ヘキセン、１－オクテン、１－デセン、１
－ドデセン、１－テトラデセン、４－メチル－１－ペンテンなどの分岐鎖異性体、および
これらの混合物が挙げられる。開示する技術の一態様では、水素添加α－オレフィンモノ
マーとして、限定はしないが、１－ヘキセンから１－ヘキサデセン、１－オクテンから１
－テトラデセン、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１４８】
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　フッ素化または過フッ素化油も、当技術の範囲内に考えられる。フッ素化油としては、
欧州特許０４８６１３５に記載のペルフルオロポリエーテルおよびＷＯ９３／１１１０３
に記載のフッ化炭化水素化合物が挙げられる。フッ素化（fluoridated）油は、フルオロ
アミン、たとえば、ペルフルオロトリブチルアミンなどのフルオロカーボン、ペルフルオ
ロデカヒドロナフタレン、フルオロエステル、フルオロエーテルなどのフルオロ置換炭化
水素でもよい。
４．天然油
【０１４９】
　天然油コンディショナーも、開示する技術の実施において有用であり、限定はしないが
、ラッカセイ油、ゴマ油、アボカド油、ヤシ油、カカオ脂油、扁桃油、ベニバナ油、トウ
モロコシ油、綿実油、ゴマ油、クルミ油、ヒマシ油、オリーブ油、ホホバ油、パーム油、
パーム核油、大豆油、コムギ胚芽油、亜麻仁油、ヒマワリ種子油；ユーカリ油、ラベンダ
ー油、ベチバー油、アオモジ（litsea,　cubeba）油、レモン油、ビャクダン油、ローズ
マリー油、カモミール油、セイバリー油、ニクズク油、ケイヒ油、ヤナギハッカ油、カラ
ウェー油、オレンジ油、ゼラニウム油、カデ油、ベルガモット油、魚油、グリセロールト
リカプロカプリル酸エステル、およびこれらの混合物が挙げられる。天然油は、皮膚軟化
剤としても利用できる。
５．天然および合成ろう
【０１５０】
　天然および合成ろうコンディション調整剤を、開示する技術の毛髪直毛化組成物中に用
いることができ、限定はしないが、カルナウバろう、カンデリラろう、アルファろう、パ
ラフィンろう、オゾケライトろう、オリーブろう、米ろう、水素添加ホホバろう、蜜ろう
、改質蜜ろう、たとえば、セラベリナワックス（cerabellina　wax）、マリーンワックス
（ｍａｒｉｎｅ　ｗａｘ）、ポリオレフィンろう、たとえば、ポリエチレンろう、および
これらの混合物がこれに含まれる。
６．エステル油
【０１５１】
　エステル油コンディショナーとしては、限定はしないが、少なくとも１０個の炭素原子
を有する脂肪酸エステルが挙げられる。こうした脂肪酸エステルには、脂肪酸またはアル
コールから導かれるエステル（たとえば、モノエステル、多価アルコールエステル、ジ－
およびトリ－カルボン酸エステル）が含まれる。本明細書の脂肪酸エステルは、それに共
有結合した他の適合する官能基、たとえば、アミドおよびアルコキシ部分（たとえば、エ
トキシまたはエーテル結合など）を含むまたは有することもある。
【０１５２】
　典型的な脂肪酸エステルとしては、限定はしないが、イソステアリン酸イソプロピル、
ラウリン酸ヘキシル、ラウリン酸イソヘキシル、パルミチン酸イソヘキシル、パルミチン
酸イソプロピル、オレイン酸デシル、オレイン酸イソデシル、ステアリン酸ヘキサデシル
、ステアリン酸デシル、イソステアリン酸イソプロピル、アジピン酸ジヘキシルデシル、
乳酸ラウリル、乳酸ミリスチル、乳酸セチル、ステアリン酸オレイル、オレイン酸オレイ
ル、ミリスチン酸オレイル、酢酸ラウリル、プロピオン酸セチル、およびアジピン酸オレ
イルが挙げられる。
【０１５３】
　開示する技術の組成物への使用に適する他の脂肪酸エステルは、一般式Ｒ６０Ｃ（Ｏ）
ＯＲ６１［式中、Ｒ６０およびＲ６１は、アルキルまたはアルケニルラジカルであり、Ｒ
６０およびＲ６１にある炭素原子の合計は、開示する技術の一態様では少なくとも１０個
、別の態様では少なくとも２２個である］のモノカルボン酸エステルである。
【０１５４】
　開示する技術の組成物への使用に適する、さらに他の脂肪酸エステルは、カルボン酸の
ジ－およびトリ－アルキルおよびアルケニルエステル、たとえば、Ｃ４～Ｃ８ジカルボン
酸のエステル（たとえば、コハク酸、グルタル酸、アジピン酸のＣ１～Ｃ２２、好ましく
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はＣ１～Ｃ６エステル）である。カルボン酸のジ－およびトリ－アルキルおよびアルケニ
ルエステルの非限定的な詳細な例としては、ステアリン酸イソセチルステアロイル（stea
ryol）、アジピン酸ジイソプロピル、およびクエン酸トリステアリルが挙げられる。
【０１５５】
　開示する技術の組成物への使用に適する他の脂肪酸エステルは、多価アルコールエステ
ルとして公知のものである。そのような多価アルコールエステルとして、アルキレングリ
コールエステル、たとえば、エチレングリコール一および二脂肪酸エステル、ジエチレン
グリコール一および二脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール一および二脂肪酸エステ
ル、プロピレングリコール一および二脂肪酸エステル、ポリプロピレングリコールモノオ
レイン酸エステル、ポリプロピレングリコール２０００モノステアリン酸エステル、エト
キシ化プロピレングリコールモノステアリン酸エステル、グリセリル一および二脂肪酸エ
ステル、ポリグリセロール多脂肪酸エステル、エトキシ化モノステアリン酸グリセリル、
１，３－ブチレングリコールモノステアリン酸エステル、１，３－ブチレングリコールジ
ステアリン酸エステル、ポリオキシエチレンポリオール脂肪酸エステル、ソルビタン脂肪
酸エステル、およびポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステルが挙げられる。
【０１５６】
　適切な合成脂肪酸エステルの非限定的な詳細な例としては、Ｐ－４３（トリメチロール
プロパンのＣ８～Ｃ１０トリエステル）、ＭＣＰ－６８４（３，３ジエタノール－１，５
ペンタジオールのテトラエステル）、ＭＣＰ１２１（アジピン酸のＣ８～Ｃ１０ジエステ
ル）が挙げられ、これらはすべて、ＥｘｘｏｎＭｏｂｉｌ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐ
ａｎｙから入手可能である。
【０１５７】
　炭化水素および天然コンディション調整油、天然および合成のろう、ならびにエステル
油コンディション調整剤の量は、一態様では（組成物の総重量に対して）約０．０５～約
１０重量％、別の態様では約０．５～約５重量％、さらなる態様では約１～約３重量％の
範囲であった。
レオロジー改質剤
【０１５８】
　毛髪線維によく付着する組成物を提供するために、組成物に、組成物の全体としての粘
度を増大させるレオロジー改質剤を含めることができる。組成物の粘度は、毛髪に適用し
たとき、少なくとも４００ｃＰｓ、または少なくとも１０００ｃＰｓ、または少なくとも
２０００ｃＰｓ、または少なくとも３０００ｃＰｓとすることができ、１０，０００ｃＰ
ｓまでとすることができる。
【０１５９】
　粘度を増大させるために、組成物は、合成でも天然でもよい、１種または複数のレオロ
ジー改質剤を含んでよい。
【０１６０】
　例としては、Ｃ１０～Ｃ３２アルコール、たとえば、Ｃ１２～Ｃ２２アルコールなど、
脂肪アルコール、天然油、ならびアクリル酸および／またはメタクリル酸のポリマー、た
とえば、カルボマーが挙げられる。典型的な天然油としては、流動パラフィンとして販売
されることもある、鉱油（主として直鎖および分岐状Ｃ１５～Ｃ４０脂肪族アルカン、少
量のシクロアルカンを含む）が挙げられる。
【０１６１】
　典型的な合成レオロジー改質剤としては、アクリル系ポリマーおよびコポリマーが挙げ
られる。アクリル系レオロジー改質剤の一部類は、単独または他のエチレン不飽和モノマ
ーと組み合わされたアクリル酸のフリーラジカル重合によって生成された、カルボキシル
官能性アルカリ膨潤性およびアルカリ可溶性増粘剤（ＡＳＴ）である。このポリマーは、
溶媒／沈殿ならびに乳化重合技術によって合成することができる。この部類の典型的な合
成レオロジー改質剤としては、アクリル酸またはメタクリル酸のホモポリマー、ならびに
アクリル酸、置換アクリル酸、アクリル酸および置換アクリル酸の塩およびＣ１～Ｃ３０
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アルキルエステルのうちの１種または複数のモノマーから重合されたコポリマーが挙げら
れる。本明細書で定義するとき、置換アクリル酸は、分子のアルファおよび／またはベー
タ炭素原子上に位置する置換基を含み、一態様では、置換基は、Ｃ１～４アルキル、－Ｃ
Ｎ、および－ＣＯＯＨから独立に選択される。必要に応じて、たとえば、スチレン、酢酸
ビニル、エチレン、ブタジエン、アクリロニトリル、ならびにこれらの混合物などの、他
のエチレン不飽和モノマーを主鎖に共重合させてもよい。前述のポリマーは、エチレン不
飽和を含んだ２つまたはそれ超の部分を含むモノマーによって必要に応じて架橋されてい
る。一態様では、架橋剤は、１分子あたり少なくとも２つのアルケニルエーテル基を含む
、多価アルコールのポリアルケニルポリエーテルから選択される。典型的な他の架橋剤は
、スクロースのアリルエーテル、ペンタエリトリトールのアリルエーテル、およびこれら
の混合物から選択される。こうしたポリマーは、米国特許第５，０８７，４４５号、米国
特許第４，５０９，９４９号、および米国特許第２，７９８，０５３号により十分に記載
されている。
【０１６２】
　一態様では、ＡＳＴレオロジー改質剤または増粘剤は、アクリル酸またはメタクリル酸
から重合された架橋ホモポリマーであり、一般に、カルボマーというＩＮＣＩ名で呼ばれ
る。商業的に入手可能なカルボマーとしては、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍ
ａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から入手可能なＣａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ポリマー９３
４、９４０、９４１、９５６、９８０、および９９６が挙げられる。さらなる態様では、
レオロジー改質剤は、アクリル酸、置換アクリル酸、アクリル酸の塩、および置換アクリ
ル酸の塩のうちの１種または複数のモノマーから選択される第１のモノマーと、１種また
は複数のアクリル酸またはメタクリル酸Ｃ１０～Ｃ３０アルキルアクリル酸エステルから
選択される第２のモノマーとから重合された、架橋コポリマーから選択される。一態様で
は、モノマーは、参照により本明細書に援用される米国特許第５，２８８，８１４号に開
示のものなどの立体安定剤の存在下で重合させることができる。前述のポリマーの一部は
、ＩＮＣＩ命名法で、アクリレーツ／Ｃ１０～３０アクリル酸アルキルクロスポリマーと
呼ばれ、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｃ
ａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）１３４２および１３８２、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）Ｕ
ｌｔｒｅｚ２０および２１、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録商標）ＥＴＤ２０２０、Ｐｅｍｕｌ
ｅｎ（登録商標）ＴＲ－１およびＴＲ－２の商品名で商業的に入手可能である。
【０１６３】
　別の態様では、補助レオロジー改質剤は、米国特許第７，２０５，２７１号に開示のと
おりの架橋された直鎖状ポリ（ビニルアミド／アクリル酸）コポリマーでよく、この開示
は、参照により本明細書に援用される。
【０１６４】
　組成物への使用に適する別の部類の合成レオロジー改質剤としては、一般に、疎水変性
アルカリ膨潤性およびアルカリ可溶性エマルション（ＨＡＳＥ）ポリマーと呼ばれる、疎
水変性ＡＳＴが挙げられる。典型的なＨＡＳＥポリマーは、ｐＨ感応性または親水性モノ
マー（たとえば、アクリル酸および／またはメタクリル酸）と、疎水性モノマー（たとえ
ば、アクリル酸および／またはメタクリル酸のＣ１～Ｃ３０アルキルエステル、アクリロ
ニトリル、スチレン）と、「会合性モノマー」と、任意選択の架橋性モノマーとから重合
されたラジカル付加ポリマーである。会合性モノマーは、エチレン不飽和のある重合性末
端基、疎水性末端基を終端とする非イオン性の親水性中間部を含む。非イオン性の親水性
中間部は、ポリオキシアルキレン基、たとえば、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレン
オキシド、またはポリエチレンオキシド／ポリプロピレンオキシド区分の混合物を含む。
終端の疎水性末端基は通常、Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分である。典型的な脂肪族部分は、直
鎖および分岐状アルキル置換基、直鎖および分岐状アルケニル置換基、炭素環置換基、ア
リール置換基、アラルキル置換基、アリールアルキル置換基、およびアルキルアリール置
換基から選択される。一態様では、会合性モノマーは、ポリエトキシ化および／またはポ
リプロポキシ化脂肪族アルコール（通常、分岐または非分岐Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分を含
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む）を、カルボン酸基を含んだエチレン不飽和モノマー（たとえば、アクリル酸、メタク
リル酸）、不飽和環状無水物モノマー（たとえば、無水マレイン酸、無水イタコン酸、無
水シトラコン酸）、モノエチレン不飽和モノイソシアネート（たとえば、α，α－ジメチ
ル－ｍ－イソプロペニルベンジルイソシアネート）、またはヒドロキシル基を含んだエチ
レン不飽和モノマー（たとえば、ビニルアルコール、アリルアルコール）と縮合させるこ
と（たとえば、エステル化またはエーテル化）により調製できる。ポリエトキシ化および
／またはポリプロポキシ化脂肪族アルコールは、Ｃ８～Ｃ４０脂肪族部分を含むモノアル
コールのエチレンオキシドおよび／またはプロピレンオキシド付加物である。Ｃ８～Ｃ４

０脂肪族部分を含むアルコールの非限定的な例は、カプリルアルコール、ｉｓｏ－オクチ
ルアルコール（２－エチルヘキサノール）、ペラルゴンアルコール（１－ノナノール）、
デシルアルコール、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セチルアルコール、セ
テアリルアルコール（Ｃ１６～Ｃ１８モノアルコールの混合物）、ステアリルアルコール
、イソステアリルアルコール、エライジルアルコール、オレイルアルコール、アラキジル
アルコール、ベヘニルアルコール、リグノセリルアルコール、セリルアルコール、モンタ
ニルアルコール、メリシル、ラセリルアルコール、ゲジルアルコール、およびＣ２～Ｃ２

０アルキル置換フェノール（たとえば、ノニルフェノール）などである。
【０１６５】
　典型的なＨＡＳＥポリマーは、米国特許第３，６５７，１７５号、第４，３８４，０９
６号、第４，４６４，５２４号、第４，８０１，６７１号、および第５，２９２，８４３
号で開示されている。加えて、ＨＡＳＥポリマーについての幅広い論評が、Gregory　D.
　Shay、２５章、「Alkali-Swellable　and　Alkali-Soluble　Thickener　Technology　
A　Review」、Polymers　in　Aqueous　Media　-　Performance　Through　Association
、Advances　in　Chemistry　Series　223、J.　Edward　Glass（編）、ACS、４５７～４
９４頁、Division　Polymeric　Materials、Washington,　DC（１９８９年）において見
出され、その関連する開示は、参照により本明細書に援用される。商業的に入手可能なＨ
ＡＳＥポリマーは、Ｒｏｈｍ＆Ｈａａｓから、Ａｃｕｌｙｎ（登録商標）２２（ＩＮＣＩ
名：アクリレーツ／ステアレス－２０メタクリレートコポリマー）、Ａｃｕｌｙｎ（登録
商標）４４（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ－１５０／デシルアルコール／ＳＭＤＩコポリマー）、
Ａｃｕｌｙｎ４６（登録商標）（ＩＮＣＩ名：ＰＥＧ－１５０／ステアリルアルコール／
ＳＭＤＩコポリマー）、およびＡｃｕｌｙｎ（登録商標）８８（ＩＮＣＩ名：アクリレー
ツ／ステアレス－２０メタクリレートクロスポリマー）の商品名で、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　
Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｎｏｖｅｔｈｉｘ（商標）Ｌ－
１０（ＩＮＣＩ名：アクリレーツ／ベヘネス－２５メタクリレートコポリマー）の商品名
で販売されている。
【０１６６】
　別の実施形態では、酸膨潤性会合性ポリマーを、開示する技術の疎水変性カチオン性ポ
リマーと一緒に使用することができる。このようなポリマーは、一般に、カチオン性およ
び会合性の特徴を有する。こうしたポリマーは、酸感応性アミノ置換親水性モノマー（た
とえば、ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリレートまたは（メタ）アクリルアミド
）、会合性モノマー（上で定義している）と、低級アルキル（メタ）アクリレート、また
は（メタ）アクリル酸のヒドロキシアルキルエステル、ポリエチレングリコールのビニル
および／またはアリルエーテル、ポリプロピレングリコールのビニルおよび／またはアリ
ルエーテル、ポリエチレングリコール／ポリプロピレングリコールのビニルおよび／また
はアリルエーテル、（メタ）アクリル酸のポリエチレングリコールエステル、（メタ）ア
クリル酸のポリプロピレングリコールエステル、（メタ）アクリル酸のポリエチレングリ
コール／ポリプロピレングリコールエステル、ならびにこれらの組合せから選択される他
のフリーラジカル重合性コモノマーとを含むモノマー混合物から重合されたフリーラジカ
ル付加ポリマーである。これらのポリマーは、必要に応じて架橋されていてもよい。酸感
応性とは、アミノ置換基が、通常は０．５～６．５の範囲である低いｐＨ値でカチオン性
になることを意味する。典型的な酸膨潤性会合性ポリマーは、Ａｋｚｏ　Ｎｏｂｅｌから
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、Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ（登録商標）Ｐｌｕｓ（ＩＮＣＩ名：アクリレーツ／アミノアクリ
レーツ／Ｃ１０～Ｃ３０アルキルＰＥＧ－２０イタコネート）の商品名で、Ｌｕｂｒｉｚ
ｏｌ　Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、Ｃａｒｂｏｐｏｌ（登録
商標）Ａｑｕａ　ＣＣ（ＩＮＣＩ名：ポリアクリレーツ－１クロスポリマー）の商品名で
商業的に入手可能である。一態様では、酸膨潤性ポリマーは、１種または複数の、（メタ
）アクリル酸Ｃ１～Ｃ５アルキルエステル、Ｃ１～Ｃ４ジアルキルアミノＣ１～Ｃ６アル
キルメタクリレート、ＰＥＧ／ＰＰＧ－３０／５アリルエーテル、ＰＥＧ２０－２５Ｃ１

０～Ｃ３０アルキルエーテルメタクリレート、ヒドロキシＣ２～Ｃ６アルキルメタクリレ
ートのコポリマーが、エチレングリコールジメタクリレートで架橋されたものである。有
用な他の酸膨潤性会合性ポリマーは、米国特許第７，３７８，４７９号で開示されている
。
【０１６７】
　疎水変性アルコキシ化メチルグルコシド、たとえば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ａｄｖａｎｃ
ｅｄ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓ，Ｉｎｃ．から、それぞれ、Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（登録商標）
ＤＯＥ－１２０、Ｇｌｕｃａｍａｔｅ（商標）ＬＴ、およびＧｌｕｃａｍａｔｅ（商標）
ＳＳＥ－２０の商品名で入手可能な、ジオレイン酸ＰＥＧ－１２０メチルグルコース、ト
リオレイン酸ＰＥＧ－１２０メチルグルコース、セスキステアリン酸ＰＥＧ－２０メチル
グルコースも、レオロジー改質剤として適する。
【０１６８】
　樹木および潅木浸出液から得られる多糖、たとえば、アラビアゴム、ガッティゴム（gu
m　gahatti）、トラガカントゴム、ならびにペクチン；アルギン酸やカラゲナン（たとえ
ば、ラムダ、カッパ、イオタ、およびその塩）などの海藻抽出物、寒天などの藻類抽出物
；キサンタン、ゲラン、ウェラン（wellan）などの微生物多糖；エチルヘキシルエチルセ
ルロース、ヒドロキシブチルメチルセルロース、ヒドロキシエチルメチルセルロース、ヒ
ドロキシプロピルメチルセルロース、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロース、
ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロースなどのセルロースエーテル
；コロハガム、カッシアガム、ローカストビーンガム、タラガム、グアーガムなどのポリ
ガラクトマンナン；トウモロコシデンプン、タピオカデンプン、コメデンプン、コムギデ
ンプン、ジャガイモデンプン、ソルガムデンプンなどのデンプンも、本明細書における組
成物に適切なレオロジー改質剤として用いることができる。
【０１６９】
　レオロジー改質剤は、単独で、または組み合わせて使用することができ、組成物の総重
量に対して、活性成分ベースで、０．００１～５０重量％、たとえば、少なくとも０．１
重量％、または少なくとも１重量％、たとえば２０重量％まで、または１０重量％まで、
または３重量％までの合計濃度で組成物中に存在してよい。
ｐＨ調整剤
【０１７０】
　組成物のｐＨは、一態様では１．５～９．５、第２の態様では少なくとも４．５、第３
の態様では少なくとも５．５、第４の態様では少なくとも６．５、第５の態様では少なく
とも７．０、第６の態様では少なくとも７．５、第７の態様では少なくとも８．０、第８
の態様では少なくとも８．５、第９の態様では少なくとも９．０、第１０の態様では少な
くとも９．５の範囲でよい。所望のｐＨとするために、組成物は、有機および無機の酸お
よび塩基から選択される１種または複数のｐＨ調整剤で調整してよい。
【０１７１】
　組成物のｐＨは、当業者に公知である酸性および／または塩基性ｐＨ調整剤のいずれか
の組合せによって調整することができる。酸性の材料としては、有機酸および無機酸、詳
細には、モノカルボン酸、ジカルボン酸、およびトリカルボン酸、たとえば、酢酸、クエ
ン酸、酒石酸、アルファ－ヒドロキシ酸、ベータ－ヒドロキシ酸、サリチル酸、乳酸、リ
ンゴ酸、グリコール酸、アミノ酸、および天然果実酸、または無機酸、たとえば、塩酸、
硝酸、硫酸、スルファミン酸、リン酸、ならびにこれらの組合せが挙げられる。
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【０１７２】
　塩基性の材料には、無機および有機の塩基、ならびにその組合せが含まれる。無機塩基
の例としては、限定はしないが、アルカリ金属水酸化物（たとえば、水酸化カリウム、水
酸化ナトリウム）、アルカリ金属炭酸塩（たとえば、炭酸カリウム、炭酸ナトリウム）、
およびホウ酸ナトリウム（ホウ砂）、リン酸ナトリウム、ピロリン酸ナトリウムなどのア
ルカリ金属塩、ならびにこれらの混合物が挙げられる。有機塩基の例としては、水酸化ア
ンモニウム、トリエタノールアミン（ＴＥＡ）、ジイソプロパノールアミン、トリイソプ
ロパノールアミン、アミノメチルプロパノール、ドデシルアミン、コカミン、オレアミン
、モルホリン、トリアミルアミン、トリエチルアミン、テトラキス（ヒドロキシプロピル
）エチレンジアミン、Ｌ－アルギニン、アミノメチルプロパノール、トロメタミン（２－
アミノ２－ヒドロキシメチル－１，３－プロパンジオール）、およびＰＥＧ－１５コカミ
ンが挙げられる。
保存剤
【０１７３】
　一態様では、身だしなみケアにおける使用に適するどんな保存剤も、毛髪をまっすぐに
する組成物に使用することができる。適切な保存剤としては、ポリメトキシ二環式オキサ
ゾリジン、メチルパラベン、プロピルパラベン、エチルパラベン、ブチルパラベン、ベン
ジルトリアゾール、ＤＭＤＭヒダントイン（１，３－ジメチル－５，５－ジメチルヒダン
トインとしても公知）、イミダゾリジニル尿素、フェノキシエタノール、フェノキシエチ
ルパラベン、メチルイソチアゾリノン、メチルクロロイソチアゾリノン、ベンゾイソチア
ゾリノン、トリクロサン、および上述のとおりの適切なポリクアテルニウム化合物（たと
えば、ポリクアテルニウム１）が挙げられる。
【０１７４】
　別の態様では、酸系保存剤が、典型的な組成物において有用である。酸系保存剤の使用
により、低いｐＨ範囲での製品の配合が容易になる。配合物のｐＨを下げることで、直毛
化の過程に適合することに加えて、微生物の成長にとって過酷な環境が本質的にもたらさ
れる。その上、低いｐＨでの配合により、酸系保存剤の効力は増強され、肌において酸性
のｐＨバランスを維持する身だしなみケア製品が得られる。身だしなみケア製品において
有用であるどんな酸系保存剤も、典型的な組成物において使用することができる。一態様
では、酸保存剤は、式：Ｒ３Ｃ（Ｏ）ＯＨ［式中、Ｒ３は、水素、１～８個の炭素原子を
含む飽和および不飽和ヒドロカルビル基、またはＣ６～Ｃ１０アリールを表す］で表され
るカルボン酸化合物である。別の態様では、Ｒ３は、水素、Ｃ１～Ｃ８アルキル基、Ｃ２

～Ｃ８アルケニル基、またはフェニルから選択される。典型的な酸は、限定はしないが、
ギ酸、酢酸、プロピオン酸、ソルビン酸、カプリル酸、安息香酸、およびこれらの混合物
である。
【０１７５】
　別の態様では、適切な酸として、限定はしないが、シュウ酸、コハク酸、グルタル酸、
アジピン酸、アゼライン酸、マレイン酸、フマル酸、乳酸、グリセリン酸、タルトロン酸
　リンゴ酸、酒石酸、グルコン酸、クエン酸、アスコルビン酸、サリチル酸、フタル酸、
マンデル酸、ベンジル酸、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１７６】
　前述の酸の塩も、低いｐＨ値での効力が保持される限り、有用である。適切な塩として
は、上で列挙した酸のアルカリ金属（たとえば、ナトリウム、カリウム、カルシウム）お
よびアンモニウム塩が挙げられる。
【０１７７】
　酸系保存剤および／またはその塩は、単独で、または身だしなみケア、ホームケア、健
康管理、施設および工業衛生製品において通常用いられる非酸性保存剤と組み合わせて使
用することができる。
【０１７８】
　保存剤は、一態様では、毛髪直毛化組成物の総重量の０．０１重量％～３．０重量％、
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または０．１重量％～１重量％、または０．３重量％～１重量％を占めてよい。
キレート剤
【０１７９】
　金属イオンの有害な影響に対して組成物を安定化するのに、キレート剤を用いることが
できる。利用する場合、適切なキレート剤としては、ＥＤＴＡ（エチレンジアミン四酢酸
）およびＥＤＴＡ二ナトリウムなどのその塩、クエン酸およびその塩、シクロデキストリ
ンなど、およびこれらの混合物が挙げられる。
【０１８０】
　そのような適切なキレート剤は、毛髪直毛化組成物の総重量の０．００１重量％～３重
量％、たとえば、０．０１重量％～２重量％、または０．０１重量％～１重量％を占めて
よい。
噴射剤
【０１８１】
　所望される場合では、たとえば、毛髪直毛化および／または毛髪直毛化補助剤構成材料
を、エアロゾルスプレー、ムース、またはゲルの形で一定量供給するための、公知のいず
れかのエアロゾル噴射剤を利用して、毛髪直毛化組成物を、まっすぐにしようとする毛髪
の表面に送達してもよい。典型的な噴射剤としては、Ｃ３～Ｃ６直鎖および分岐鎖炭化水
素などの低沸点炭化水素が挙げられる。典型的な炭化水素噴射剤には、プロパン、ブタン
、イソブテン、およびこれらの混合物が含まれる。適切な他の噴射剤としては、ジメチル
エーテルなどのエーテル、１，１－ジフルオロエタンなどのフッ化炭化水素、および空気
や二酸化炭素などの圧縮気体が挙げられる。
【０１８２】
　一態様では、こうした組成物は、組成物の総重量に対して、０．１重量％～６０重量％
、または０．５～３５重量％の噴射剤を含有してよい。
植物性物質
【０１８３】
　毛髪直毛化組成物は、１種または複数の植物性物質を含有してよい。適切な植物性物質
として、たとえば、エキナセア（たとえば、ｓｐ．ａｎｇｕｓｔｉｆｏｌｉａ、ｐｕｒｐ
ｕｒｅａ、ｐａｌｌｉｄａ）、ｙｕｃｃａ　ｇｌａｕｃａ、ヤナギソウ、バジルの葉、タ
ーキッシュオレガノ（Turkish　oregano）、ニンジンの根、グレープフルーツ、フェンネ
ル種子、ローズマリー、ウコン（tumeric）、タイム、ブルーベリー、ピーマン、ブラッ
クベリー、スピルリナ、クロフサスグリ果実、チャの葉、たとえば、中国茶、紅茶（たと
えば、フラワリーオレンジペコ、ゴールデンフラワリーオレンジペコ、ファインティッピ
ーゴールデンフラワリーオレンジペコの種類）、緑茶（たとえば、日本種、グリーンダー
ジリン種）、ウーロン茶、コーヒー豆、タンポポの根、ナツメヤシ果実、イチョウ葉、緑
茶、サンザシ漿果、カンゾウ、杏仁、セージ、イチゴ、スイートピー、トマト、ヒマワリ
種子抽出物、ビャクダン抽出物、ブドウ種子、アロエの葉、バニラ果実、コンフリー、ア
ルニカ、Ｃｅｎｔｅｌｌａ　ａｓｉａｔｉｃａ、ヤグルマソウ、トチノキ、キヅタ、Ｍａ
ｃａｄａｍｉａ　ｔｅｒｎｉｆｏｌｉａ種子、モクレン、カラスムギ、パンジー、タツナ
ミソウ、シーバックソーン（seabuckthorn）、ホワイトネトル（white　nettle）、およ
びウィッチヘーゼルの抽出物を挙げることができる。植物抽出物には、たとえば、クロロ
ゲン酸、グルタチオン、グリチルリチン（glycrrhizin）、ネオヘスペリジン、ケルセチ
ン、ルチン、モリン、ミリセチン、アブサン、およびカモミールも含めてよい。
【０１８４】
　一態様では、毛髪直毛化組成物は、上述の植物性抽出物の１種または複数を、組成物の
総重量に対して、約０．０１～約１０重量％、別の態様では約０．０５～約５重量％、さ
らに別の態様では約０．１～約３重量％、さらなる態様では約０．５～約１重量％含有し
てよい。
アミノ酸
【０１８５】
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　本明細書で提供する毛髪直毛化組成物は、１種または複数の、グアニジン部分を含まな
いアミノ酸を含有してよい。使用できるアミノ酸の例としては、限定はせず、カプリルケ
ラチンアミノ酸、カプリルシルクアミノ酸、ホホバアミノ酸、ケラチンアミノ酸、パルミ
トイルケラチンアミノ酸、パルミトイルシルクアミノ酸、ナトリウムココイルアミノ酸、
ナトリウムココイルシルクアミノ酸、および甘扁桃アミノ酸が挙げられる。
【０１８６】
　毛髪直毛化組成物は、適量のアミノ酸を含んでよい。アミノ酸の量は、一態様では、組
成物の総重量に対して約０．００１～約５重量％、別の態様では約０．０１パーセント～
約３重量％、さらに別の態様では約０．１～約２重量％、さらなる態様では約０．５～約
１重量％の範囲である。
ビタミン
【０１８７】
　毛髪直毛化組成物は、１種または複数のビタミンを含有してよい。使用できるビタミン
の例としては、限定はせず、ナイアシンアミド、オクテニルコハク酸デンプンナトリウム
、パントテン酸カルシウム、マルトデキストリン、アスコルビルリン酸ナトリウム、酢酸
トコフェロール、ピリドキシンＨＣｌ、シリカ、パンテノール（たとえば、プロビタミン
Ｂ５）、フィタントリオール、パントテン酸カルシウム（たとえば、ビタミンＢ５）、ビ
タミンＥ、およびビタミンＥエステル（たとえば、酢酸トコフェリル、トコフェリルニコ
チネート（tocopheryl　nocotinate）、トコフェリルパルミテート、またはトコフェリル
レチノエート）が挙げられる。
【０１８８】
　本明細書で提供する毛髪ケア組成物は、いずれかの量のビタミンを含んでよい。ビタミ
ンの量は、一態様では、組成物の総重量に対して約０．０５～約１０重量％、別の態様で
は約０．１～約５重量％、さらに別の態様では約０．５～約３重量％、さらなる態様では
約０．７５～約１重量％の範囲でよい。
着香剤および香料
【０１８９】
　毛髪直毛化組成物中の種々の構成材料のいずれかの匂いを隠し、または組成物に美的に
心地よい香りを与えるために、典型的な組成物において使用してよい着香剤および香料構
成材料。一態様では、適切な着香剤および香料には、天然および合成の着香剤、香料、芳
香、エッセンス、および香りを発する他のいずれかの物質が含まれる。天然着香剤として
は、花（たとえば、ユリ、ラベンダー、バラ、ジャスミン、ネロリ、イランイラン）、茎
および葉（ゼラニウム、パチョリ、プチグレン、ペパーミント）、果実（アニス、コリア
ンダー、フェンネル、メース、ネズ）、果皮（ベルガモット、レモン、オレンジ）、根（
アンゼリカ、セロリ、カルダモン、コスタス、アヤメ、ショウブ）、木（マツノキ、ビャ
クダン、ユソウボク、ヒマラヤスギ、シタン、シナモン）、ハーブおよびイネ科草本（タ
ラゴン、レモングラス、セージ、タイム）、針葉および小枝（トウヒ、マツ、欧州アカマ
ツ、ストーンパイン（stone　pine））、樹脂およびバルサム（ガルバヌム、エレミ、安
息香、ミルラ、乳香、オポパナックス）からの油抽出物など、植物生まれのものと、ジャ
コウ、レイビョウコウ、カイリコウ、アンバーグリスなど、動物生まれのもの、ならびに
これらの混合物がある。
【０１９０】
　合成着香剤および香料の例は、酢酸ベンジル、イソ酪酸フェノキシエチル（phenoxyeth
yl　isobutylate）、酢酸ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルシクロヘキシル、酢酸リナリル、酢酸ジ
メチルベンジルカルビニル、酢酸フェニルエチル、安息香酸リナリル、ギ酸ベンジル、グ
リシン酸エチルメチルフェニル、プロピオン酸アリルシクロヘキシル、プロピオン酸スチ
ラリル、およびサリチル酸ベンジル；ベンジルエチルエーテル；８～１８個の炭素原子を
有する直鎖アルカナール、シトラール、シトロネラール、シトロネリルオキシアルデヒド
、シクラメンアルデヒド、ヒドロキシシトロネラール、リリアール、およびボウゲオナー
ル；イオノン化合物、α－イソメチルイオノン、およびメチルセドリルケトン；アネトー
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ル、シトロネロール、オイゲノール、イソオイゲノール、ゲラニオール、ラバンジュロー
ル、ネロリドール、リナロール、フェニルエチルアルコール、およびテルピネオール、ア
ルファ－ピネン、テルペン（たとえば、リモネン）、およびバルサム、ならびにこれらの
混合物を含めて、芳香族エステル、エーテル、アルデヒド、ケトン、アルコール、および
炭化水素である。
【０１９１】
　用いる着香剤または香料の量は、特定の匂いを隠し、または所望の美的に心地よい香気
、香り、または芳香を与えるのに適するいずれかの量でよい。一態様では、着香剤の量は
、組成物の総重量に対して、約０．０５～約１０重量％、別の態様では約０．１～約５重
量％、さらに別の態様では約０．５～約３．５重量％、さらなる態様では約１～約２．５
重量％の範囲でよい。
整髪剤
【０１９２】
　典型的な熱活性化型薬剤に加えて、シリコーンおよびシロキサンの２－エチル－４，５
－ジヒドロオキサゾールホモポリマー、硫酸エチルとの３－アミノプロピルメチル、ジメ
チル反応生成物などのポリマー固定剤、たとえば、ポリシリコーン－９、ならびにポリア
クリル酸およびポリアクリル酸ナトリウムポリマー固定剤などの皮膜形成ポリマー、たと
えば、Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒｐ．から入手可能なＦｉｘａｔｅ（商標）ＲＳＰを始め
とする、整髪剤を含めてもよい。
【０１９３】
　整髪剤は、組成物中に、０．００１重量％～２０重量％、たとえば、少なくとも０．１
重量％、または５重量％まで存在してよい。
緩衝剤
【０１９４】
　典型的な組成物中に、緩衝剤を使用することができる。適切な緩衝剤としては、アルカ
リまたはアルカリ土類金属炭酸塩、リン酸塩、炭酸水素塩、クエン酸塩、ホウ酸塩、酢酸
塩、酸無水物、コハク酸塩など、たとえば、リン酸ナトリウム、クエン酸ナトリウム、酢
酸ナトリウム、炭酸水素ナトリウム、炭酸ナトリウムが挙げられる。
【０１９５】
　本明細書において有用な他の補助剤構成材料として、ベンゾフェノン－４などのＵＶ吸
収剤を挙げることができる。
【０１９６】
　加えて、以下の実施例が示すとおり、接触時間、加熱温度、および毛髪に加熱装置を滑
らせるスピード（滑動速度）など、選択した過程によって、組成物構成材料およびその量
の選択が左右される場合もある。
【０１９７】
　半永久的な毛髪直毛化組成物は、加圧容器や非加圧容器などの適切な包装形態、たとえ
ば、缶、ボトル、小包装、アンプル、広口瓶、チューブなどから用意し、一定量を供給す
ることができる。スプレー組成物は、指で動かされるポンプ装置から、噴射剤を含有する
加圧されたエアロゾルスプレー、ムース、霧、および泡として、または加圧されていない
、機械的に噴射されるスプレーおよび泡として、一定量を供給することができる。
【０１９８】
　典型的な組成物を毛髪に対して利用すると、熱の使用によって、優れた直毛化効果を付
与することができる。施術方法は、毛髪をまず組成物でコーティングするステップを含む
。このステップは、ブラシ、櫛、スポンジ、パッド、布、指（たとえば手袋をはめて）な
どの、毛髪線維を組成物でコーティングするのに適するどんな塗布具で行ってもよい。組
成物は、熱活性化型薬剤が線維に浸透するのに十分な接触期間、たとえば、数分、たとえ
ば、少なくとも５分もしくは少なくとも１０分、または少なくとも２０分、または少なく
とも３０分、または少なくとも４０分、または少なくとも４５分、かつ６０分までの間、
毛髪と接触させておく。最適な接触時間は、熱活性化型薬剤の濃度、選択されたグアニジ
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ン部分を含む補助剤、加熱段階で毛髪との接触に使用する加熱装置の温度などの要素に応
じて様々となりうる。
【０１９９】
　熱は、構造（１）の熱活性化型薬剤を活性化するのに十分な温度、たとえば、少なくと
も１８５℃、または少なくとも１９０℃、または少なくとも２００℃、または少なくとも
２０５℃、または少なくとも約２１０℃、または少なくとも２１５℃、または２２０℃ま
で、または２２５℃まで、または２３０℃までの温度を提供する加熱装置で適用すること
ができる。加熱装置は、所望の形状変更、たとえば、毛髪束の長さの少なくとも５％、ま
たは少なくとも１０％の伸長を実現するのに十分な時間にわたり、毛髪と接触した状態で
保持される。時間は、毛髪の含水量、加熱装置の温度、熱活性化型毛髪直毛化組成物の濃
度などのいくつかの要素に応じて決まるが、一般に、長さ１センチメートルずつの毛髪に
ついて、合計で、少なくとも１０秒、または少なくとも１もしくは２分である。加熱装置
の例としては、平型または丸型アイロン、マイクロ波生成装置、赤外線放射源などが挙げ
られる。たとえば、平型または丸型アイロンの場合では、加熱装置は、たとえば電力源に
よって、少なくとも１８０℃、または少なくとも１９０℃、または少なくとも２００℃、
または少なくとも２０５℃、または少なくとも約２１０℃、かつ２３０℃まで、または２
２５℃まで、または２２０℃までの表面温度に上昇させられる、（線維と接触する）少な
くとも１つの表面を有する。
【０２００】
　毛髪束の温度は、たとえば、毛髪束内に置かれた電熱対で測定することができ、加熱装
置で加熱する間、少なくとも１５０℃または少なくとも１７０℃の温度に達してよい。
【０２０１】
　必要に応じて、加熱段階の際にケラチン線維の温度を上昇させ、かつ／または蒸気の相
当な放出を回避するために、毛髪を、直毛化組成物で処理した後、かつ熱を適用する前に
、ある程度乾かしてもよい。部分的な乾燥は、たとえば、ヘアドライヤー、約１００℃の
温度の乾燥用フードでのドライヤー乾燥、自然乾燥、タオルドライなどによって実現する
ことができる。たとえば、加熱装置で熱を適用する前に、組成物の含水量を、１０重量％
またはそれ未満、たとえば、約２重量％に減らすことができる。一般に、乾燥は、毛髪に
塗布された熱活性化型薬剤の少なくとも一部または全部を保持しつつ、溶媒が除去される
ように行う。またこの理由のため、典型的な実施形態における塗布段階と加熱段階の合間
には、毛髪を（たとえば、水または他の水溶液で）すすぎ洗浄しない。
【０２０２】
　毛髪と接触するアイロンの端は、一般に、２つの平らな表面を有する。こうした２つの
平らな表面は、金属製またはセラミック製でよい。表面は、平滑でも、刻み目があっても
よい。アイロンの適用は、毛髪の長さを数秒単位で分けて次々と滑り降ろしていく、また
は徐々に動かすもしくは止め具に沿って滑らせるなどして行うことができる。典型的な過
程におけるアイロンの適用は、１回または複数の動作、たとえば、少なくとも５回の動作
、または少なくとも１０回の動作、または少なくとも１２回の動作、または少なくとも１
５回の動作で、根元から毛先へと継続的な動きで実施する。平型アイロンなどの加熱装置
を毛髪の根元から先端へと滑らせるスピードは、少なくとも１ｃｍ／秒、または少なくと
も２ｃｍ／秒／動作、または少なくとも約２．５ｃｍ／秒／動作、または少なくとも３ｃ
ｍ／秒／動作、または少なくとも４ｃｍ／秒／動作でよい。
【０２０３】
　いかなる特定の理論に拘束されるつもりはないが、熱い平型アイロンによって、硬質な
α－ケラチンが軟化し、毛髪線維がまっすぐになり、また相乗作用的に、平型アイロンが
与える熱によって、環状カーボネート（または構造（Ｉ）に従う他の熱活性化型薬剤）と
毛髪線維のアミン基との反応（たとえば、架橋または他の修飾反応）が活性化される結果
、ことによると、Ｎ、Ｎ’－二置換尿素結合が生じることが示唆される。この結果、新た
に形成された形状が固定される。
【０２０４】
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　試験の結果からは、とりわけ、水溶液などのエチレンカーボネートが、毛髪線維に容易
に浸透し、１８５℃より高温、たとえば約２１０℃の平型アイロンを介して、硬いタンパ
ク質性の材料と反応しうることが示唆される。試験で使用した縮れた毛髪束は、一度まっ
すぐになると、一態様では１２回のシャンプー洗髪サイクルまで、別の態様では２４回の
シャンプー洗髪サイクルまで、さらに別の態様では３０回のシャンプー洗髪サイクルまで
、さらなる態様では３６回のシャンプー洗髪サイクルまで、またさらなる態様では５０回
のシャンプー洗髪サイクルまで持ちこたえることができる。まっすぐになった毛髪束は、
輝いて見え、滑らかですべすべとした感触であり、悪臭がしない。一実施形態では、プロ
ピレンカーボネートおよびグリセロールカーボネートは、構造（Ｉ）の他の熱活性化型薬
剤または他のケラチン架橋剤と組み合わせて使用することができる。加えて、プロピレン
カーボネートおよびグリセロールカーボネートは、エチレンカーボネートを可溶化する優
れた溶媒／希釈剤でもある。
【０２０５】
　グアニジン部分を含む補助剤と組み合わされたアルキレンカーボネート、特にエチレン
カーボネートは、有効な毛髪直毛化組成物であることが発見された。手短に述べると、エ
チレンカーボネートおよびグアニジン部分を含むを含有する組成物を縮毛または波状毛に
適用した後、（たとえば、２１０℃以下で）熱平型アイロン処理を施すと、その形状を望
み通りに効果的に変更する（まっすぐにする）ことができ、その形状は、数日から数週間
（たとえば、５０回のシャンプー洗浄または約４か月に相当）、その元の縮れまたは波状
の状態に戻ることなく、持続しうる。これは、ホルムアルデヒドを主体とする配合に比べ
て甚だ優るとも劣らない。
【０２０６】
　例として、本組成物および過程によって、以下の特性の一部または全部が提供される。
１．平型アイロン加熱装置によって活性化されて、まっすぐで、滑らかで、艶のある毛髪
が作り出される。
２．少なくとも２４回のシャンプー洗髪を経て、また（毎週３回のシャンプー洗髪を行う
消費者について）８または１２週間まで、スタイルを保持し、５０回のシャンプー洗浄も
しくは約４か月相当まで、またはより長くなる場合もある。
３．高い湿度に耐性がある。
４．既存の、ホルムアルデヒドを主体とする毛髪直毛化組成物より、毛髪に対する熱損傷
が少ない。
５．揮発性有機化合物（ＶＯＣ）が少ないまたはゼロである。
６．ホルムアルデヒド不使用である。
７．地毛および化学的処理を受けた毛髪を含めて、すべての毛髪タイプに適用できる。
８．美容室での適用に加えて家庭での使用に適する。
【０２０７】
　典型的な実施形態の範囲を限定する意図はなく、以下の実施例によって、実施例組成物
の有効性を実証する。
【実施例】
【０２０８】
　以下の実施例において、毛髪タイプおよび縮れ具合は、Ｌ’Ｏｒｅａｌが発表した定義
に基づく（Roland　de　la　Mettrieら、「Shape　Variability　and　Classification　
of　Human　Hair:　A　Worldwide　Approach」、Human　Biology、２００７年７月）。こ
の定義では、Ｉを最もまっすぐとし、ＶＩＩＩを稠密な非常に縮れた毛髪とする、Ｉ～Ｖ
ＩＩＩの数字が毛髪に割り当てられる。一般に、本明細書で使用した毛髪サンプルは、当
初、タイプＩＩＩ～ＩＶ（縮毛）として分類された。熱による直毛化後、毛髪束は通常、
タイプＩ（直毛）になる。しかし、３回のシャンプー洗髪サイクルの後、毛髪束が弛緩し
てタイプＩＩになる場合、これを波状（緩んだ）とみなすことができる。
【０２０９】
　頭部にある人毛を模するために、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｈａｉｒ　Ｉｍｐｏｒ
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毛髪束（タイプＩＩＩ～ＩＶに分類されたもの）を入手した。個々の各毛髪束は、重量が
約２．５ｇであり、根元の端が締め具で締められている。各束は、概ね、長さ１７ｃｍ（
自然な縮れた状態）、締め付けられた端で幅２ｃｍの寸法である。
【０２１０】
　熱活性化型毛髪直毛化組成物を、溶液への浸漬またはクリームシャーシ（cream　chass
i）適用によって毛髪束に適用した後、熱処理し、次いで洗髪堅牢度について評価する。
　（実施例１～１７）
（溶液浸漬適用）
毛髪束の調製
【０２１１】
　浸漬する前に、各毛髪束を、市販のクレンジングシャンプー（たとえば、ＶＯ５（商標
）またはＳｕａｖｅ（商標）シャンプー）でシャンプー洗浄する。シャンプー（２．５ｇ
）を各毛髪束につけ、３０秒間束にやさしく揉み込んだ後、温かい水道水（３５～３８℃
）を流しかけながら６０秒間十分にすすぐ。洗髪された各毛髪束を、相対湿度５０％の条
件下、室温（２３℃）で一晩かけて乾かす。次いで、乾かした毛髪束を、温かい水道水（
３５～３８℃）を流しかけながら３０秒間かけて湿らせる。各束を、手袋をはめた人差し
指と中指で挟み、束を根元の端から毛先へと指の間でやさしくしごくことにより、余分な
水を除去する。
溶液浸漬処理
【０２１２】
　表１に示す所望の試験量のアルキレンカーボネート（直毛化剤）およびグアニジン部分
を含む化合物（補助剤）を脱イオン水に溶解させることにより、試験毛髪直毛化組成物の
水性溶媒系溶液を調製する。所望であれば、適切な酸または塩基（たとえば、クエン酸ま
たは炭酸ナトリウム）で溶液のｐＨを調整した。浸漬用溶液を周囲室温（２３℃）になじ
ませた。湿った毛髪束を、所望の接触時間（表１）にわたり、浸漬用溶液に完全に浸した
。次いで、処理した毛髪束を溶液から取り出し、各束を人差し指と中指で挟み、手袋をは
めた指の間で束を根元の端から毛先へとやさしくしごくことにより、余分な量の材料を搾
り出した。毛髪束を、わずかな圧力をかけながら２枚の紙タオルの間に挟んで、束の表面
に残存する溶液を除去した。各束をドライヤー乾燥して、熱による直毛化前の乾燥度を少
なくとも９５％とした。
【０２１３】
　浸漬用溶液の組成情報、試験パラメータ、および評価結果を表１に示す。
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【表１】

【０２１４】
熱による直毛化
　熱による直毛化には、ＢａＢｙｌｉｓｓ　ＰＲＯがＮａｎｏ　Ｔｉｔａｎｉｕｍ（商標
）の商品名で販売している、市販の平型アイロン加熱装置を使用した。プロトコールは、
次のとおりである。
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１．平型アイロンを、およそ２１０℃の目標温度に設定する。
２．加熱された平型アイロンを、束の上部の根元の端（締め付けられた端）から底部へと
、およそ１０～１２秒（およそ２～２．３ｃｍ／秒の滑動速度）で滑らせる。
３．熱による過程を、所望の直毛化効果を目指して繰り返す（たとえば、２０８～２１０
℃で１０～１２回の動作）。
４．熱による直毛化処理後、毛髪束を室温に冷まし、洗髪堅牢度について評価する。
洗髪堅牢度
【０２１５】
　シャンプー洗髪堅牢度（何回ものシャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクルの後、まっすぐ
な状態のままの形状を維持しうる能力）は、処理された毛髪束を、毛髪束調製ステップに
ついて上述したとおりに、シャンプー洗浄およびすすぎ洗浄することにより実施する。２
４回の連続するシャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクルを実施した。３回目のシャンプー洗
髪－すすぎ洗浄サイクル後に毎回（１２回まで）、乾燥ステップを用いた（毛髪束調製ス
テップについて記載したとおり）。１２回目のシャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクルの後
は、乾燥ステップを、６回目のシャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクル後に毎回用いた。２
４回目のシャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクルの後、各毛髪束を、上記プロトコールに従
って乾かし、評価した。
【０２１６】
　結果は、接触時間、平型アイロン温度、および熱活性化型薬剤の濃度の選択により、直
毛化が実現できることを示している。エチレンカーボネートと、アミノ基に富んだ化合物
（グアニジン部分を含まない化合物）である、Ｌ－オルニチンおよびＬ－シトルリンとを
含む比較組成物で処理した毛髪束では、同じ接触時間および熱設定で、２４回のシャンプ
ー洗髪－すすぎ洗浄サイクル後に、まっすぐな形状が維持されなかった。対照配合物（３
０重量％のエチレンカーボネート、グアニジン部分を含む補助剤化合物不使用）で処理し
た毛髪束では、シャンプー洗髪－すすぎ洗浄サイクルが繰り返された後もまっすぐな形状
を維持するのに、接触時間の実質的な延長および／または高められた平型アイロン温度が
必要となった。
【０２１７】
　エチレンカーボネートは、グアニジン部分を含む直毛化補助剤と組み合わせて利用した
とき、効力の増強（たとえば、より短い接触時間および低めの平型アイロン温度）を示す
。
　（実施例１８～３６）
（クリームシャーシ適用）
【０２１８】
　クリーム系毛髪直毛化配合物は、表２（部分１）に示す成分および量を含む、クリーム
基剤中のグアニジン部分を含む補助剤と、表３に示す成分および量を含むアルキレンカー
ボネート毛髪直毛化構成材料の溶液とを、別々に配合を行うことにより調製した。クリー
ム基剤には、７．５重量％または１１．０重量％のＬ－アルギニンを含有するように配合
し、アルキレンカーボネート溶液は、エチレンカーボネート（ＥＣ）をプロピレンカーボ
ネート（ＰＣ）に溶解させることにより調製した（７５：２５　ＥＣ：ＰＣ　重量／重量
）（部分２）。
【０２１９】
　最終クリーム系毛髪直毛化組成物は、毛髪束に適用する直前に、必要な量のクリーム系
のグアニジン部分を含む補助剤構成材料（部分１）を必要な量のエチレンカーボネート毛
髪直毛化剤溶液（部分２）と合わせて、表６に示す重量％の活性構成材料を得、合わせた
構成材料を、均質なクリームが得られるまでへらで混合することにより調製した。
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【表２】

【０２２０】
　Ａ相およびＢ相の構成材料を別々の容器において合わせた。各相を、穏やかにかき混ぜ
ながら均質になるまで７０～７５℃に加熱した。次いで、継続してかき混ぜながらおよそ
５分間かけてＡ相をＢ相に加えて、均質なエマルションを得た。エマルションを撹拌しな
がら５０℃に冷ました。Ｃ相は、毛髪直毛化補助剤化合物を脱イオン水に溶解させること



(62) JP 2016-539933 A 2016.12.22

10

20

により調製した。必要に応じて、水を４０～４５℃に加熱して、補助剤の水相への溶解を
促進してもよい。補助剤化合物が完全に溶解したら、Ｃ相をＡＢ相エマルションに加え、
均質になるまで混合した。次いで、Ｄ相の構成材料をＡＢＣ相エマルションに加え、均質
になるまで混合した。Ｅ相は、ポリクアテルニウム構成材料を脱イオン水に溶解させた後
、溶液をＡＢＣＤ相エマルションに加え、均質になるまでよく混合することにより調製し
た。
【０２２１】
　ＡＢＣＤＥ相エマルションにＦ相（クエン酸）を加えてｐＨを８．５～９．０の範囲に
することにより、補助剤クリームエマルションの最終ｐＨを調整した。Ｂｒｏｏｋｆｉｅ
ｌｄ回転スピンドル粘度計、Ｍｏｄｅｌ　ＲＶＴ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇｉｎｅ
ｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．）を、５番のスピンドルを使用して、
毎分約２０回転（ｒｐｍ）で用いることにより、約２５℃の周囲室温で１分間Ｂｒｏｏｋ
ｆｉｅｌｄ粘度を測定し、約７，２００ｍＰａ・ｓであると評価された。
【０２２２】
　毛髪直毛化剤構成材料は、エチレンカーボネートをプロピレンカーボネート希釈剤に溶
解させ、エチレンカーボネートが溶解するまで穏やかに撹拌しながら４０℃に加熱するこ
とにより調製した。構成材料の量を表３に示す。
【表３】

【０２２３】
　毛髪束の調製
　毛髪直毛化クリームを毛髪束に適用する前に、各束を、アルカリ性ｐＨのクレンジング
シャンプーでシャンプー洗浄した。アルカリ性クレンジングシャンプーは、表４に示す構
成材料で配合を行った。
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【表４】

【０２２４】
　加熱した脱イオン水（７５℃）にコカミドＭＥＡ界面活性剤を均質になるまで撹拌しな
がら溶解させることにより、Ａ相を調製した。Ａ相に、Ｂ相構成材料を、各構成材料が溶
解し、均質に混合されるまで撹拌しながら、表に挙げた順序で加える。混合した後、混合
を続けながら、ＡＢ相を周囲室温（２３℃）に冷ます。Ｃ相をＡＢ相に加え、よく混合す
る。Ｄ相（水酸化ナトリウム）を加えて最終ｐＨを９～９．５の範囲にすることにより、
組成物のｐＨを調整した。次いで、Ｅ相をＡＢＣＤ相に加え、よく混合する。Ｂｒｏｏｋ
ｆｉｅｌｄ回転スピンドル粘度計、Ｍｏｄｅｌ　ＲＶＴ（Ｂｒｏｏｋｆｉｅｌｄ　Ｅｎｇ
ｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ，Ｉｎｃ．）を、５番のスピンドルを使用
して、毎分約２０回転（ｒｐｍ）で用いることにより、約２３℃の周囲室温で１分間、ア
ルカリ性シャンプーのＢｒｏｏｋｆｉｅｌｄ粘度を測定し、１２，０００ｍＰａ・ｓであ
ると判明した。
【０２２５】
　アルカリ性シャンプー（２．５ｇ）を各毛髪束につけ、３０秒間束にやさしく揉み込ん
だ後、温かい水道水（３５～３８℃）を流しかけながら６０秒間十分にすすいだ。洗髪さ
れた各毛髪束を、相対湿度５０％の条件下、室温（２３℃）で一晩かけて乾かした。次い
で、乾かした毛髪束を、水道水（３５～３８℃）を流しかけながら３０秒間かけて湿らせ
た。各束を、手袋をはめた人差し指と中指で挟み、束を根元の端から毛先へと指の間でや
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さしくしごくことにより、余分な水を除去した。各束を２枚の紙タオルの間に挟み、手で
軽く押して余分な水を吸い取った。
クリーム処理
【０２２６】
　上で調製した毛髪束それぞれに、部分１を部分２と合わせることにより調整した毛髪直
毛化クリーム配合物２ｇを均等に適用し、各束全体に十分に揉み込んだ。クリームを２０
分間毛髪と接触させた後、束を目の細かい櫛ですいて、余分な製品を除去した。次いで、
束をドライヤー乾燥し、櫛ですいて束を撫でつけた後、平型アイロンで熱処理して、毛髪
を熱的にまっすぐにした。
【０２２７】
　溶液浸漬試験に用いた平型アイロンプロトコールを使用して、各束に、２～２．３ｃｍ
／秒の滑動スピードで１０回平型アイロンをかける。平型アイロンの温度は、２１０℃に
設定した。
【０２２８】
　平型アイロンでの熱による直毛化に続いて、２～３ｇの中和／コンディション調整クリ
ームマスクを各毛髪束に適用する。中和マスクを各毛髪束に均等に揉み込んだ後、残留す
るマスクがすすぎ落とされるまで、束を温水（３０～３５℃）で十分にすすいだ。クリー
ムマスクは、表５に示す構成材料および量で配合を行った。
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【表５】

【０２２９】
　Ａ相およびＢ相の構成材料を別々の容器において合わせ、撹拌しながら７０～７５℃に
加熱した。Ａ相とＢ相を合わせ、温度を７０～７５℃に保ちながら、均質になるまで混合
した。ＡＢ相を撹拌しながら５０℃に冷ました。Ｃ相は、ポリクアテルニウム４７構成材
料を脱イオン水に溶解させることにより調製した。次いで、撹拌し、温度を５０℃に保ち
ながら、Ｃ相をＡＢ相に合わせた。次いでＤ相をＡＢＣ相に加え、均質になるまで混合し
た。Ｅ相を加えて、組成物の最終ｐＨを調製した。
【０２３０】
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　マスク処理に続いて、まっすぐになった毛髪束それぞれを、溶液浸漬試験で述べたプロ
トコールに従うシャンプー洗髪堅牢度について評価した。結果を表６に示す。
【表６】

【０２３１】
　結果は、接触時間、滑動速度、および熱活性化型薬剤の濃度の選択により、直毛化が実
現できることを示している。グアニジン部分を含む化合物を含めることで、配合者は、毛
髪直毛化活性成分（たとえば、エチレンカーボネート）の使用を実質的により少なくする
ことが可能になる。より低濃度の活性成分を利用すると、緩んだ毛髪形状を実現すること
ができる。実験番号５および６の比較から示されるとおり、滑動速度は、まっすぐな毛髪
形状の実現において重要な要素である。
【０２３２】
　クレアチンを含有する補助剤クリームは、表７に示す構成材料および量で配合を行った
。
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【表７】

【０２３３】
　Ａ相およびＢ相の構成材料を別々の容器において合わせ、撹拌しながら７０～７５℃に
加熱した。Ａ相とＢ相を合わせ、温度を７０～７５℃に保ちながら、均質になるまで混合
した。ＡＢ相を撹拌しながら５０℃に冷ました。Ｃ相は、ポリクアテルニウム４７構成材
料を脱イオン水に溶解させることにより調製した。次いで、撹拌し、温度を５０℃に保ち
ながら、Ｃ相をＡＢ相に合わせた。次いでＤ相をＡＢＣ相に加え、均質なクリーム状のエ
マルションが得られるまで混合した。
【０２３４】
　クリーム毛髪直毛化配合物は、表８に示す、Ａ相をＢ相構成材料と均質に混合すること
により調製した。
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【表８】

【０２３５】
　毛髪束を調製し、処理し、上記実施例１８～３５に記載のとおりに評価した。結果を表
９に示す。

【表９】

【０２３６】
　クレアチンエチルエステル塩酸塩を含有する補助剤クリームは、表１０に示す構成材料
および量で配合を行った。
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【表１０】

【０２３７】
　Ａ相およびＢ相の構成材料を別々の容器において合わせ、撹拌しながら７０～７５℃に
加熱した。Ａ相とＢ相を合わせ、温度を７０～７５℃に保ちながら、均質になるまで混合
した。ＡＢ相を撹拌しながら５０℃に冷ました。Ｃ相の構成材料を均質になるまで混合し
、次いで、撹拌し、温度を５０℃に保ちながら、ＡＢ相エマルションに混ぜ込んだ。次い
でＤ相をＡＢＣ相エマルションに加え、均質になるまで混合した。ポリクアテルニウム４
７構成材料を脱イオン水に溶解させることによりＥ相を調製し、次いでＡＢＣＤエマルシ
ョンに加え、均質なクリーム状のエマルションが得られるまで混合した。
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【０２３８】
　クリーム毛髪直毛化配合物は、表１１に示す、Ａ相をＢ相構成材料と均質に混合するこ
とにより調製した。
【表１１】

【０２３９】
　毛髪束を調製し、処理し、上記実施例１８～３７に記載のとおりに評価した。結果を表
１２に示す。
【表１２】

【０２４０】
　実施例中、または別な形で明確に示す場合を除き、材料の量、反応条件、分子量、炭素
原子の数などを指定する、当記述におけるすべての数量は、「約」という語で修飾される
と理解される。別段指摘しない限り、本明細書で言及する各化学物質または組成物は、異
性体、副生物、誘導体、および商用銘柄に存在するものと通常理解される他の材料を含有
することもある、商用銘柄の材料であると解釈すべきである。しかし、各化学的構成材料
の量は、別段指摘しない限り、商用材料中に存在してもよいのが通例であるいかなる溶媒
または希釈油も除外して示される。本明細書に記載の、量、範囲、および比の上限および
下限は、独立して組み合わせてもよいと理解される。同様に、開示する技術の各要素につ
いての範囲および量が、他の要素のいずれかについての範囲または量と一緒に使用されて
もよい。本明細書で使用するとき、「本質的にからなる」という表現では、検討中の組成
物の基本的かつ新奇な特徴に実質的に影響を及ぼさない物質を含めることが容認される。
本明細書で使用するとき、属（またはリスト）の一部は、請求項から除外されてもよい。
【０２４１】
　上記開示および他の特色および機能の変形形態またはその代替形態が組み合わされて、
他の多くの異なる系または用途になってもよいことが理解されるものとする。現在予見ま
たは予期されない、その中での種々の代替、変更、変形、または改良が、後に当業者によ
ってなされる場合もあり、それらも、以下の特許請求の範囲に含まれるものとする。
【手続補正書】
【提出日】平成28年7月7日(2016.7.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　毛髪をまっすぐにするまたは弛緩させるための組成物であって、
（ａ）毛髪直毛化剤としてのエチレンカーボネート、
（ｂ）ラジカル：
【化２２】

によって表されるグアニジン部分を含む化合物から選択される、グアニジン誘導体ならび
に／またはその有機塩および無機塩から選択される、少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤
化合物と
を含む熱活性化型組成物を含み、前記組成物は、チオール基を含むすべての化合物を含ま
ない、組成物。
【請求項２】
　前記グアニジン部分が、直鎖状または環状化合物中に存在する、請求項１に記載の組成
物。
【請求項３】
　前記グアニジン部分を含む化合物が、式（ＩＩ）：

【化２３】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子、直鎖または分岐状
Ｃ１～Ｃ８アルキル、直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、フェニル、ベンジルを表
し、前記直鎖または分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキル（たとえば、メチル、エチル、プロピル、
ブチル）、前記直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、前記フェニル、および前記ベン
ジル基は、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨード、およびこれらの組合せ
）、アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、ヒドロキシル、メチル、メトキシ、カルボ
キサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、および－ＳＯ３Ｈから選択される１つまたは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されていてもよく、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、および
Ｒ５のいずれか２つは、これらが結合している窒素原子と一緒に、２～４個の炭素原子を
含み、Ｃ（Ｏ）、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択される１個または２個の（環）ヘテロ原子を
必要に応じて含む、単環式または二環式の４～９員環を形成しており、前記炭素原子は、
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ヒドロキシルおよびアミノから選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて
置換されており、
Ｒ１が、水素原子、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、またはラジカル
【化２４】

を表すとき、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子；アミノ、ニトロ、シ
アノ、アセチル、クロロアセチル、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキ
サミド、メトキシ、エトキシ、１，２，４－トリアゾリル、シクロペンチル、シクロヘキ
シル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２（ＣＯ）ＯＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ
）ＯＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、チアゾリドニル、ベンゾイミダゾリル
、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、－Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２、－Ｃ（＝ＮＨ）－Ｎ
Ｒ６Ｒ７［式中、Ｒ６およびＲ７は、独立に、水素原子、またはヒドロキシル、アミノ、
ジメチルアミノ、カルボキシル、およびカルボキサミドから選択される１つもしくは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されている直鎖もしくは分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキルラ
ジカルを表す］、または



(73) JP 2016-539933 A 2016.12.22

【化２５】

［式中、Ｒ８およびＲ９は、独立に、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨー
ド、およびこれらの組合せ）、メチル、メトキシ、トリフルオロメチル、およびトリフル
オロメトキシを表す］から選択されるラジカルを表す］
によって表され、必要に応じて、
（ｃ）少なくとも１種の美容上許容される賦形剤
であり、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０～約７
０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０重量％
、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％の範囲の
量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１．５：１
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～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～約８：１
、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である、前記請求項のいずれかに記載の組成
物。
【請求項４】
　式（Ｉ）においてＡがＯである、請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、前記請求
項のいずれかに記載の組成物。
【請求項６】
　前記式（ＩＩ）において、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３が、水素原子を表し、Ｒ４およびＲ
５が、これらが結合している窒素原子と一緒に、ピロリジン、ピペリジン、ピラゾール、
チアゾリドン、ベンゾイミダゾール、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾール、または１
，２，４－トリアゾール環を表し、前記環は、ヒドロキシル、アミノ、およびカルボキシ
ル基から選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されている、前記
請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項７】
　式（ＩＩ）において、Ｒ１およびＲ２が、水素原子を表し、Ｒ５が、水素原子またはメ
チルを表し、Ｒ３およびＲ４は、一緒になって、－ＣＨ２－ＣＨ２－および－ＣＨ２－Ｏ
－から選択される二価ラジカルを表してもよく、これらが結合している窒素原子と一緒に
なったとき、５員環を表す、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項８】
　前記補助剤が、式（ＩＩＡ）：
【化２７】

［式中、Ｒ５は、上で規定したとおりであり、Ｒ８およびＲ９は、必要に応じて存在し、
存在するとき、Ｒ８およびＲ９の１つまたは２つは、同じまたは異なる環炭素原子に結合
していてもよく、独立に、Ｃ１～Ｃ５アルキル、ヒドロキシル、アミノ、ジメチルアミノ
、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、およびＳＯ３Ｈを表し、
ｎおよびｎ１は、独立に、０、１、または２を表す］によって表される少なくとも１種の
化合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項９】
　前記補助剤が、次のとおりの式（ＩＩＢ）、（ＩＩＣ）、（ＩＩＤ）、（ＩＩＥ）、お
よび（ＩＩＦ）：
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【化２８】

［式中、Ｒ５、Ｒ８、およびＲ９は、前に規定したとおりである］によって表される少な
くとも１種の化合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　Ｒ５が水素原子を表し、Ｒ８およびＲ９が存在しない、請求項７に記載の組成物。
【請求項１１】
　前記補助剤が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸塩、グアニジン硫酸塩
、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジン硝酸塩、グアニジンリン酸塩、
グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、アミノグア
ニジン硝酸塩、アミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミ
ノグアニジン塩酸塩、シアノグアニジン、ニトログアニジン、１－メチル－３－ニトログ
アニジン、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸
グアニル尿素、グアニル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン
炭酸水素塩、１，３－ジフェニルグアニジン、１，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン、メチ
ル４－グアニジノ－２－メトキシベンゾエート塩酸塩、１－メチルグアニジン塩酸塩、１
，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン硫酸塩、１－エチルグア
ニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン硫酸塩、１－オクチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，
１－ジエチルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルグアニジン（Ｎ－Ｂ
ｏｃグアニジン）１，３－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）グアニジン（ジ－Ｂｏ
ｃグアニジン）、カルバミン酸、Ｎ，Ｎ’－［［（１，１－ジメチルエトキシ）カルボニ
ル］カルボンイミドイル］ビス－、Ｃ，Ｃ’－ビス（１，１－ジメチルエチル）エステル
（Ｎ，Ｎ’，Ｎ”－トリ－Ｂｏｃグアニジン）、クレアチン、クレアチン一水和物、クレ
アチニン、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫
酸塩、グアニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニ
ジノ酪酸、５－グアニジノ吉草酸、４－グアニジン安息香酸、４－グアニジン安息香酸塩
酸塩、４－グアニジノ－２－メトキシ安息香酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオ
ン酸、Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、
Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド
塩酸塩、Ｎ－エチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグ
アニド塩酸塩、１－ｏ－トリルビグアニド、１，１－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－（
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３－クロロ－４－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－クロロフェニル）ビ
グアニド塩酸塩、１－（４－クロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－フルオロフ
ェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（４
－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，３－ジクロロフェニル）ビグアニド
塩酸塩、１－（２，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，５－ジクロロ
フェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，６－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１
－（３，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３，５－ジクロロフェニル）
ビグアニド塩酸塩、１－（２，４－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，
５－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］ビグアニド塩酸塩、１－［３，５－ジ－（トリフルオロメチル）フェニル］ビグアニ
ド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］ビグアニド塩酸塩、１－フェ
ニルビグアニド、１－フェニルビグアニド炭酸塩、１，１’－ヘキサメチレンビス［５－
（４－クロロフェニル）ビグアニド］、１，１’－ヘキサメチレンビス（５－［ｐ－クロ
ロフェニル］ビグアニド）二塩酸塩、［（｛［アミノ（イミノ）メチル］アミノ｝カルボ
チオイル）アミノ］ベンゼン、Ｎ－シクロヘキシルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジルグア
ニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジル－Ｎ－メチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，１，３，３－テト
ラメチルグアニジン、１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－
ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３
，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、４－モルホリンカルボキシミドイルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－トシル
－Ｌ－アルギニン、Ｎ－アミジノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ
－アミジノタウリン、２－イミノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシ
エチル）グアニジン、（２Ｓ）－３－カルバムイミドアミド－２－｛［（９Ｈ－フルオレ
ン－９－イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸、１，８－ビス（テトラメチル
グアニジノ）ナフタレン、１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロ
キシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－
４－チアゾリドン、２－グアニジノベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾ
ール、２－グアニジノベンゾチアゾール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４
，６，７，８，９，１０－オクタヒドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（
Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［
１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－
５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラメチル－１，２，７－トリアザビシクロ
［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，
２，７，－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，
７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリア
ザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－エン（Ｈｔｂｏ）、およびこれらの混合物から選
択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　前記毛髪直毛化剤（ａ）が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では
約８０：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～約２５：７５、第４の態様
では約５０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比
で存在する、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択され、前
記補助剤（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸水素塩、３－グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエチルエステル、Ｌ－アルギ
ニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混
合物から選択されるグアニジン部分を含む化合物であり、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤
の比が、第１の態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約
９：１、第３の態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲
である、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
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【請求項１３】
　前記少なくとも１種の美容上許容される賦形剤（ｃ）が、保存剤、酸化防止剤、キレー
ト剤、日焼け止め剤、ビタミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、
香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤
、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およ
びこれらの混合物から選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１４】
　前記希釈剤が、水、プロピレンカーボネート、アルコール、およびこれらの混合物から
選択される、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１５】
　前記組成物が、界面活性剤、乳化剤、皮膚軟化剤、湿潤剤、コンディション調整剤、増
粘剤、およびこれらの混合物から選択される化合物を含む、前記請求項のいずれかに記載
の組成物。
【請求項１６】
　前記組成物が、噴射剤を含む、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１７】
　前記組成物が、液体、クリーム、ムース、ゲル、スプレー、ローション、またはポマー
ドの形態である、前記請求項のいずれかに記載の組成物。
【請求項１８】
　毛髪をまっすぐにするための系であって、以下の少なくとも２種の別個の構成材料、す
なわち、
ｉ）毛髪直毛化剤としてのエチレンカーボネートを含み、グアニジン部分を含む化合物（
ｂ）を含有しない、第１の構成材料、
ｉｉ）前記請求項のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物（ｂ）から選択される
少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤を含み、前記毛髪直毛化化合物（ａ）を含有しない、
第２の構成材料
を含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
、前記請求項のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、
前記第１の毛髪構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、混ぜ合わせるのに適
し、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１
０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４
０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％
の範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１
．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～
約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲であり、前記構成材料は、チオール
基を含むすべての化合物を含まない、系。
【請求項１９】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、請求項１８に記載の系。
【請求項２０】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、請求項１
９に記載の系。
【請求項２１】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
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ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミノ
－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピラ
ゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１
－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノベ
ンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾー
ル、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒド
ロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９
－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１
，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，
９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴ
Ｍｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４．
０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノ
ナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－
エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項１８から２０
のいずれかに記載の系。
【請求項２２】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項１８から２０のいずれか
に記載の系。
【請求項２３】
　前記第１の構成材料（ａ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、請求項１８から２１のいずれかに記載の系
。
【請求項２４】
　前記第２の構成材料（ｂ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、請求項１８から２２のいずれかに記載の系
。
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【請求項２５】
　前記第１の構成材料（ａ）と前記第２の構成材料（ｂ）とが、混ぜ合わせられると、熱
により活性化可能な毛髪直毛化組成物となる、請求項１８から２４のいずれかに記載の系
。
【請求項２６】
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、請求項２５に記
載の系。
【請求項２７】
　毛髪をまっすぐにするための熱により活性化可能な組成物を調製するためのキットであ
って、
ｉ）第１の容器に収容された毛髪直毛化構成材料（ａ）であって、前記構成材料は、前記
請求項のいずれかに記載の毛髪直毛化化合物から選択される少なくとも１種の毛髪直毛化
剤を含み、前記第１の構成材料（ａ）は、グアニジン部分を含む化合物を含まない、毛髪
直毛化構成材料（ａ）と、
ｉｉ）第２の容器に収容された毛髪直毛化補助剤構成要素（ｂ）であって、前記構成要素
は、前記請求項のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物から選択される少なくと
も１種の補助剤を含み、前記第２の構成材料（ｂ）は、前記毛髪直毛化剤を含まない、毛
髪直毛化補助剤構成要素（ｂ）
とを含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
、前記請求項のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、
前記第１の毛髪直毛化剤構成材料（ａ）および前記第２の補助剤構成材料（ｂ）は、混合
するのに適し、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態
様では約１０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約
１５～約４０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約
３０重量％の範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記毛髪直毛化補助剤の比は、第１
の態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３
の態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲であり、
前記容器は、使用のためのキットの形態で一緒に包装される、キット。
【請求項２８】
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、請求項２７に記載のキット。
【請求項２９】
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、請求項２
８に記載のキット。
【請求項３０】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
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ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミ
ノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピ
ラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－
１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノ
ベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾ
ール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒ
ドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，
９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、
１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９
，９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈ
ＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４
．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］
ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４
－エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項２７から２
９のいずれかに記載のキット。
【請求項３１】
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、請求項２７から３０のいずれか
に記載のキット。
【請求項３２】
　前記第１の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、請求項２７から３１のいずれかに記載のキット。
【請求項３３】
　前記第２の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、請求項２７から３２のいずれかに記載のキット。
【請求項３４】
　前記第１の組成物と前記第２の組成物とが、混合されると、熱により活性化可能な毛髪
直毛化組成物となる、請求項２７から３３のいずれかに記載のキット。
【請求項３５】
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、請求項３４に記
載のキット。
【請求項３６】
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記請求項のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意す
るステップと、
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（ｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉ）コーティングされた毛髪線維を、ケラチン線維を改質するのに十分な時間にわた
り少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと
を含む方法。
【請求項３７】
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記請求項のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意す
るステップと、
（ｉｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉｉ）前記コーティングされた線維を、一態様では少なくとも１５～６０分間、別の
態様では少なくとも２０～４５分間、別の態様では少なくとも２５～３０分間静置するス
テップと、
（ｉｖ）前記コーティングされた毛髪線維を、根本から毛先へと櫛ですくステップと、
（ｖ）前記櫛がけされた毛髪線維を乾燥させるステップと、
（ｖｉ）前記コーティングされた毛髪線維を、前記ケラチン線維を改質するのに十分な時
間にわたり少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと、
（ｖｉｉ）前記熱処理された毛髪線維にマスク組成物を適用するステップと、
（ｖｉｉｉ）前記コンディション調整された毛髪線維をすすぎ洗浄するステップと、
（ｉｘ）必要に応じて、前記コンディション調整された毛髪線維をシャンプー洗浄および
すすぎ洗浄するステップと、
（ｘｉ）まっすぐになった毛髪を乾燥させるステップと
を含む方法。
【請求項３８】
　前記加熱装置が、一態様では約１８５～２５０℃、別の態様では約１９０～約２４０℃
、さらなる態様では約２００～約２３０℃、またさらなる態様では約２０５～約２１５℃
の範囲の温度に加熱される、請求項３６または３７に記載の方法。
【請求項３９】
　前記加熱装置が、一態様では少なくとも５回の反復動作で、別の態様では少なくとも１
０回の反復動作で、さらに別の態様では少なくとも１２回の反復動作で、さらなる態様で
は少なくとも１５回の反復動作で、同じ毛髪線維に沿って根元から毛先へと引き寄せられ
る、請求項３６から３８に記載の方法。
【請求項４０】
　前記加熱装置が、一態様では約１ｃｍ／秒、別の態様では約２ｃｍ／秒、さらに別の態
様では約２．５ｃｍ／秒、さらなる態様では約３ｃｍ／秒、またさらなる態様では約３．
５ｃｍ／秒、追加の態様では約４ｃｍ／秒の滑動速度で毛髪線維に沿って引き寄せられる
、請求項３９に記載の方法。
【請求項４１】
　前記毛髪マスクのｐＨが、一態様では約２～約５、別の態様では約２．５～約４．５、
さらなる態様では約３～約４の範囲である、請求項３６から３８に記載の方法。
【請求項４２】
　前記加熱装置が平型アイロンである、請求項３６から３９に記載の方法。
【請求項４３】
　ホルムアルデヒドを含まない、毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための請求項１から
３５に記載の熱により活性化可能な組成物。
【請求項４４】
　前記熱により活性化可能な組成物が、ホルムアルデヒドを含まない、請求項３６から４
０に記載の方法。
【請求項４５】
　毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための、熱活性化型組成物であって、
（ａ）エチレンカーボネートと、
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（ｂ）グアニジン、Ｌ－アルギニン、グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチ
ン、クレアチンエチルエステル、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、およびこれらの塩、ならびにこれらの混合物から選択される補助剤化合物と
を含み、前記組成物中のエチレンカーボネートの量は、（組成物の総重量に対して）約１
０～約３５重量％の範囲であり、前記組成物中のエチレンカーボネート対前記補助剤化合
物の重量比は、約２：１～約１０：１の範囲である、熱活性化型組成物。
【請求項４６】
　プロピレンカーボネートをさらに含み、エチレンカーボネート対プロピレンカーボネー
トの重量比が約８０：２０～約２０：８０の範囲である、請求項４５に記載の熱活性化型
組成物。
【請求項４７】
　前記補助剤化合物の塩が、塩酸塩、硝酸塩、リン酸塩、硫酸塩、ヘミ硫酸塩、スルファ
ミン酸塩、酢酸塩、炭酸塩、炭酸水素塩、一水和物塩、およびこれらの混合物から選択さ
れる、前記請求項のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項４８】
　前記補助剤化合物が、Ｌ－アルギニン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチンエチルエステル塩酸塩、１，５，７－トリ
アザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混合物から選択される、前
記請求項のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項４９】
　（ｃ）美容上許容される賦形剤をさらに含む、前記請求項のいずれかに記載の熱活性化
型組成物。
【請求項５０】
　前記美容上許容される賦形剤が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、タンパク質、湿潤
剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴
射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、およびこれらの混合物から
選択される、請求項４９に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５１】
　前記コンディション調整剤が、シリコーン、カチオン性化合物、カチオン性ポリマー、
炭化水素油、天然油、天然ろう、合成ろう、およびこれらの混合物から選択される、請求
項５０に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５２】
　前記コンディション調整剤が、ポリクアテルニウム４、ポリクアテルニウム６、ポリク
アテルニウム１０、ポリクアテルニウム１１、ポリクアテルニウム１６、ポリクアテルニ
ウム２４、ポリクアテルニウム２８、ポリクアテルニウム２９、ポリクアテルニウム３２
、ポリクアテルニウム３３、ポリクアテルニウム３５、ポリクアテルニウム３７、ポリク
アテルニウム４４、ポリクアテルニウム４６、ポリクアテルニウム４７、ポリクアテルニ
ウム５２、ポリクアテルニウム５３、ポリクアテルニウム５５、ポリクアテルニウム５９
、ポリクアテルニウム６１、ポリクアテルニウム６４、ポリクアテルニウム６５、ポリク
アテルニウム６７、ポリクアテルニウム６９、ポリクアテルニウム７０、ポリクアテルニ
ウム７１、ポリクアテルニウム７２、ポリクアテルニウム７３、ポリクアテルニウム７４
、ポリクアテルニウム７６、ポリクアテルニウム７７、ポリクアテルニウム７８、ポリク
アテルニウム７９、ポリクアテルニウム８０、ポリクアテルニウム８１、ポリクアテルニ
ウム８２、ポリクアテルニウム８４、ポリクアテルニウム８５、ポリクアテルニウム８７
、およびＰＥＧ－２－ココモニウムクロリド、デンプンヒドロキシプロピルトリモニウム
クロリド、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシプロピルグアー
ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニ
ウムクロリド、およびこれらの混合物から選択されるカチオン性ポリマーである、請求項
５０に記載の熱活性化型組成物。
【請求項５３】
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　前記組成物が、溶液、クリーム、ムース、スプレー、ゲル、ローション、またはポマー
ドの形態である、請求項４６から５２のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
【請求項５４】
　前記組成物がホルムアルデヒドを含まない、請求項４６から５３のいずれかに記載の熱
活性化型組成物。
【請求項５５】
　商業的に入手可能な毛髪直毛化または弛緩化組成物の効力を増強する方法であって、請
求項１から１７のいずれかに記載の毛髪直毛化構成材料を含む組成物をそれに加えるステ
ップを含む方法。
【請求項５６】
　前記商業的に入手可能な毛髪直毛化組成物が、ホルムアルデヒド、グリオキシロイル、
カルボシステイン、グリオキシル、マロンジアルデヒド、スクシンジアルデヒド、グルタ
ルアルデヒド；グリオキシル酸、没食子酸、酒石酸、リンゴ酸、マレイン酸、イタコン酸
、シュウ酸、マロン酸、メソキサル酸、フマル酸、コハク酸、イミノ二酢酸、ガラクタル
酸、アジピン酸、グルタル酸、クエン酸、イソクエン酸、１，２，３，４－ブタンテトラ
カルボン酸から選択されるカルボン酸およびその塩；尿素、ジメチロールエチレン尿素、
ジメチロールジヒドロキシエチレン尿素、アルキル化ジメチロールジヒドロキシエチレン
尿素から選択される尿素誘導体、ならびにこれらの組合せを含む、請求項５５に記載の方
法。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上で定義した熱活性化型毛髪直毛化剤（ａ）および補助剤（ｂ）は、１種または複数の
美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含んでもよい。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　毛髪をまっすぐにするまたは弛緩させるための組成物であって、
（ａ）式（Ｉ）によって表される化合物：
【化２１】

［式中、Ａは、ＮＨおよびＯから選択され、ＲおよびＲ’は、水素原子、ＣＨ３、ＣＨ２

ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨから独立に選択され、ＸおよびＹは、水素原子およびＣ１～Ｃ

５アルキルから独立に選択され、ｎ＝０、または１、または２、または３である］から選
択される、少なくとも１種の毛髪直毛化剤と、
（ｂ）ラジカル：
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【化２２】

によって表されるグアニジン部分を含む化合物から選択される、グアニジン誘導体ならび
に／またはその有機塩および無機塩から選択される、少なくとも１種の毛髪直毛化補助剤
化合物と
を含む熱活性化型組成物を含む、組成物。
（項目２）
　前記グアニジン部分が、直鎖状または環状化合物中に存在する、項目１に記載の組成物
。
（項目３）
　前記グアニジン部分を含む化合物が、式（ＩＩ）：
【化２３】

［式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子、直鎖または分岐状
Ｃ１～Ｃ８アルキル、直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、フェニル、ベンジルを表
し、前記直鎖または分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキル（たとえば、メチル、エチル、プロピル、
ブチル）、前記直鎖または分岐状Ｃ２～Ｃ４アルケニル、前記フェニル、および前記ベン
ジル基は、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨード、およびこれらの組合せ
）、アミノ、ジメチルアミノ、カルボキシル、ヒドロキシル、メチル、メトキシ、カルボ
キサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、および－ＳＯ３Ｈから選択される１つまたは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されていてもよく、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、および
Ｒ５のいずれか２つは、これらが結合している窒素原子と一緒に、２～４個の炭素原子を
含み、Ｃ（Ｏ）、Ｎ、Ｏ、およびＳから選択される１個または２個の（環）ヘテロ原子を
必要に応じて含む、単環式または二環式の４～９員環を形成しており、前記炭素原子は、
ヒドロキシルおよびアミノから選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて
置換されており、
Ｒ１が、水素原子、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、またはラジカル
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【化２４】

を表すとき、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、およびＲ５は、独立に、水素原子；アミノ、ニトロ、シ
アノ、アセチル、クロロアセチル、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキ
サミド、メトキシ、エトキシ、１，２，４－トリアゾリル、シクロペンチル、シクロヘキ
シル、－Ｃ（Ｏ）ＣＨ＝ＣＨＣ（Ｏ）ＯＨ、－ＣＨ２（ＣＯ）ＯＣＨ３、－ＣＨ２Ｃ（Ｏ
）ＯＣＨ２ＣＨ３、－Ｃ（Ｏ）ＯＣ（ＣＨ３）３、チアゾリドニル、ベンゾイミダゾリル
、ベンゾオキサゾリル、ベンゾチアゾリル、－Ｃ（＝ＮＨ）ＮＨ２、－Ｃ（＝ＮＨ）－Ｎ
Ｒ６Ｒ７［式中、Ｒ６およびＲ７は、独立に、水素原子、またはヒドロキシル、アミノ、
ジメチルアミノ、カルボキシル、およびカルボキサミドから選択される１つもしくは２つ
の置換基によって必要に応じて置換されている直鎖もしくは分岐状Ｃ１～Ｃ４アルキルラ
ジカルを表す］、または
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【化２５】

［式中、Ｒ８およびＲ９は、独立に、ハロ（たとえば、ブロモ、クロロ、フルオロ、ヨー
ド、およびこれらの組合せ）、メチル、メトキシ、トリフルオロメチル、およびトリフル
オロメトキシを表す］から選択されるラジカルを表す］
によって表され、必要に応じて、
（ｃ）少なくとも１種の美容上許容される賦形剤
であり、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０～約７
０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０重量％
、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％の範囲の
量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１．５：１
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～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～約８：１
、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である、前記項目のいずれかに記載の組成物
。
（項目４）
　式（Ｉ）においてＡがＯである、項目１に記載の組成物。
（項目５）
　式（Ｉ）においてｎが０である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目６）
　前記毛髪直毛化剤が、式（ＩＡ）：
【化２６】

［式中、ＲおよびＲ’は、独立に、水素原子、ＣＨ３、ＣＨ２ＣＨ３、およびＣＨ２ＯＨ
から選択される］によって表される化合物である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目７）
　ＲおよびＲ’の少なくとも一方が水素原子である、前記項目のいずれかに記載の組成物
。
（項目８）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの混合
物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目９）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１０）
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、前記項目
のいずれかに記載の組成物。
（項目１１）
　前記式（ＩＩ）において、Ｒ１、Ｒ２、およびＲ３が、水素原子を表し、Ｒ４およびＲ
５が、これらが結合している窒素原子と一緒に、ピロリジン、ピペリジン、ピラゾール、
チアゾリドン、ベンゾイミダゾール、ベンゾオキサゾール、ベンゾチアゾール、または１
，２，４－トリアゾール環を表し、前記環は、ヒドロキシル、アミノ、およびカルボキシ
ル基から選択される１つまたは２つの置換基によって必要に応じて置換されている、前記
項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１２）
　式（ＩＩ）において、Ｒ１およびＲ２が、水素原子を表し、Ｒ５が、水素原子またはメ
チルを表し、Ｒ３およびＲ４は、一緒になって、－ＣＨ２－ＣＨ２－および－ＣＨ２－Ｏ
－から選択される二価ラジカルを表してもよく、これらが結合している窒素原子と一緒に
なったとき、５員環を表す、前記項目のいずれかに記載の組成物。
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（項目１３）
　前記補助剤が、式（ＩＩＡ）：
【化２７】

［式中、Ｒ５は、上で規定したとおりであり、Ｒ８およびＲ９は、必要に応じて存在し、
存在するとき、Ｒ８およびＲ９の１つまたは２つは、同じまたは異なる環炭素原子に結合
していてもよく、独立に、Ｃ１～Ｃ５アルキル、ヒドロキシル、アミノ、ジメチルアミノ
、カルボキシル、カルボキサミド、Ｎ－メチルカルボキサミド、およびＳＯ３Ｈを表し、
ｎおよびｎ１は、独立に、０、１、または２を表す］によって表される少なくとも１種の
化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１４）
　前記補助剤が、次のとおりの式（ＩＩＢ）、（ＩＩＣ）、（ＩＩＤ）、（ＩＩＥ）、お
よび（ＩＩＦ）：

【化２８】

［式中、Ｒ５、Ｒ８、およびＲ９は、前に規定したとおりである］によって表される少な
くとも１種の化合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１５）
　Ｒ５が水素原子を表し、Ｒ８およびＲ９が存在しない、項目１２に記載の組成物。
（項目１６）
　前記補助剤が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸塩、グアニジン硫酸塩
、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジン硝酸塩、グアニジンリン酸塩、
グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、アミノグア



(89) JP 2016-539933 A 2016.12.22

ニジン硝酸塩、アミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミ
ノグアニジン塩酸塩、シアノグアニジン、ニトログアニジン、１－メチル－３－ニトログ
アニジン、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニジン酢酸
グアニル尿素、グアニル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン
炭酸水素塩、１，３－ジフェニルグアニジン、１，３－ジ－ｏ－トリルグアニジン、メチ
ル４－グアニジノ－２－メトキシベンゾエート塩酸塩、１－メチルグアニジン塩酸塩、１
，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン硫酸塩、１－エチルグア
ニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン硫酸塩、１－オクチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，
１－ジエチルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニルグアニジン（Ｎ－Ｂ
ｏｃグアニジン）１，３－ビス（ｔｅｒｔ－ブトキシカルボニル）グアニジン（ジ－Ｂｏ
ｃグアニジン）、カルバミン酸、Ｎ，Ｎ’－［［（１，１－ジメチルエトキシ）カルボニ
ル］カルボンイミドイル］ビス－、Ｃ，Ｃ’－ビス（１，１－ジメチルエチル）エステル
（Ｎ，Ｎ’，Ｎ”－トリ－Ｂｏｃグアニジン）、クレアチン、クレアチン一水和物、クレ
アチニン、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫
酸塩、グアニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニ
ジノ酪酸、５－グアニジノ吉草酸、４－グアニジン安息香酸、４－グアニジン安息香酸塩
酸塩、４－グアニジノ－２－メトキシ安息香酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオ
ン酸、Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、
Ｎ－（３－ヒドロキシプロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド
塩酸塩、Ｎ－エチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグ
アニド塩酸塩、１－ｏ－トリルビグアニド、１，１－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－（
３－クロロ－４－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－クロロフェニル）ビ
グアニド塩酸塩、１－（４－クロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２－フルオロフ
ェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（４
－フルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，３－ジクロロフェニル）ビグアニド
塩酸塩、１－（２，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，５－ジクロロ
フェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，６－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１
－（３，４－ジクロロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（３，５－ジクロロフェニル）
ビグアニド塩酸塩、１－（２，４－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－（２，
５－ジフルオロフェニル）ビグアニド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメチル）フェニ
ル］ビグアニド塩酸塩、１－［３，５－ジ－（トリフルオロメチル）フェニル］ビグアニ
ド塩酸塩、１－［４－（トリフルオロメトキシ）フェニル］ビグアニド塩酸塩、１－フェ
ニルビグアニド、１－フェニルビグアニド炭酸塩、１，１’－ヘキサメチレンビス［５－
（４－クロロフェニル）ビグアニド］、１，１’－ヘキサメチレンビス（５－［ｐ－クロ
ロフェニル］ビグアニド）二塩酸塩、［（｛［アミノ（イミノ）メチル］アミノ｝カルボ
チオイル）アミノ］ベンゼン、Ｎ－シクロヘキシルグアニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジルグア
ニジン塩酸塩、Ｎ－ベンジル－Ｎ－メチルグアニジンヘミ硫酸塩、１，１，３，３－テト
ラメチルグアニジン、１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－
ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３
，３－テトラメチルグアニジン塩酸塩、４－モルホリンカルボキシミドイルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－トシル
－Ｌ－アルギニン、Ｎ－アミジノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ
－アミジノタウリン、２－イミノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシ
エチル）グアニジン、（２Ｓ）－３－カルバムイミドアミド－２－｛［（９Ｈ－フルオレ
ン－９－イルメトキシ）カルボニル］アミノ｝プロパン酸、１，８－ビス（テトラメチル
グアニジノ）ナフタレン、１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロ
キシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－
１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－
４－チアゾリドン、２－グアニジノベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾ
ール、２－グアニジノベンゾチアゾール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４
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，６，７，８，９，１０－オクタヒドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（
Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［
１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－
５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラメチル－１，２，７－トリアザビシクロ
［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，
２，７，－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，
７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリア
ザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－エン（Ｈｔｂｏ）、およびこれらの混合物から選
択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１７）
　前記毛髪直毛化剤（ａ）が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では
約８０：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～約２５：７５、第４の態様
では約５０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比
で存在する、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択され、前
記補助剤（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸水素塩、３－グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエチルエステル、Ｌ－アルギ
ニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混
合物から選択されるグアニジン部分を含む化合物であり、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤
の比が、第１の態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約
９：１、第３の態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲
である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１８）
　前記少なくとも１種の美容上許容される賦形剤（ｃ）が、保存剤、酸化防止剤、キレー
ト剤、日焼け止め剤、ビタミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、
香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤
、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およ
びこれらの混合物から選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目１９）
　前記希釈剤が、水、プロピレンカーボネート、アルコール、およびこれらの混合物から
選択される、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２０）
　前記組成物が、界面活性剤、乳化剤、皮膚軟化剤、湿潤剤、コンディション調整剤、増
粘剤、およびこれらの混合物から選択される化合物を含む、前記項目のいずれかに記載の
組成物。
（項目２１）
　前記組成物が、噴射剤を含む、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２２）
　前記組成物が、液体、クリーム、ムース、ゲル、スプレー、ローション、またはポマー
ドの形態である、前記項目のいずれかに記載の組成物。
（項目２３）
　毛髪をまっすぐにするための系であって、以下の少なくとも２種の別個の構成材料、す
なわち、
ｉ）前記項目のいずれかに記載の毛髪直毛化化合物（ａ）から選択される少なくとも１種
の毛髪直毛化剤を含み、グアニジン部分を含む化合物（ｂ）を含有しない、第１の構成材
料、
ｉｉ）前記項目のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物（ｂ）から選択される少
なくとも１種の毛髪直毛化補助剤を含み、前記毛髪直毛化化合物（ａ）を含有しない、第
２の構成材料
を含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
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、前記項目のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、前
記第１の毛髪構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、混ぜ合わせるのに適し
、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様では約１０
～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１５～約４０
重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３０重量％の
範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記補助剤の比は、第１の態様では重量で約１．
５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の態様では約５：１～約
８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲である、系。
（項目２４）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの混合
物から選択される、項目２３に記載の系。
（項目２５）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、項目２３に記載の系。
（項目２６）
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、項目２５
に記載の系。
（項目２７）
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミノ
－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピラ
ゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾール
－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１
－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノベ
ンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾー
ル、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒド
ロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，９
－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、１
，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９，
９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（ＨＴ
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Ｍｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４．
０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］ノ
ナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４－
エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、項目２３から２６の
いずれかに記載の系。
（項目２８）
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、項目２３から２６のいずれかに
記載の系。
（項目２９）
　前記第１の構成材料（ａ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、項目２３から２７のいずれかに記載の系。
（項目３０）
　前記第２の構成材料（ｂ）が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタ
ミン、タンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活
性剤、浸透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩
衝剤、コンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択
される美容上許容される賦形剤（ｃ）を含む、項目２３から２８のいずれかに記載の系。
（項目３１）
　前記第１の構成材料（ａ）と前記第２の構成材料（ｂ）とが、混ぜ合わせられると、熱
により活性化可能な毛髪直毛化組成物となる、項目２３から３０のいずれかに記載の系。
（項目３２）
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、項目３１に記載
の系。
（項目３３）
　毛髪をまっすぐにするための熱により活性化可能な組成物を調製するためのキットであ
って、
ｉ）第１の容器に収容された毛髪直毛化構成材料（ａ）であって、前記構成材料は、前記
項目のいずれかに記載の毛髪直毛化化合物から選択される少なくとも１種の毛髪直毛化剤
を含み、前記第１の構成材料（ａ）は、グアニジン部分を含む化合物を含まない、毛髪直
毛化構成材料（ａ）と、
ｉｉ）第２の容器に収容された毛髪直毛化補助剤構成要素（ｂ）であって、前記構成要素
は、前記項目のいずれかに記載のグアニジン部分を含む化合物から選択される少なくとも
１種の補助剤を含み、前記第２の構成材料（ｂ）は、前記毛髪直毛化剤を含まない、毛髪
直毛化補助剤構成要素（ｂ）
とを含み、
ｉｉｉ）前記第１の構成材料（ａ）および前記第２の構成材料（ｂ）は、他方と無関係に
、前記項目のいずれかに記載の美容上許容される賦形剤（ｃ）を必要に応じて含有し、前
記第１の毛髪直毛化剤構成材料（ａ）および前記第２の補助剤構成材料（ｂ）は、混合す
るのに適し、混合した後、前記毛髪直毛化剤は、（組成物の総重量に対して）第１の態様
では約１０～約７０重量％、第２の態様では約１２～約５０重量％、第３の態様では約１
５～約４０重量％、第４の態様では約２０～約３５重量％、第５の態様では約２２～約３
０重量％の範囲の量で存在し、前記毛髪直毛化剤対前記毛髪直毛化補助剤の比は、第１の
態様では重量で約１．５：１～約１０：１、第２の態様では約３：１～約９：１、第３の
態様では約５：１～約８：１、第４の態様では約６：１～約７：１の範囲であり、
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前記容器は、使用のためのキットの形態で一緒に包装される、キット。
（項目３４）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネート、プロピレンカーボネート、ブチレンカー
ボネート、グリセロールカーボネート、トリメチレンカーボネート、およびこれらの組合
せから選択される、項目３３に記載のキット。
（項目３５）
　前記毛髪直毛化剤が、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選
択される、項目３４に記載のキット。
（項目３６）
　前記毛髪直毛化剤が、第１の態様では約９５：５～約５：９５、第２の態様では約８０
：２０～約２０：８０、第３の態様では約７５：２５～２５：７５、第４の態様では約５
０：５０の範囲であるエチレンカーボネート対プロピレンカーボネートの重量比で存在す
る、エチレンカーボネートとプロピレンカーボネートの混合物から選択される、項目３５
に記載のキット。
（項目３７）
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
ン酢酸塩、グアニジン硫酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニジン炭酸水素塩、グアニジンリ
ン酸塩、グアニジンスルファミン酸塩、アミノグアニジン、アミノグアニジン塩酸塩、ア
ミノグアニジン硫酸塩、アミノグアニジン炭酸水素塩、１，３－ジアミノグアニジン塩酸
塩、１－アセチルグアニジン、クロロアセチルグアニジン塩酸塩、グアニル尿素、グアニ
ル尿素リン酸塩、フェニルグアニジン炭酸塩、フェニルグアニジン炭酸水素塩、１－メチ
ルグアニジン塩酸塩、１，１－ジメチルグアニジン塩酸塩、１－エチルグアニジン塩酸塩
、１，１－ジエチルグアニジン塩酸塩、クレアチン、クレアチン一水和物、クレアチニン
、クレアチニン塩酸塩、クレアチンエチルエステル、アグマチン、アグマチン硫酸塩、グ
アニジノ酢酸、グアニジノコハク酸、３－グアニジノプロピオン酸、４－グアニジノ酪酸
、５－グアニジノ吉草酸、ベータ－Ｎ－メチルグアニジノプロピオン酸、Ｎ－メチルグア
ニジノプロピオン酸、Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）グアニジン、Ｎ－（３－ヒドロキシ
プロピル）グアニジン、ビグアニド塩酸塩、Ｎ－メチルビグアニド塩酸塩、Ｎ－エチルビ
グアニド塩酸塩、Ｎ－プロピルビグアニド塩酸塩、Ｎ－ブチルビグアニド塩酸塩、１，１
－ジメチルビグアニド塩酸塩、１－フェニルビグアニド、１，１，３，３－テトラメチル
グアニジン塩酸塩、２－ｔｅｒｔ－ブチル－１，１，３，３－テトラメチルグアニジン塩
酸塩、Ｌ－アルギニン、Ｄ－アルギニン、ＤＬ－アルギニン、アルギニン酸、Ｎ－アミジ
ノ－Ｎ－（２，３－ジヒドロキシプロピル）グリシン、Ｎ－アミジノタウリン、２－イミ
ノ－１－イミダゾリジン酢酸、１－（２，２－ジエトキシエチル）グアニジン、１Ｈ－ピ
ラゾール－１－カルボキサミジン塩酸塩、５－ヒドロキシ－３－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－１－カルボキシミドアミド、３，５－ジアミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－
１－カルボキシミドアミド塩酸塩、２－グアニドン－４－チアゾリドン、２－グアニジノ
ベンゾイミダゾール、２－グアニジノベンゾオキサゾール、２－グアニジノベンゾチアゾ
ール、ピロリジノホルムアミジン塩酸塩、２，３，４，６，７，８，９，１０－オクタヒ
ドロピリミド［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｕ）、２，５，６，７，８，
９－ヘキサヒドロ－３Ｈ－イミダゾ［１，２－ａ］［１，３］ジアゼピン（Ｈｔｂｄ）、
１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈｈｐｐ）、３，３，９
，９－テトラメチル－１，２，７，トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン（Ｈ
ＴＭｈｐｐ）、３，３，９，９－テトラエチル－１，２，７－トリアザビシクロ［４．４
．０］デカ－５－エン（ＨＴＥｈｐｐ）、１，５，７－トリアザビシクロ［４．３．０］
ノナ－６－エン（Ｈｔｂｎ）、１，４，６－トリアザビシクロ［３．３．０］オクタ－４
－エン（Ｈｔｂｏ）、および／またはこれらの混合物から選択される、項目３３から３６
のいずれかに記載のキット。
（項目３８）
　前記グアニジン部分を含む化合物（ｂ）が、グアニジン、グアニジン塩酸塩、グアニジ
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ン炭酸水素塩、３－グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチン、クレアチンエ
チルエステル、Ｌ－アルギニン、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、および／またはこれらの混合物から選択される、項目３３から３７のいずれかに
記載のキット。
（項目３９）
　前記第１の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、項目３３から３８のいずれかに記載のキット。
（項目４０）
　前記第２の組成物が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、日焼け止め剤、ビタミン、タ
ンパク質、アミノ酸、植物抽出物、湿潤剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、浸
透剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コ
ンディション調整剤、帯電防止剤、縮れ防止剤、およびこれらの混合物から選択される美
容上許容される賦形剤を含む、項目３３から３９のいずれかに記載のキット。
（項目４１）
　前記第１の組成物と前記第２の組成物とが、混合されると、熱により活性化可能な毛髪
直毛化組成物となる、項目３３から４０のいずれかに記載のキット。
（項目４２）
　前記熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物がクリームの形態である、項目４１に記載
のキット。
（項目４３）
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記項目のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意する
ステップと、
（ｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉ）コーティングされた毛髪線維を、ケラチン線維を改質するのに十分な時間にわた
り少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと
を含む方法。
（項目４４）
　毛髪をまっすぐにする方法であって、
（ｉ）前記項目のいずれかに記載の、熱により活性化可能な毛髪直毛化組成物を用意する
ステップと、
（ｉｉ）前記熱により活性化可能な組成物で毛髪線維をコーティングするステップと、
（ｉｉｉ）前記コーティングされた線維を、一態様では少なくとも１５～６０分間、別の
態様では少なくとも２０～４５分間、別の態様では少なくとも２５～３０分間静置するス
テップと、
（ｉｖ）前記コーティングされた毛髪線維を、根本から毛先へと櫛ですくステップと、
（ｖ）前記櫛がけされた毛髪線維を乾燥させるステップと、
（ｖｉ）前記コーティングされた毛髪線維を、前記ケラチン線維を改質するのに十分な時
間にわたり少なくとも１８５℃の温度に設定された加熱装置と接触させるステップと、
（ｖｉｉ）前記熱処理された毛髪線維にマスク組成物を適用するステップと、
（ｖｉｉｉ）前記コンディション調整された毛髪線維をすすぎ洗浄するステップと、
（ｉｘ）必要に応じて、前記コンディション調整された毛髪線維をシャンプー洗浄および
すすぎ洗浄するステップと、
（ｘｉ）まっすぐになった毛髪を乾燥させるステップと
を含む方法。
（項目４５）
　前記加熱装置が、一態様では約１８５～２５０℃、別の態様では約１９０～約２４０℃
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、さらなる態様では約２００～約２３０℃、またさらなる態様では約２０５～約２１５℃
の範囲の温度に加熱される、項目４３または４４に記載の方法。
（項目４６）
　前記加熱装置が、一態様では少なくとも５回の反復動作で、別の態様では少なくとも１
０回の反復動作で、さらに別の態様では少なくとも１２回の反復動作で、さらなる態様で
は少なくとも１５回の反復動作で、同じ毛髪線維に沿って根元から毛先へと引き寄せられ
る、項目４４または４５に記載の方法。
（項目４７）
　前記加熱装置が、一態様では約１ｃｍ／秒、別の態様では約２ｃｍ／秒、さらに別の態
様では約２．５ｃｍ／秒、さらなる態様では約３ｃｍ／秒、またさらなる態様では約３．
５ｃｍ／秒、追加の態様では約４ｃｍ／秒の滑動速度で毛髪線維に沿って引き寄せられる
、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　前記毛髪マスクのｐＨが、一態様では約２～約５、別の態様では約２．５～約４．５、
さらなる態様では約３～約４の範囲である、項目４４または４５に記載の方法。
（項目４９）
　前記加熱装置が平型アイロンである、項目４３から４６に記載の方法。
（項目５０）
　ホルムアルデヒドを含まない、毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための項目１から４
２に記載の熱により活性化可能な組成物。
（項目５１）
　前記熱により活性化可能な組成物が、ホルムアルデヒドを含まない、項目４３から４７
に記載の方法。
（項目５２）
　毛髪をまっすぐにするまたは緩めるための、熱活性化型組成物であって、
（ａ）エチレンカーボネートと、
（ｂ）グアニジン、Ｌ－アルギニン、グアニジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチ
ン、クレアチンエチルエステル、１，５，７－トリアザビシクロ［４．４．０］デカ－５
－エン、およびこれらの塩、ならびにこれらの混合物から選択される補助剤化合物と
を含み、前記組成物中のエチレンカーボネートの量は、（組成物の総重量に対して）約１
０～約３５重量％の範囲であり、前記組成物中のエチレンカーボネート対前記補助剤化合
物の重量比は、約２：１～約１０：１の範囲である、熱活性化型組成物。
（項目５２）
　プロピレンカーボネートをさらに含み、エチレンカーボネート対プロピレンカーボネー
トの重量比が約８０：２０～約２０：８０の範囲である、項目５２に記載の熱活性化型組
成物。
（項目５３）
　前記補助剤化合物の塩が、塩酸塩、硝酸塩、リン酸塩、硫酸塩、ヘミ硫酸塩、スルファ
ミン酸塩、酢酸塩、炭酸塩、炭酸水素塩、一水和物塩、およびこれらの混合物から選択さ
れる、前記項目のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
（項目５４）
　前記補助剤化合物が、Ｌ－アルギニン、グアニジン塩酸塩、グアニジン炭酸塩、グアニ
ジノプロピオン酸、クレアチニン、クレアチンエチルエステル塩酸塩、１，５，７－トリ
アザビシクロ［４．４．０］デカ－５－エン、およびこれらの混合物から選択される、前
記項目のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
（項目５５）
　（ｃ）美容上許容される賦形剤をさらに含む、前記項目のいずれかに記載の熱活性化型
組成物。
（項目５６）
　前記美容上許容される賦形剤が、保存剤、酸化防止剤、キレート剤、タンパク質、湿潤
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剤、着香剤、香料、皮膚軟化剤、界面活性剤、増粘剤、粘度調整剤、乳化剤、乳白剤、噴
射剤、希釈剤、ｐＨ調整剤、緩衝剤、コンディション調整剤、およびこれらの混合物から
選択される、項目５５に記載の熱活性化型組成物。
（項目５７）
　前記コンディション調整剤が、シリコーン、カチオン性化合物、カチオン性ポリマー、
炭化水素油、天然油、天然ろう、合成ろう、およびこれらの混合物から選択される、項目
５６に記載の熱活性化型組成物。
（項目５８）
　前記コンディション調整剤が、ポリクアテルニウム４、ポリクアテルニウム６、ポリク
アテルニウム１０、ポリクアテルニウム１１、ポリクアテルニウム１６、ポリクアテルニ
ウム２４、ポリクアテルニウム２８、ポリクアテルニウム２９、ポリクアテルニウム３２
、ポリクアテルニウム３３、ポリクアテルニウム３５、ポリクアテルニウム３７、ポリク
アテルニウム４４、ポリクアテルニウム４６、ポリクアテルニウム４７、ポリクアテルニ
ウム５２、ポリクアテルニウム５３、ポリクアテルニウム５５、ポリクアテルニウム５９
、ポリクアテルニウム６１、ポリクアテルニウム６４、ポリクアテルニウム６５、ポリク
アテルニウム６７、ポリクアテルニウム６９、ポリクアテルニウム７０、ポリクアテルニ
ウム７１、ポリクアテルニウム７２、ポリクアテルニウム７３、ポリクアテルニウム７４
、ポリクアテルニウム７６、ポリクアテルニウム７７、ポリクアテルニウム７８、ポリク
アテルニウム７９、ポリクアテルニウム８０、ポリクアテルニウム８１、ポリクアテルニ
ウム８２、ポリクアテルニウム８４、ポリクアテルニウム８５、ポリクアテルニウム８７
、およびＰＥＧ－２－ココモニウムクロリド、デンプンヒドロキシプロピルトリモニウム
クロリド、グアーヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、ヒドロキシプロピルグアー
ヒドロキシプロピルトリモニウムクロリド、およびカッシアヒドロキシプロピルトリモニ
ウムクロリド、およびこれらの混合物から選択されるカチオン性ポリマーである、項目５
６に記載の熱活性化型組成物。
（項目５９）
　前記組成物が、溶液、クリーム、ムース、スプレー、ゲル、ローション、またはポマー
ドの形態である、項目５２から５８のいずれかに記載の熱活性化型組成物。
（項目６０）
　前記組成物がホルムアルデヒドを含まない、項目５２から５９のいずれかに記載の熱活
性化型組成物。
（項目６１）
　商業的に入手可能な毛髪直毛化または弛緩化組成物の効力を増強する方法であって、項
目１から２２のいずれかに記載の毛髪直毛化構成材料を含む組成物をそれに加えるステッ
プを含む方法。
（項目６２）
　前記商業的に入手可能な毛髪直毛化組成物が、ホルムアルデヒド、グリオキシロイル、
カルボシステイン、グリオキシル、マロンジアルデヒド、スクシンジアルデヒド、グルタ
ルアルデヒド；グリオキシル酸、没食子酸、酒石酸、リンゴ酸、マレイン酸、イタコン酸
、シュウ酸、マロン酸、メソキサル酸、フマル酸、コハク酸、イミノ二酢酸、ガラクタル
酸、アジピン酸、グルタル酸、クエン酸、イソクエン酸、１，２，３，４－ブタンテトラ
カルボン酸から選択されるカルボン酸およびその塩；尿素、ジメチロールエチレン尿素、
ジメチロールジヒドロキシエチレン尿素、アルキル化ジメチロールジヒドロキシエチレン
尿素から選択される尿素誘導体、ならびにこれらの組合せを含む、項目６１に記載の方法
。
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